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浅川 條 人 6 ASAKAWA 


* ホ ッ ト レ ッ グ ス ” を ハコ に し て 活動 し て いる 
バン ド “セキ リア ” の ヴォ ー カ ル 。 外 区 に 打 
ち 捨 て られ た トレ ー ラ ー ハ ウス に 住み 、 気 が 
向く と バイ ク て 街中 を 疾走 する 。 ま た 、 副 業 
と し て ナイ ト セ イ バ ー ズ に 参加 、 適 応 年 齢 を 
越え た シリ ア に 代わ る 主戦 力 と な っ て いる 。 
普段 か ら 口数 も 少な く 愛 想 が な い 。 一 見 人 と 
の 関わ り を 避け て いる よう に 見 える が 、 ナ イ 
ジェ ル に 密か な 思い を 寄せ る な ど 、 実 際 に は 
それ 程 か た く な で な い 事 が や が て 明らか に 。 
AD ポリ ス を 嫌っ て いる が 、 そ の 理由 も 他人 
か ら 見 れ ば 大 し た 事 で は な い 。 


プリ ス の ハー ドス ー ツ は 格闘 戦 用 に 作ら れ て いる 。 マ ッ ド ブー マ に 
対す る 直接 攻撃 で ダメ ー ジ を 与え る ボム を 、 ナ ッ ク ル 部 を 始め 各所 


HARD SUIT に 装備 。 新 ・ 旧 スー ツ の 外見 に 極端 な 相違 は 見 られ な い 。 
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画 イ ラス ト ・ 文 荒牧 伸 志 ( ビ デオ テー プ 避 LD 第 5 巻 ラ イナ ー ノ ー ト より 転載 ) 


うき ガ ン を 飛ば す よ う 
な 迫力 に 満ち た 瞳 の 
持ち 主 プリ ス 。 初め 
は 無愛想 だ っ た 彼女 
。 だ が 、 回 を 重ね る 毎 
に 次 第 に 穏やか な 表 
月 


手製 の サン ドイ ッ チ を 類 天 
る プリ ス 。 料 理 は 得意 そう で 
は な い が 、 マ スタ ー ド の 付け 
過ぎ に 気 づく ぐら い の 味 覚 は 
持ち 合わ せ て いる よう だ 


賭け に 負け ドレ ス 姿 に させ 
られ て むく れる 図 。 た だ し 服 
を 選ん だ の は 自分 自身 だ っ た 
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f “ホッ トレ ッ グ ス " で 熱唱 する プリ ス 。 
プリ ス の 本 音 は 唄 と し て 吐き 出さ れる 


と を シ リア 程 で は な い が 、 ハ ー ド スー ツ が 嫌 
悪し て いた ブー マ だ こと 知っ て 驚 慢 する 


EMIEITIEIRI IFLULLLE 


[KNIGHT SABERS | 


S ら YE 
STINGRAY 


| ジリ ア ・ ス ティ ング レイ 」 
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この 物語 の 実質 的 な ヒロ イン 。 自社 ビル を 
持つ ブティック“ シル キー ドー ル ? の 代表 に 
し て 、 亡 き ス ティ ング レイ 博士 の 実 娘 。 彼 女 
が 幼少 の 時 、 父 親 は 彼女 に 愛情 を 注ぐ 時 間 と 
懐 を 持ち 合わ せ て いな か っ た 。 加え て 、 母 の 
死 と 、 父 に ブー マ 製 造 の た め の 実 験 体 に され 
た 事 が 彼女 の 精神 を 屈折 させ た 。 こ の 屈折 か 
ら ブ ー マ を 憎む 彼女 は 、 ブ プー マ を 開発 し て 得 
た 父親 の 遺産 を ブー マ の 破壊 に 使用 する 事 を 
思い 立つ 。 か くし て 、 非 合法 な マッ ドブ プ ブーマ 


の 始末 屋 ナイ ト セ イ バ ー ズ を 組織 。 時 に は 
所 YUKINO 
雪乃 五 月 活 リー ダー と し て 前 線 に 出る 事 も 。 
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シリ ア の ハー ドス ー ツ は ナイ ト セ イ バ ー ズ (騎士 の 刻 ) の 名 に 相応 
し く ソ ー ド を 装備 。 痛 中 に は 柚 の よう な スラ スタ ー が あり 、 蝶 の よ 
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圏 イラ スト ・ 文 荒牧 伸 志 (ビデ オ テ ー プ &L 第 4 巻 ラ イナ ー ノ ー ト より 転載 ) 
き ナ イト セイ バー ズ の リー ダー と し て 出撃 を 
指揮 する シリ ア 。 射出 チャ ン バ ー の スイ ッ チ 
は 引き 人 金 状 に な っ て いる 


うき 感情 を 爆発 させ る 
シリ ア 。 母親 の 激 し 
く 、 時 と し て 抑え が 
きか な く な る 性 格 を 
受け 継い だ 。 反 面 、 
母性 的 な 優し さも 秘 
め て いる の だ が …… 


ニュ ー ス ー ツ に 身 を 包ん で 出撃 し た シリ ア は 、 ブ ー マ 
の 長 た る ガラ テア に 対し て 私 人 急 を あら わ に する 。 一 方 、 


吉 4 虚勢 を 張っ て 生き 
ガラ テア は 壮大 な 野望 を 胸 に 秘め て いた 


12 し か 
し 最愛 の 弟 " で あ 
る マッ キー の 精神 を 
奪わ れ 、 自 ら も 殻 の 
中 に 閉じ 答 も っ て し 
まう る と に 


父母 を こよ な く 愛 する 、 汚 れ な き 幼 少 期 の シリ ア 。 し 
か し 彼女 に 対す る 父親 ・ ス ティ ング レイ 博士 の 所 業 は 、 
この 時 期 か ら 徐 々 に 彼女 の 精神 を 角 み 始め て いた 


BUBB/EGOU ル 1 CR/S/S 


EMIIRIIEITIEIRI IFLULLUIE 


[KNIGHT SABERS] 


[リン ナ ・ ヤ マ ザ キ | 


ur SMIEE. 慎 ia 


EL: 


ーFNSISK へ ENE だ 


LINN 
YAMAZAIKKI 


ナイ ト セ イ バ ー ズ に 接近 し 、 参 加 ・ 活 動 す 
る に 至る まで を 体験 する 、 視 聴 者 に と っ て の 
物語 序盤 の 案内 役 。 九州 は 熊本 に 生ま れ 育 ち 、 
就職 の た め に 上 京 し た ば か り の 新人 OL。 ゲ 
ノム 系 企業 で ある ヒュ ー ガ イド 社 の 営業 第 二 
課 に 勤務 し て いる 。 負け ん 気 の 強 い 性 格 で 、 
幸運 に 恵まれ な か っ た 反動 か ら か 、 自 ら 人 生 
を 切り 開く 、 と いう スタ ンス で 生き て いる 。 
4 人 の 中 で は いち ば ん 平凡 に 見 える が 、 高 校 
時 代 は “大 運動 会 ” な 日 々 を 過ごし て いた ら 

し い 。 一 見 し っ か り 者 だ が 意外 と ドジ で ナイ 
ー ブ 。 本 名 は 漢字 で “山崎 丈 那 ” と 書く 。 
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リン ナ の ハー ドス ー ツ は 、 当 然 な が ら 4 人 の 中 で いち ば ん 最後 に 開 
HARD SUIT 発 さ れ た 。 ナ イジ ェ ル が 趣味 で 取り 付け (?)、 ネ ネ が 羨まし が っ た 
ブレ ー ド カッ ター は 、 あ ら ゆ る も の を 一 瞬 に し て 切り 裂く リボ ン 
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男 イ ラス ト ・ 文 ノ 荒 履 伸 志 ( ビ デオ テー プ &L 第 | 巻 ラ イナ ー ノ ー ト より 転載 ) 


リン ナ が ナイ ト セ イ バ ー ズ 
に 入っ た の は 自分 を 探す た め 。 
や が て 本 当 の 自分 に 出会え る 
日 を 信じ て 彼女 は 戦い 続け る 


と 係長 か ら 理 不 尽 な 叱責 
を 食らっ て ムカ ツク 図 。 
感情 を スト レー ト に 出し 
て し まう タイ プ で 、 そ の 
辺り で 人 生 的 に 損 を し て 
し まう 性 質 の よう だ 


\ 新 入社 員 の 味見 係長 、 ケ イン に 飛ぶ リン ナ の 鉄拳 。 陸 上 
競技 で 鍛え た 体 か ら 繰り 出さ れる パン チ は 、 想 像 以上 に 強 
力 だ 。 ] 話 の ラス ト の ケイ ン の 悲鳴 も 当然 か も 4 


入社 当初 は ナイ ト セ イ 
バー ズ 絡 み で 勤務 態度 は 
悪かっ た が 、 持 ち 前 の 負 
けん 気 で 成績 を 上 げ 、 半 
年 後に は 一 課 に 配置 変え 
に な っ て いる 


き 物 語 の 後半 明か さ 
れる 驚 慢 の 真実 。 実 
は リン ナ は 酒乱 だ っ 
た ……/ ( 笑 ) 
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ai ナイ ト セ イ バ ー ズ の 情報 面 を 、 天 才 的 な 能 
ノ S、】 力 て 処理 する 。 普段 は ブー マ 事 件 処理 の た め 
ae に 設立 され た 特殊 警察 、AD ポ リス の 情報 セ 


ンタ ー で オペ レー ター を 務め て いる 。 騙 冠 18 
歳 で あり な が ら 、 大 人 を 手玉 に 取る よう な 存 
在 。 そ の 反面 、 年 齢 相応 の 心 の 弱 さ も 持ち 合 
わせ て いる た め 、 落 ち 込 むこ と も た まにある 。 
が 、 生 来 の 明朗 快活 な 性 格 が 幸い し て 立ち 直 
り も 早い 。 シ リア に その 才能 を 見 い だ さ れ 、 
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MM セイ バー ズ の 一 員 と な る が 、 当 初 は 運動 能力 
面 で 苦労 し た らし い 。 チ ー ム (番組 ?) の ム 
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HIROKO ー ド ー メ ー カ ー 的 な 役割 で も 多大 に 貢献 。 


ネネ の ハー ドス ー ツ は 後方 支援 に 適し 、 飛 び 道具 の ニー ドル ガン を 
装備 。 情 報 処理 面 に 重き を 置く 設計 で 、 各 種 ア ン テ ナ が 特徴 的 。 運 
HARD SUIT 動 性 が 低い の は 偏食 過多 で 運動 不足 の ネネ 自身 に 問題 あり (や ) 
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還 イ ラス ト ・ 文 ン 荒牧 伸 記 (ビデ オ テ ー プ 避 LD 第 3 巻 ラ イナ ー ンコ ト よ り 転 載 ) 
き 天 才 少 女らしく 、 精 神 的 

に は 純粋 な まま 成長 し て し 
まっ た ネネ 。 シ リア に 好き 
だ と 言わ れ て 、 思 わ ず イ ケ 
ナイ 関係 を 想像 し て し まう 


と 宇宙 飛行 士 に 憧れ て いた と いう 、 夢 多き 少女 の 一 面 も 持っ て い 
る ネネ 。 だ が 、 現 実は それ を 許さ ず 、 タ ッ パ が 足り ず に 断念 。 精 
神 と 肉体 の アン バラ ンス が 原因 で 落ち 込む こと も ある 


\ 新 入り の リン ナ に 対し て 
先輩 と し て 接する ネネ 。 大 
い に 先 輩 風 を 吹か せる が 、 
それ で も 民 味 に な ら な い 所 
が 彼女 の 最大 の 魅力 か も ツ 


時 と 人 と 場所 ・ 場 合 に よっ て 態度 が コロ コロ こと 変 化す る ネネ 。 
AD ポリ ス の フロ ンタ ー で ある レオ ン は 、 彼 女 に と っ て 好き な 
イプ に 属す る が 、 そ の 対応 は ひたすら 冷た い 


と 例え ハー ドス ー ツ を 装着 し て いて も 、 プ 
リス は ネネ を 戦力 と し て 認め て いな か っ た 。 
し か し 、 彼 女 の 情 報 面 で の 力 に は 作 れ な い 
も の が あり 、 後 で 後悔 する こと に …… 
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EHPIHIEITIEIRI FI ULLLE 
その 他 の 人 ん 々 」 


途中 で 消え た 者 、 途 中 参加 の 者 、 は た また 一 度 し 
か 登場 し て いな い 者 。 だ が いずれ も 、2040 年 の 日 
本 に 生き 、「『 バ ブル ガム 」 の 世界 を 形成 する た め 
に 重要 な 人 物 ば か り 。 こ こ で は 、 セ ミ ・ レ ギュ ラ 
ー& ゲ スト の キャ ラク ター 達 を ご 紹介 し よう 。 中 
に は 、 旧 作 O VA 版 の 監督 ちい る らし い ゾ 。 


l 


レオ ン ・ マ クニ コル 


g4 歳 。AD ポ リス フロ ンタ ー。 
元々 は ノー マル ポリ ス に いた が 、 
志願 し てこ AD ポリ ス へ 。 職 務 を 春 
う ナ イト セイ バー ズ に 英 意 を 燃 や 
す 。 仕事 に お いて は 考え る より 先 
に 行動 する タイ プ だ が 、 恋 愛 に 関 
し て は 奥手 。( ] 話 一 ) 


36 歳 。 ナ イト セイ バー ズ の メカ 
ニッ ク 制 作 、 及 び メ ン テ ナ ンス を 
担当 。 普段 は 外 区 の バイ ク 工 房 で 
働い て いる 。 堪 災 前 は "ウィ ズラ 
。 ボ ′ の ブー マ 部 門 で 研究 員 を し て 
但 いた 。 究 黙 で 、 他 人 に 干渉 し な い 
詳 事 を 心情 と する 。( 3 話 一 ) 


ア 


リ 
NN 
アジ 


5 歳 。 和 AD ポリ ス フ ロ ンタ ー。 
相棒 の レオ ン と は 対照 的 に 、 冷 静 
沈着 な 皮肉 屋 。 だ が 、 な ぜ か 気 が 
合い 、 最 高 の コ ン ビ ピ ネー ショ ン を 
見 せる 。 知識 も 豊富 で 、 コ ン ピ ュ 


73 歳 。 シ リア が 幼い 頃 か ら 仕え | 
て いる 忠実 な 老 執事 。 ナイ ト セ イ 
バー ズ の 活動 を 続け る シリ ア を 常 
に 心配 し 、 見 守っ て いる 。 残り の 
生 を か け はぐ シリ に 全 和 で の 


生涯 を 全う する 事 が 彼 の 望み で あ ー タ に も 精通 。 実家 は 農場 を 営ん 

る 。 ( 1 話 一 ) で いる 。 ( | 話 一 ) 
W 間 ィ 
上 ーー 『 的 人 ーー 2 2 

ステ ィング レイ 博士 プライ アン ・ JJ 4 スン 


38 歳 。 ゲ ノム 副 社 長 。 会 長 に 忠 
実 な 腹心 を 装っ て は いる が 、 そ の 
胸中 に は 「 ブ ー マ を 覚醒 させ 、 新 
し い 世 界 を 造る 」 と いう 、 大 いな 
る 野望 を 秘め て いる 。 子供 の 頃 の 
手術 に より 、 体 内 に は 人 工 臓器 が 
埋め 込ま れ て いる 。 (@ 話 一 ) 


ブー マ 研 究 施 設 "ウィ ズラ ボ " 
の 所 長 で あり 、 シ リア の 父親 。 そ 
の 人 生 の 大 半 を ブー マ 開 発 に 費 や 
し 、 娘 の シリ ア で さえ も その 実験 
双 に し て し まう 。 だ が 、 ガ ラテ ア 
の 暴走 に よる “ウィ ズラ ボ " 壊滅 
時 に 死亡 。( 4 話 一 ) 


間 
。 


較 クイ ン シ ー・ ロ ー ゼ セン クロ イツ 


B9 歳 。 ゲ ノム 会 長 。 肉 体 を 生命 
維持 装置 に 繋ぎ 生き 長らえ る 、 メ 
ガロ シテ ィ の 実質 的 支配 者 。 ブ ー 
マ に より 東京 を 復興 させ 、 人 と ブ 
ー マ が 共に 暮らす 理想 郷 の 設立 を 
目指 す が 、 志 半ば メイ スン の 裏 切 
AA 


45 歳 。 和 AD ポリ ス フ ロ ンタ ー チ 
ー フ 。 レ オン と は 常に 衝突 を し て 
いる が 、 い ちば ん その 心情 を 理解 
し て いる 良き 上 司 。 ト ー テ ム ポ ー 
ル 占 拠 事 件 に お いて は 、K ス ー ツ 
KG ニン (の (9 ンス ッ バー 
ES 
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フォ ッ ク ツク 

^ セ キリ ア " の ベー ス 担 当 。 ロン 毛 で 茶髪 
の 優男 。 バ ンド の 女性 ファ ン に は 人 気 が あ り 
そう だ が 、 メ ン バ ー の 中 で は イマ イチ 影 が 落 世界 ツア ー を する の が 夢 で あっ た が 、 東 京 ブ 
し いか も …。 (1 話 て ) ー マ 化 に より 泡 と 消え て し まう 。 (8 話 一 ) 


マク ソン 


~ セ キリ ア " の ドラ ム 担 当 。 そ の 巨漢 で 、 ~ セ キリ ア "” の ギタ ー 担 当 。 目 下 の 悩み は 
豪快 な ステ ィ ッ ク 裁 き を 見 せる 。 セ キリ ア で プリ ス に は 女性 の ファ ン が 多く 、 男 性 ファ ン 
が 付き に くい の で 、 バ ンド の 人 気 が 伸 び 悩 ん 
で いる 事 。 ( ] 話 一 ) 


リン ナ の 会 社 の 同僚 で 、 一 年 先輩 。 リ ン ナ 
と は 気 が 合う らし く 、 昼 食 も 大 抵 一 緒 で ある 。 
ブー マ 嫌 いで 、 曰 く 「 な ん で あん な に 人 間 に 
OU 8 店) 


ムラ カミ 
クラ タタ と 同じ く メ イス ン 直 属 の 部 下 。 ブー 
マ の マッ ド 化 工作 か ら 、 ナ イジ ェ ル と の 接触 、 
トン ネル の 破壊 作業 な ど 、 メ イス ン の 命令 で 


オリ ウ ァ ラー ・ ク ラク タ 
メイ スン 直属 の 部 下 。 ゲ ノム で も 会 長 で も 
無く 、 メ イス ン 個 人 の 命令 に 従う 忠実 な る 手 


ョ ヨシ ピロ ・ フ スズ イ グイ ン 
ゲノム 社員 。 金 と 引き 換え に シリ ア に 社内 リン ナ の 上 司 。 新 入社 員 査 定 係 の 立場 を 利 


の 情報 を リー ク し て いた が 、 実は 全て メイ ス 用 し 、OL を 喰い 物 に し て いた 「 味 見 係長 」。 
足 で ある 。 連絡 役 か ら 作 戦 の 指揮 、 時 に は 自 ン の 計画 の 内 で あっ た 。 利 用 価値 が 無く な っ リン ナ に 手 を 出し 鉄拳 制裁 を 食らう が 、 そ れ 
あれ ば 全て に 従う 。 ( 4 話 一 ら 現場 に 赴く 事 も 。 ( 4 話 一 ) た 途 端 、 抹 殺 ぐ れ て し まう 。( 5 話 一 ) で も 懲り ず に 今日 も 女性 を 誘う 。( 1 話 一 ) 
W 影 更 あ 電 
の の の 


人 、 名 


トド 人 55 / 

ジャ ン 大 人 レン ・ ノ ソー ド バ パー の ビル ・ ノン ド バ ー ダ ジ マサ キ 
華人 ネッ トワ ー ク の ドン 。 / 年 前 まで 、 ウ ビル の 妻 。 3 ヶ月 間 仕 事 で 帰ら ぬ 夫 に 不満 高圧 力 下 用 ブー マ 実 験 施設 の 局員 で 、 リ モ 

ィ ズ ラボ に 対し ブー マ 研 究 資金 を 出資 し て い を 持ち 、 家 に 愛人 を 連れ 込ん で いた 。 し か し 、 


ON 


品 
ミ | ( Zsm ) 
人 ア 
上 
< 8 


リン ナ の 見 合い 相手 。 東 京 の 大 学 を 卒業 後 、 
父親 の 事業 を 継ぐ た め に 熊本 に 帰 卿 。 リ ン ナ 
と 意気 投合 する が 、 彼 女 が ナイ ト セ イ バ ー ズ 
の 出動 で 帰っ て し まい 破談 (?)。(]1 話 一 ) 


た 。 そ の 為 シ リア を 幼い 頃 か ら 知 り 、 尋 ね て 


イト スレ イク ポリ ク マ く て ト の リル レク 
し きた 彼女 へ 助力 を する 。 (13 話 一 ) 


ター。 作業 中 の 事故 に より 死亡 する が 、 そ の 
記憶 は モー ト へ と 受け 継が れ た 。( 7 話 ) 


モー ト の 暴走 と ビル の 死に より 、 夫 の 愛 の 深 


さ を 知り 後悔 する 。 写 真 は 新婚 時 代 。( 7 話 ) 
_ 貸 、 


IN 


際 、 依 


い 
ネネ の 同僚 


/ NN に 


リン ナ の 父母 


ヤン ・ ハ ル マ タク に コッ ギ ノ 
ネネ と 共に AD ボリス 情報 局 で 働く オペ レ 熊本 で 農家 を 営む 。 勝 手 に 見 合い を 決め て し AD ポリ ス 情 報 部 長 。 ネ ネ の 直属 の 上 司 に AD ポリ ス 総 務 部 長 。 トーテム ポー ル 占 拠 
ー タ ー 達 。 写 真 は ネネ の 隣 の 席 の メグ (14 話 ) まっ た り 、 淀 に 父親 と 娘 の 間 に は 衝突 が 絶え ず 、 あたる 。 ネ ネ が 凄腕 の ハッ カー で ある 事 を 知 事件 で は 冷却 装置 を 操作 、 暴 走 させ 事件 を 解 
ぞ その他 エリ ス () 語 ) や 、) 男 性 オペ レン アタ いつ も 母親 が な だ め 役 に 回 っ て いる 。 そ の 実は 


ら ず に いた が 、 ト ー テ ム ポ ー ル 占拠 事件 に よ 
了 ー の チャ ッ ク (1 話 一 ) 等 が いる 。 NNN ( 4 話 一) 


決し た 立役者 。 し か し 、 本 当 は 第 三種 冷凍 機 
し り そ れ が 発覚 、 仰 天 す る 。(16 話 一 ) リ 械 責任 者 の 免許 し か 持っ て いな い 。 (16 話 一 ) 
人 人 全 、 人 
、、 9 ンー 
馬 、 、 
プリ オ リン ナ の 上 司 マリ ア ・ ロ ー ラ ンド シリ ア の 母 
iMPAzM の DA の MdNMo0】7DU の ADDAINMcomn リン ナ に 仕事 を 教え る 振り を し て 身体 に 触 
ター 内 を うろ ちょ ろ し た り 、 ぬ い ぐ る み と し 


ニッ ク の 娘 。 帰 り の 遅い ニッ ク を 心配 し て 、 
レオ ン の ナビ に 通信 する 親 思 い の 娘 で ある 。 
料理 が 得意 らし く 、 ニ ッ ク は 彼女 と の 写真 を 
パス ケー ス に 入れ る 程 の 湖 愛 ぶり 。(]7 話 ) 


る 攻 ク ハラ 上 司 。 リ ン ナ に いう が 殺す 1 と 
て 悩み 相談 役 に な っ た りす る 。“ プ リオ " は 、 陰口 を 叩か れる 。 某 アニ メ 制 作 会 社 の プロ デ 
元々 ネネ の ハン ドル ネー ム 。(@ 話 一 ) ( io WWRR が か 上 E テ デル (5 


シリ ア が 幼い 頃 に 死去 。 仕 事 に の め り 込 み 
家庭 を 願 み な い 夫 ステ ィング レイ 博士 を 恨み 、 
徐々 に 精神 を 触 ま れ て いっ た 。 そ の 性 格 は 、 

上 シリ ア に も 受け 継が れ て いる 。( 4 話 一 ) 


有 ァ 
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Py 


MEIHIHIPIHIEITIEIn 邊 FIUE 


〇 シリ ア に イン プラ ント され た 
ナノ メカ ニズム = 素 体 か ら 生 み 
出さ れ た 最初 の 人 造 人 間 。 人 間 
に 近付き 過ぎ た 事 か ら 量 産 化 さ 
れ な か っ た 。 プ ロト タイ プ で あ 
る 彼 は 、 シ リア の 弟 ・ マ ッ キ ー 
と し て 人 知れ ず 人 間 社 会 で 暮 ら 
し 始め る 。 心 を 持ち 、 人 間 と の 
相違 は 肉体 的 な 成長 が な い 事 


QA 


ヒュ ー ガ イド 社 の 新入 社員 教育 担当 ブー マ 。 仁 


事 の 説明 を する だ け で な く 、 忠 告 、 禄 則 、 査 定 等 、 


人 間 の 上 司 と 変わ ら な い 判 断 を くだ す (] 話 一 ) 


ゲノム 本 社 で 働く メイ スン の 秘書 索 号 。 会 長 の 
命令 で スパ イ 行 為 を し た た め メ イス ン に 銃 で 撃た 
れ 、 会 長 の 暗殺 を 命じ られ る (8 一 18 語 ) 


f 秘 書 ブ ー マ 弐 号 。 メ イス ン に 屈折 し た 愛 を 注 が 
れ 、 二 人 は 異常 な 関係 を 構築 。 彼 女 が 進化 する 事 
を メイ スン は 望ん で いる (5 話 一 ) 


ヒュ ー ガ イド 社 近 くに ある ファ ー ス ト フ ー ド 店 
ドス バー ガー で 働く 店 員 。 レ ジ 係 だ け で な く 、 店 
内 の 清掃 な どの 雑用 も 人 間 同 様 に こなす (1 話 一 ) 


| し 20、 


7 人 h 還 昌 NNKh 、  ) 
オー プン カフ ェ で 働く ウェ イト レス 。 質 の 悪い 
男性 宮 に 、 こ ぼ し た コー ヒー を な め さ せ られ た 事 
が きっ か け で マッ ド 化 し て し まう (3 話 ) 


〇 ステ ィング レイ 博士 が 娘 ・ シ リア に イン プラ 
ント し た ナノ メカ ニズム が 成長 を 遂げ た 姿 。 容 
姿 は シリ ア に 酷似 。 素 体 と 呼ば れ 、 自 ら 目 覚め 
の 時 を 待ち な が ら 眠 り に つい て いた が 、 抹殺 を 
試み た シリ ア の 攻撃 に よっ て 菊 生 。 メ イス ン に 
ガラ テア と 名 付け られ 、 急 速 な 成長 を 遂げ る 
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宇 軍 
宙 論 用 " 
作 巨 
業 大 
用 ブ | 
妥 / 上 
| マ 
マ 内 
隊 11 6 
]1 ) 
語 
語 


こう 


hi_| 
三 宇 NGM 


説 | 一 般 に ゲノム コー ポレ ーション は 、 大 展 災 に 見 舞 わ 
れ た 東京 を ブー マ に よっ て 復興 させ た 業績 を 高く 評価 
され て いる 。 し か し 事実 は 、 展 災 そ の も の が 同社 の プ 
ー マ 開 発 に よる 事故 を 隠蔽 する た め 人 為 的 に 引き 起こ 
され た 災害 で あっ た 。 さ ら に この 機 に 乗じ て 同社 は 、 

東京 の 支配 権 を 掌握 。 宇宙 開発 に ま て 着手 し た 。 現在 、 
衛星 軌道 上 に 建設 中 の アン ブレ ラ が 完成 し 、 シ ョ ウ ハ 
ム プ ロジ ェクト か 遂行 され た 暁 に は 、 無 限 の 太陽 エネ 
ルギー を ゲノム 社 が 地球 に 供給 する 事 に な る 。 そ うな 
れ ば 同社 は 、 全 世界 を 支配 する 事 に な る だ ろう 。 


(一 酸 一 ) ペー\ 表 半 滑 本 


ブー マ は その 心臓 部 に 核 と な る コア チッ プ 
を 装 考 さ れ て いる 。 こ の コア の 突然 変異 に 
よっ て ブー マ は マッ ド 化 する 。 た だ し 、 こ 
の 原因 は 未だ に 解明 され て いな い 


ウェ イト レス ブー マ (3 話 ) 
人 8 
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ワーム (ドラ ゴン ライ ン ) 


1④ ぐ 


+ ゴ ミ 処 理 用 ブー マ ( 1 一 ? 話 ) 
て ps 


AM 
演 


作業 用 ブー マ (9 語 ) 


に 


暴走 ブー マ 、 ロ ー ド スト ー ム (8 話 ) 


lk 3 mu 1 _ ぐい NNN 用 ウン N 3 
(80 話 ) すゞ す ト ン ネ ル の 巨大 ブー マ (19 話 ) ブー マ 化 し た トー テム ポール (19 語 ) 


[ハー ドス 一 


アテ アーキ ーー 
ツ の 一 種 。 だ が 、 あ ら ゆ る 面 で 従来 の スー ツ と は 比較 に な ら な い 程 に 高 性 
能 で 、 そ れ を 可能 に し た の が 他 な ら な い ブ ー マ テ クノ ロジ ー だ っ た 。 全 て 
オー ダー メー ド で 、 シ リア こと の 相性 が 着る 人 間 と の 適合 を 決定 付け る 。 


RDNS 
2 


@ バ ッ テ リー、 「 メ タル 
1 ブリ ス 達 も 知ら な か っ た ハー ドス 1 大 型 の 乾電池 の よう な 代物 。 記 の 
ー ツ の 祉 に は 、 ブ ー マ の コア チッ プ 太 さ で 残さ れ た 活動 時 間 を 目測 可能 。 
が 装 環 さ れ て いる 。 通常 の ブー マ の これ を 交換 すれ ば 活動 時 間 は 延長 さ 
も の と は 形状 に 多少 の 違い が ある れる が 、 何 し ろ デ カイ の が 難点 


モト スレ イブ 


っ ナイ ジェ ル が 趣味 で 作っ て いた 可変 八 
イク 。 変形 し て ハー ドス ー ツ を 包み 込み 、 
より 武装 強化 し た パワ ー ド スー ツ と な る 。 

バイ ク は 好き の プリ ス に 気に入ら れ た 、 詳 記 
唯一 つ ブ ー マ で も ある 


へ ば テア や 


ー パ ワー ドス ー ツ 形態 の モト スレ 
イブ 。 ク ライ マッ クス に は 予期 せ 


mm 


ぬ 活 躍 を 見 せ て くれ る 


ごう >! 


ュ + 


4 em 


CR'S 


華 対 員 秒 rr 敵 王 きせ り ( 黄 は 再 服 沈 
は 四 州 CC 細 R 人 店 中 亜 主 


中 沙 王 G ご ー ム サビ せ {1 


ーー 
ーー 


滞 宣 と で 田 BG ビ ー ハ テー ンジ 参 


ざ は ご 汗 は で の ひざ 交 呈 二 凡 潜 。 叶 


記 計 催 肝 黄 古 ビー 交 疾 。 汗 洗 小 呪 N9H で 内 ぐ 了 ア 王 
の 叶 重 放 に ー ハ テー ジ 。 ど 付 計 へ 0 尊 ri 直 半 9 同 | 計 肝 落 は 獣 四 ,Q9 


ン 弄 は 澤 醒 関 。 中 州 醒 計 ミ ー メ ー 寸 さ TT 選 英 


(前 / です 人 ツ 喋 = 選 ロ ビ の コ ロー コキ) 誤 田 田 三 人 7 山 へ ※ 


回 回 罰 計 回 笠 


ご 
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「 ] 『] 9 人 2 ー 人 2 rpmes omamrea = mem に 硬 
1 剛 開 剛 賠 開 承 呈 開 MR 遇 W 開 剛 隊 剛 開 に | 形 蔽 開 剛 開 彰 剛 剛 eg 
且つ 間 mmmー、 In 関 mn 開 隅 m 剛 開 Me mm mm Nm mmL ユ 
| 敵 還 肖 . 回 較 昌 固 mm 回 mm 回 | 時 病 間 emm 開 開 開 開 隊 開 時 時 開 職 開 織 隊 病 蘭 2 
遇 ae 呈 隊 職 開 隊 呈 | 剛 | 開 隊 呈 時 病 職 開 隊 職 剛 職 間 職 開 病 隊  。、 隊 開 賠 開 開 敵 隊員 隊 職 職 職 開 
IIKj べ べ 《 ふ jj{ | 且 還 RS | 題 。 避 。 選 硬 
mL 回 問 敵 昌 mm | 上 導 。 前 開 導 。 前 
凍 h 間 前 pm mm 間 半 月 当 開 
用 前 間 剛 上 間 間 関 上 肖 邊 LT 「」 
電導 si 6 の ⑨ (0D (mmm eo ca NM eeeseassey 
| し 」 に LSESRSEESEL ot = SS 敵 昌 に 
に に | 」 串 隊 剛 上 4 | 」 | 較 k。 較 | 呈 較 | 
開 Mmmmmwmwmw、 hm mm 職 Mm 開 隊 eeeeaezamemy 開 m 。 開 アー 
に に | _ 回 敵 題 5 | 関 較 | | 較 mmm. mm mm 
本 和良 | _ 回 敵 題 人 。 靖 精 間 | 関 還 | | 詳  | Je に 
に | _ 因 映 昌 = 回 問題 | | 較 還 間 | 病 還 間 | 開 職 剛 時 al 
に ーー | 崩 只 = = = 朱 司 、】 | に | 。 情 職 。 = = 、/ 且 / | / ドー 
了 Pep LN LL LN NL NL 有朋 敵 
縛 職 関 ョ = 剛 W WM 隊 W 隊 。 開 ani 細 
esa aa 細 半 6 GD D GissptD (MD に に 


須 藤 あ さら が 熱唱 する 、 軽 快 な 主題 歌 『y'KhOW』 に 乗っ て 展 
開 す る DF 画面 。 こ れ ら は 近年 流行 の フル ビ は に よる も の で 、 フ ィ 
ルム と は 違っ た 質感 の 映像 に 仕上 か が っ て いる 。 演出 ・ 絵 コン テ は 菅 
沼 栄 治 、 作 画 監督 は 山田 正樹 。 こ こ か ら 、 新 た な 物語 が 始ま る 


Cant Buy AT「hril 


西暦 2 0 4 0 年 ・ メ ガロ シテ ィ 東 京 。 7 年 前 に 発生 し た 大 地震 に よっ 壊 減 的 な 打 

撃 を 受け た 首都 は 、 生 体 的 機能 を 持つ 汎用 アン ドロ イド “ブー マ ” の 働き に まっ て 、 
急速 な る 復興 を 果たし た 。 し か し 、 そ の 一 方 で ブー マ が 突如 狂 暴 化 し 、 “マツ ドブ ー マ " 
と 呼ば れる 暴走 状態 と な っ て 破壊 活動 を 始め る と いう 事件 が 続発 。 対処 機関 で ある A 
D ポ リス で さえ も 、 日 々 増加 する この マッ ドブ ー で 事件 に 手 を 焼い て いた 。 し か し 、 
そん な 狂 暴 な マッ ドブ ー マ に 対し 、 超 高 性 能 の 強化 スー ツ に 身 を 包み 、 ど こ か ら と も 
な く 現 れ て は 戦い を 挑む 謎 の 一 団 が あっ た 。 そ れ が メガ ロ シ テ ィ の 間 の 仕置 き 人 と 呼 
ば れる 女性 集団 “ナイ ト セ イ バ ー ズ "” で ある 。 
_ ブーマ の 開発 販売 を 独占 する 巨大 企業 ゲ アノ アム コー ポレ ーション 。 その 傘下 会 社 ヒュ 
ー ガ イド 社 の 新人 0 L リン ナ ・ ヤ マ ザ キ は 、 入 社 初日 に 街 で 女性 の 運転 する バイ ク に 
ぶつ か り そ う に な る 。 転 ん だ 拍子 に 買っ た 
ば か り の 昼食 を 落と し て 台無し に し て し ま SI 1 
い 、 さ ら に 額 を 擦り むい た リン ナ は 、 怒 っ eD. 上 
て バイ ク を 追い か ける の だ が 、 春 闘 空しく 
取り 逃がし て し まっ た 。 悔 し が る リン ナ に 、 
上 司 の ケイ ン が 街 を 案内 し て や ろう と 上 声 を 
か け て くる 。 そ の 晩 、 ケ イン と 繰り 出し た 
外 区 の 街中 で 、 壁 に 貼ら れ た 女性 ロッ クシ 
ン ガ ー、 プ リス ・ ア サギ リ の ポス ター を 見 
つけ る リン ナ 。 彼女 こ そ 昼 間 の バイ ク の 女 
性 で あっ た 。 


回 天 を 買 く スカ イフ ッ ク の ケー ブル 。 そ の 先 の 宇宙 空間 で は ゲノム の プロ ジェ クト が 進行 し つつ ある 


ン ナ が ぶつ か っ た の は … 


-e 


弄 転 ん だ リン ナ に 「 あ ん た 意外 と ドジ な ん だ 」 還 路 上 清掃 作業 中 の ブー マ だ っ た 


< 本 「 東 京 … だ よね /」。 熊 本 か ら 上 京 し た ば か 
り の リン ナ は 、 林 立 す る 高層 ビル 群 を 見 上 げ て 
メガ ロ シ テ ィ を 実感 する 


陣 起 き 上 が っ た リン ナ は 、 問 り 心 EE リ ン ナ の 後方 か ら バ イク が 迫り 来る 


古 ン 9 Al 」 
回 ミサ エ の 指 差す 方 向 、 そ こ に は … 


困 同 僚 の ミサ エ に 社内 生活 の 教授 を 受け る 


BUBBLECU ル CR/S/S 


ー 


FL 町 TIm 


細 リ ン ナ の 言葉 に バイ 
ク を 止め 、 振 り 返 る プリ ス 


細 リ ン ナ を 夕食 に 誘う 、 係 長 の ケイ ン 


メガ ロジ シ ティ で の 新生 活 に 、 期 待 に 肢 を 
膨らませ る 新人 DL リン ナ 。 彼女 の 輝 け 
る スタ ー ト に 水 を ざす 、 バ イク に 乗っ た 
歌姫 プリ ス 。 二 人 の 運命 的 な 出会い が 、 
c040 年 東京 物語 の 幕開け を 告げ る 。 


肝 
ーー 
エ つ 
ーー 
テー 
Se 
"| 
| 


「 な に が ナイ ト セ イ バ ー ズ だ っ /」 細 AD ポリ ス 本 部 ・ 通 称 トー テム ポー ル " 


軌 情 報 局 で は 勤務 時 間 の 終わ っ た ネネ が 肩 の 力 を 抜く 。 暇 すぎ て 転職 を 考え ちゃ うと 貴 く 


幼 プ リス に 指摘 され 、 


EE 人 「 絆 // 。 遍 一 1 リリ 半 / Ni 
感 後 の メガ ロ シ テ ィ を 歩く 二 人 剛 同 僚 の エリ ス 。「 ど ん な 仕事 が し た い の 」 較 結 局 逃 げ ら れ て 、 泣 いて 悔し が る リン ナ 


NN 


リン ナ は 初め て 傷 に 気づく 


うと する プリ ス を 追っ 
て 、 立 体 駐車 場 を 駆け 
下り る リン ナ 


選 


負 


ナ は 一 枚 の ポス ター に 目 を 止め る 「 ナ イト セイ バー ズ … み た いな さ 」 


』 oe oe 


較 新 入社 員 教 育 を 任 さ れ て いる 上 司 も ブー マ だ 


國 リ ン 


に の CR/S/S 


陸 混 乱 し た 人 々 の 壁 で 、 逃 げ 遅 れる リン ナ | Me 6 Can | B UY 人 A Th 「| | | 


街 を 巡り 、 バ ー で 食事 を する リン ナ と ケイ ン 。 夜 も ふけ 、 帰 ろう と 陳 る シナ に 、 

ケイ ン は 新入 社員 の 査定 係 と いう 役職 を 盾 に 関係 を 求め て きた 。 怒っ 信 記 を 一 と うと 

する リン ナ 。 そ の 時 、 突 如 マ ッ ド ブー マ が 店 内 に 現れ 暴れ 始め た 。 我 先 に と 出口 に 群 

が る 人 々 。 そ の 中 に は リン ナ を 置い て 一 人 逃げ よう と する ケイ ン の 姿 も 。 反対 側 の 壁 

に も う 一 つ 扉 を 見 つけ た リン ナ は 、 そ の 奥 の 非常 階段 か ら 逃 げ よ うと する 。 し か し 、 

マッ ドブ ー マ が その 後 を 追う 。 マ ッ ド ブー マ に 階段 を 破壊 され 、 宙 吊り に な っ て し ま 

う リ ン ナ 。 そ の 時 、 リ ン ナ の 目 の 前 に 青い パワ ー ド スー ツ を 身 に まとっ た 女性 が 現れ 、 
/ 彼女 の 散 地 を 救っ た 。 そ の 姿 に リン ナ が 咳 く 。「 ナ イト … セ イ バ ー ズ 」。 そ し て その 女 
8 3 た 5 性 が 、 昼 間 の 事故 で プリ ス が リン ナ の 額 の 傷 を 教え た 時 と 、 同 じ よ うに 額 を 指 差 す の 

ae を 見 て 、 彼 女 こ そ が プリ ス で ある 事 に 気づく リン ナ 。 圧倒 的 な 力 に より 、 プ リス は マ 

ッ ド プ ブーマ を 破壊 。 衝 撃 で 階段 か ら 転落 し * 急 W し 

た リン ナ は 、 下 で 待ち 構え て いた も う 一 人 

の ナイ ト セ イ バ ー ズ 、 ネ ネ ・ ロ マ ノ ー ヴ ァ 

に よっ て 救 わ れ た 。 翌 日 、 会 社 で ケイ ン に 

昨晩 の お 礼 の パン チ を 見 舞う リン ナ 。 そ の fE を ATUKEING 

晩 、 ラ イブ ハウ ス “ホッ トレ ッ グ ス " の 裏 

ロ で プリ ス を 待ち も 、 リ ン ナ は 彼女 に ずっ と 

自分 の 中 に あっ た 思い を ぶつ けた 。「 私 も や 

り た い の 、 ナ イト セイ バー ズ /」 し か し 、 

プリ ス は 無言 で バイ ク に また が り 、 彼 女 を 

置い て 走り 去る の だ っ た 。 


賠 ケ イン に 脚 を 撫で られ 、 む っ と する リン ナ 


岡 反 対 側 の 壁 に 非常 口 を 見 つけ 、 扉 めがけ て 走り 出す リン ナ 


著 輝 げ る リン ナ を 追い か ける マッ ドブ ー マ Nd 囲 ブー マ の コア が 、 突 然 マッ ド 


wm 


岡 突如 、 リ ン ナ と ケイ ン の いる エス ニッ ク バ 3 トコ 
隊 「 な ん で 、 わ た し 狙う の よ ぉ /」 ー の 壁 を 突き 破っ て 現れ る マッ ドブ ー マ / | mi 。 ドー ル に 、 一 人 位 む シリ ア 


陣 モ バイ ル ピ ッ ト で ナイ ト セ イ バ ー ズ (以下 K) の 指揮 を 取る シリ ア ー 隊 先 を 越 さ れ ま いと 、 レ オン 達 も 急ぐ 國 入 浴 中 だ っ た ネネ も 、 大 慌て で 飛び 出す 
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IF 眉 ITIImIW 


リン ナ は ソレ に 追わ れ 、 プ リス と ネネ が 

ソレ を 追う 。 そ し て 、 部 り と 憎しみ の 眼 

で ソレ を 見 つめ る シリ ア 。 マ ッ ド ブー マ 。 

ジー | 人 間 が 、 そ の 恩恵 を 受け な が ら も 忌み 

『 _ 画 う 存 在 …… ブ ー マ ニ 亜人 の 変異 し た 次 。 


絞 翌 日 、 


/ 


岡 「 今 ( どり シナ 


固 「 こ れ が お 礼 だ / 」。 ケ イン に パン チ 省 裂 / 國 昼 間 の プリ ス と 同じ ジェ スチ ャ ー に … 囲 闇 に 浮か ぶ 、 ハ ー ド スー ツ の 姿 の プリ ス 國 階 段 を 壊さ れ 、 宙 吊り に な っ て し まう リン ナ 
| 較 団 絶 体 絶命 / リン ナ の 悲 鳴 が 狼 く 


較 リ ン ナ に 下 へ 飛び 降り ろ こ 指示 を 出す プリ ス 


訪れ る リン ナ 。「 私 も や やりたい の 、 ナ イト セイ バー ズ / 」。 し か し 、 当 の プリ ス は … 


編 


國 ブ ー マ が リン ナ に 襲い 掛か ろう と し た 瞬間 、 空 か ら プ リス が / 


SS 


の . 例 。 の る 
較 去 っ て 行く プリ ス を 昭 み つけ る リン ナ 団 落 下す る リン ナ を ネネ が キャ ッ チ 賠 見 下る ろ せ ば も 


人 問 BUBBIEGU ル CR/S/S 


Fradlle 


マッ ドブ ー マ 処 理 の 仕事 を 奪う ナイ ト セ イ バ ー ズ に 対し 、 確 固 太る 対策 の 取れ な い 
AD ポリ ス 。 フ ロン ター の レオ ン ・ マ クニ コル と デイ リー・ 2 キン も カイ ト セ イ / 
ー ズ の 存在 と 上 層 部 の 対応 に 不満 を 募ら サ せ て いた 。 その頃" リン ナ は 先日 の マッ ド プ 
ー マ 事 件 が 報道 され な い 事 に 疑問 を 抱き 、 情 報 を 得 よう と 会 社 の コン ピュ ー タ か ら A 
D ポ リス の サー バ へ 侵入 を 試み る 。 し か し ナイ ト セ イ バ ー ズ の 一 員 で あり な が ら 、 情 
報 局 オペ レー タ で も ある ネネ に よっ て あえ な く 妨 害さ れ て し まっ た 。 そ の 和 夜 、 バ ンド 
練習 中 の プリ ス の 元 へ 押し か け 、 も う 一 度 ナ イト セイ バー ズ を 志願 する リン ナ 。 し か 
し プリ ス は それ を 軽く 受け 流し 、 ま た も や バイ ク で 走り 去っ て し まう 。 だ が 今度 は リ 
ン ナ も スク ー タ ー で 懸命 に 追跡 。 や が て プリ ス が 見 知ら ぬ 女 性 と 一 緒 に 街 の プティ ッ 
ク バ シルキー ドー ル ′ に いる の を 発見 する 。 自 分 を 招く か の 様 に 開か れ た 扉 か ら 店 内 


に 入り 、 試 着 室 に 隠さ れ た エレ ベー ター で と 
地下 に 降り る リン ナ 。 す る と そこ に は プリ /。 
ス と ネネ 、 そ し て 先程 の 女性 シリ ア ・ ス テ 

ィング レイ が 待っ て いた 。 こ の ブティック 

こそ 、 ナ イト セイ バー ズ の 秘密 基地 だ っ た 

の だ 。 彼 女 達 を 前 に ナイ ト セ イ バ ー ズ に な 

り た いと 訴え る リン ナ 。 そ の 言葉 に 微笑 む 

ナイ ト セ イ バ ー ズ リー ダー の シリ ア に 促さ 
ュー ーー 議 れ 、 リ ン ナ は アク ショ ン レ コー ダー に よっ 

9 ーー 上 て 戦闘 の 疑似 体験 を する 。 し か し 、 そ の 予 

| 想 以 上 の 激 し さ に 憎 然 と する の だ っ た 。 


還 室内 ブー ル で 


一 板 を 飛ば す へ リロ フロ ンタ ー チ ー フ 、 ニ ッ ク 


回 「 な ん で 俺 を 、 ち ゃ ん 付け で 呼ぶ う 」 


還 リ ン ナ は 、 事 件 の 衝撃 が 忘れ られ な い 困 へ AD ポリ ス は ハー ドス ー ツ を 分 析 
ニ ュー ス を 見 る リン ナ に 、「 減 点 対象 で す 」 回 会 議 に 出席 し て いる レオ ン と デイ リー 


陣 シ リア を 心配 する 、 忠 実 な る 執事 メイ シオ 


レー | ンー 


アー プー アア 
田 サ ー バ に 侵入 し た リン ナ に 気づく ネネ 


\ 


困 ' お っ は よー、 レ 
オン ちゃ ー ん / Jo 朝 か 
ら 元 気 一 杯 の ネネ 


「 タ ワー の 馬鹿 者 ども が っ /」 


BUBBLEGUMI CR4S/S ス り 


TTFlirlhiul 


太 へ AD ポリ ス の 戦闘 を ビル の 上 か ら 見 下ろ す 


回 一 筐 シク ロイ ツ 


昌 


憧れ の メガ ロ シ テ ィ の 間 を 駆け 抜け る 、 
憧れ の ナイ ト セ イ バ ー ズ 。 憧れ を 憧れ だ 
け で 終わ ら せ た く な い / そん な リン ナ 
の 一 達 な 思い が 、 彼 女 を ナイ ト セ イ バ ー 
スズ ス の アジ ト ・ シ ルキ ー ド ー ル へ と 誘う 。 


副 社長 メイ スン 


3 


囲 泣き ながら 、 何 度 も 拳 を 叩き 付け る 岡 ホ ッ ト レ ッ グ ス で 熱唱 する プリ ス 


NN 


較 マ ッ ド ブー マ の コア を 揚 り 潰す / 団 ア クシ ョ ン レ コー ダー が 再生 され る 


EoF 
Case 0084 


賠 初 め て 体験 し た 戦闘 の あま り の 激 し さ に 、 身 体 の 震え が 止ま ら な い リ ン ナ 剛 . や っ て きた リン ナ を 吟味 する シリ ア 
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田 イ ラス トレ ーション 


Keep Me Hanging On 


ネネ が ナイ ト セ イ バ ー ズ だ と も 知ら ず 、 頼 み 込 ん で AD ポ 

イ バ ー ズ の 事 を 調べ よう と する レオ ン 。 し か し 、 ネ ネ の 機転 に 
敗 に 終わ る 。 その頃 、 地 下 ピ ッ ト で は 整備 工 の ナイ ジェ ル ・ カ ー ク 

に 新しい ハー ドス ー ツ の 制作 を 開始 し て いた 。 し か し 、 当 の リン ナ は 先日 の アク ショ 
ン レ コー ダー に よる 疑似 体験 の あま り の 激 し さ に 、 ナ イト セイ バー ズ と し て 戦う 事 へ 
の 自信 を 失い か け て いた 。 相談 する た め に ネネ の 仕事 が 終わ る の を 待ち ぶせ し 、 カ フ 
ェ へ と 入る 二 人 。 す る と そこ で 、 ウ ェ イ トレ ス の ブー マ に 難癖 を つけ る 客 に 遭遇 。 そ 
の 態度 に 腹 を 立て た リン ナ は 、 男 を や り 込 め て し まう 。 店 を 出 て 、 自 分 の 心境 を ネネ 
に 打ち 明け る リン ナ 。 そ ん な 彼女 に 、 ネ ネ は 自信 が 無い な ら や め ろ と いい つつ も 、 一 
緒 に 頑張 ろう と 励ま し て くれ る 。 その 言葉 に や る 気 を 取り 戻し た リン ナ は 、 ネ ネ と 固 
い 握 手 を 交わ す の だ っ た 。 その 後 二 人 で シ 
ルキ ー ド ー ル へ 行く と 、 丁 度 リ ン ナ の ハー 

ドス ー ツ が 完成 し た と ころ だ っ た 。 早 速 試 な - づ 
着 し 、 そ の 軽 さ に 驚き 、 そ し て 喜ぶ リン ナ 。 
一 方 、 カ フェ で は 先程 の ウェ イト レス が マ 

ッ ド ブー マ 化 し て いた 。 そ こ に 偶然 通り か 
か っ た プリ ス は 、 ハ ー ド スー ツ 無 し で 単身 

ブーマ に 挑み か か る 。 マ ッ ド プ ブーマ て 出現 の 
連絡 を 受け た シリ ア は 、 す ぐに 出撃 で き な 

い プ リス の 代わ り に 、 リ ン ナ に ネネ と の 出 
動 を 命じ る の だ っ た 。 


リン ナ 用 の ハー ドス ー ツ の 制作 を 始め る 回 納得 し て スナ ッ ク を 返す レオ ン に … 


王 


陳 カフ ェ に 入る 二 人 。 大 き な 音 に 振り 向く と … 回 ご っ と 奪い 返し 、「 卑 者 お っ /」 
ve | Py 


理 不 尽 な 客 に 、 た だ 謝る ウェ イト レス ブー マ 


疑 似 体験 が 忘れ られ ず 、 自 分 の 手 を みつ め る 
ーー N 


プリ ス に 気に入ら れ 、 シ リア に 認め られ 
た リン ナ 。 そ ん な リン ナ を 爽やか に 迎え 
入れ る ネネ 。 いび ぴ び つ な 心 を 持っ た 乙女 達 


は いび つ な 挨 拶 を 交わ し 、 …… そ し て 、 
ナイ ト セ イ バ ー ズ は 4 人 に な っ た 。 


胃 ナ イジ ェ ル の バイ クシ ョ ッ プ を 訪れ る プリ ス 。 リ ン ナ 用 の ハー ドス ー ツ の 制作 を 告げ る 
レア N 


「 こ の 変態 野郎 」。 男 に 食っ て か か る リン ナ 


。 _ ーー 田 "私 … や る /」。 ネ ネ の 励ま し に K ら と し て 戦う MM 
で | 、 事 を 決意 する リン ナ 。 差 し 出さ れ た ネネ の 右手 を 揚 交 議 ーー ンカ 7 パー 
り 返 す 。「 が ん ば ろ /」 本 「 ち ゃ ん 付け で 呼ぶ な 」 と 、 レ オン に スナ ッ ク を 取り 上 げ ら れ 、「 レ オン さま ぁ ー」 て と 哀願 する ネネ 


BUBPBLEGU ル 1 CR/S/S 


ー 


FLI 四 THRIT 


較 リ ン ナ 達 より 先 に 現場 に 到着 する レオ ン 


団 マ ッ ド ブー マ が プリ ス の 存在 に 気付 いた 


感 対 時 する プリ ス 。 ブ ー マ を 昭 みつ ける 


BUBBLEGU ル CR/S/S 


連絡 が 入る 


1 
| 
[ 


| 1 W | | 
( 軸 a M | 
務 イ ン ナ ー ス ー ツ に 着替え る リン ナ 


〆 ノノ 


則 「 リ ン ナ の ハー ドス ー 


ツ 出 来 て る か も よ /」 


N ア / 
衣服 の 乱れ を 直す 


の @ リ / 


較 「 も う 一 人 、 い る で し ょ 」 纏 ハ バー ドス ー ツ の 冷た さ を 感じ な が ら 装着 する 


陣 完 成 し た リン ナ の ハー ドス ー ツ 。 そ の 出来 栄 
了 初 め て 着る ハー ドス ー ツ の 感触 を 確か め る リン ナ 。 自在 に 動く 指 に 驚き 、 そ し て 大 喜び する え に 「 な に これ や ずる 一 い /」 と 不満 の ネネ 


Machine Head 


生身 の まま マッ ドブ ー マ と 対 詩 し た プリ ス だ っ た が 、 さ 3 

は どう する 事 も で きず に いた 。 そ こ へ AD ポリ ス の レオ ン と デイ リー が 季 

け て リン ナ と ネネ も 到着 する 。 その 隙 に 店 外 で 待つ シリ ア の トト レー ラー 移動 

バイ ルビ ピッ ト ” へ と 走る プリ ス 。 初 出動 に 張り 切っ て 戦い 、 初 め て の 実戦 と は 思え な 
い 活 躍 で マッ ドブ プー マ を 追い つめ る リン ナ 。 だ が し か し 、 バ パ バッテリー メタ ル が 切れ て 
行動 不能 に 陥っ て し まっ た 。 急激 に 重く な る ハー ドス ー ツ 。 身 動き で き な く な っ た リ 
ン ナ は マッ ドブ プー マ に 捕まっ て し まう 。 こ の まま で は ハー ドス ー ツ が 自動 的 に リン ナ 
を 開放 し て し まう 。 も し そう な れ ば リン ナ の 命 が 危 な い 。 そこ へ 危機 一 発 で ハー ドス 
ー ツ に 着替え た プリ ス が 駆け つけ 、 マ ッ ド ブー マ を 破壊 し て リン ナ を 助け 出し た 。 遅 
れ て 突入 し た AD ポリ ス の 目 を 霞 め 、 モ バイ ル ピ ッ ト へ と 戻っ た 三 人 だ っ た が 

ナ は 疲労 困 信 で 動く 事 も で き な い 。 シ リア の 53522 の ozaegi 

と ネネ は リン ナ の 善戦 を 讃え る が 、 プ リス 壮 放 親 

は 素人 と 組み た く な いと 言い 放ち 、 出 て 行 製 

っ て し まう 。 翌 日 、 プ リス の 住む トレ ー ラ 環 

ー ハ ウス を 尋ね 、 プ リス より も 強く な る 事 各 

を 響 う リン ナ 。 そ し て 、 身 体 を 鍛え る た め 『 

に 、 一 人 スポ ー ツ ジム へ と 通い 始め る の だ 人 

っ た 。 その 夜 、 外 区 の と ある 工場 の 作業 用 

プーマ に 近づく 謎 の 男 達 が いた 。 彼ら の 手 』 

に は マッ ドブ ー マ か ら 取 り 出 し た コア が 所 ! 


馬 初 め て の 実戦 に 、 気 合い を 込め る リン ナ だ が 


回 「 リ ン ナ 、 よ く が ん ば っ た わ 」。 リ ン ナ の 活 
躍 に 微笑 みか ける シリ ア 。 だ が プリ ス は … 


マン 
いい / 
に 4 グ 
共に サン ドイ ッ チ に 噛 り つ 


陣 し か し 、 二 年 の ブラ ンク は 大 きか っ た 加 リ ン ナ は 決意 と く 5 


き 


陣 学 生 時 代 、 陸 上 部 で の リン ナ の 勇次 
- 


「 半 分 食べ る P」 回 大 機 一 発 / 拳 を 振り 下ろ す プ リス 


的 


いい) 了 』 プ の SN 
ブ ー マ に 近づく 謎 の 男 た ち 。 そ の 手 に は … 陣 一 人 、 も の 思い に ふけ る レオ ン 


か こっ 


訪ね て きた リン ナ に 、 


BUBB/EGU ル | CR/S/S 


FiiL 思 immm 


ニー ドル ガン 連続 発射 / 


父 の 研究 所 を 見 下ろ す 、 幼 き 日 の シリ ア と 母 


4 ONWW 


幼 容 如 K へ 攻撃 を 始め る AD ポリ ス 陣 リ ン ナ の ブレ ー ド カッ ター か が 触手 を 切り 裂く 
、 6 陣 K ス ー ツ の 砲撃 に よっ て 足場 を 月 され 、 笛 に 投 
げ 出 され る リン ナ 。 ス ラス ター を 使っ て 体勢 を 立て 
直 そ うと する が 、 空 し く 闇 の 底 へ と 落ち て 行く 


La パ 


4 詳 BUBBLECUW CR/S/S 


EPISODE. 症 際 
Rough And Ready 


工場 に 現れ た 男 た ち は 、 ゲ ノム 副 社 長 ブ ライ アン ・ J ・ メ スン 輩 則 の 者 達 で あっ 
た 。 彼 ら の 持っ て いた コア は 、 以 前 マッ ド 化 し た ブー マ か ら 取 功 由 た 物 ' で あり 、 正 
常 な コア と それ を 交換 され た 作業 用 ブー マ は 、 マ ッ ド 化し て 工場 で 暴れ 始め る 。 AD 
ポリ ス は 総力 戦 の 体勢 を 取り 、 重 火器 装備 の パワ ー ド スー ツ “~K スーツ" を 投入 し て 
工場 に 突入 。 し か し 、 工 場 の 機械 と 融合 し た 上 、 動 力 用 電流 を 吸収 し て 強力 に な っ て 
いく マッ ドブ ー マ に は まっ た く 歯 が 立た た な い 。 さ ら に 、 マ ッ ド ブー マ は K スーツ さ 
えも 取り 込み 肥大 化し よう と する 。 そ の 様子 を 物陰 か ら 有 事 う ナイ ト セ イ バ パー ス 達 。 ネ 
ネ は 一 人 配電 室 へ と 向かい 、 配 線 を 組み 変え て 逆 位相 の 電力 を 流し 、 マ ッ ド ブー マ を 
弦 体 化 さ せる 事 に 成功 。 そ し て プリ ス 、 ネ ネ と の 連携 攻撃 に より 、 リ ン ナ は 初め て 自 
分 の 手 で コア を 握り 潰し マッ ドブ ー マ を 倒し た 。 バ ッ テ リ ー メ タル は 残り 少な く 、 そ 
の 場 を 立ち 去 ろ うと する ナイ ト セ イ バ ー ズ | 
達 だ っ た が 、 突 如 A D ポ リス が 彼女 達 に 攻 

撃 を 始め た 。 今 回 の A D ポ リス の 出動 の 真 

の 目的 は 、 ナ イト セイ バー ズ の 捕獲 に あっ 。 

た 。 そ し て それ は メイ スン と ゲノム 会 長 ク 

イン シー・ ロ ー ゼ ンク ロイ ツ の 狙い だ っ た 

の だ 。 飛び 交 う 銃弾 の 中 、 急 いで その 場 を 

離脱 し よう と する プリ ス 達 。 し か し 着地 し 

た 足場 を 破壊 され た リン ナ が 体勢 を 崩し 、 

AD ポリ ス の 包囲 の 真っ た だ 中 へ と 落下 し 


回 へ D ポ リス の 戦闘 を 高み の 見 物 一 こ と あ る 工場 の 作業 用 ブー マ が マッ ド 化 し た 
内 「 プ リス 、 遅 ー い 」 と ネネ 。 マ ッ ド ブー マ 出 現 
の 知ら せ を 受け て 、 シ ルキ ー ド ー ル 地下 ピッ ト へ と 
集合 し た KB メ ン バ ー 


、 ] 
同 > ) ヽ 
回 総力 戦 体制 の へ A ロ ポリ ス に 呆れ 気味 の レオ ン 


NN、 | 通 M 


ネネ の 働き に より 、 弱 体 化す る マッ ドブ ー マ 固 出 撃 直 前 、 プ リス を 呼び 止め る リン ナ 


白銀 の ハー ドス ー ツ に 身 を 包ん だ シリ ア 


陣 し か し 上 司 が っ た 後 で 。「 い つか 条 回 撃ち 落と され た リン ナ 達 に 駆け 寄る プリ ス 。 だ が その 背後 か ら ハ リポ リス の 攻撃 が / 


Get It Or 


一 人 は で ぐれ て し まっ た 上 、 バ ッ テ リ ー メ タル 切 れ で 逃げ る 事 の 出来 な W リ ジン ナ は に 、 
AD ポリ ス の K スー ツ が 襲い か か る 。 ナ イト セイ バー ズ に 敵意 を 着き 出 に L、 容 示 
無い 攻撃 を ぶつ ける A D ポ リス 。 危機 一 発 の リン ナ を プリ ス が 救い 、 舎 基 し た 三 人 は 
な ん と か 脱出 を 試み る が 、 工 場 の 外 に は 圧倒 的 な 数 の A D ポ リス が 待ち か まえ て いた 。 
プリ ス は 一 人 で も 戦 お うと する が 、 す で に マッ ドブ プーマ と の 戦闘 に よっ て 彼女 の バッ 
テリ ー メ タル も 底 を 尽き て いる 。 AD ポリ ス の 攻撃 に 傷つく ナイ ト セ イ バ ー ズ に 包囲 
網 が 迫る 。 その 時 、 ハ ー ド スー ツ に 身 を 包ん だ シリ ア が 交 爽 と 現れ 、 両 者 の 間 に 割 っ 
て 入っ た 。 腕 の プレ ー ド を 一 関 さ せ 、K スー ツ の 装甲 を 切り 裂く シリ ア 。 応戦 に 出る 
人 丁度 その 時 、 ブ ー マ の 暴れ 回 っ た 工場 で 爆発 が 起こ り 、 そ の 隙 

プリ ス 達 は その 場 か ら 脱出 する の だ っ た 。 数 日 後 、 シリ ア の 元 に 彼女 の 弟 と 名 乗 
人 マッ キー・ ス ティ ング レイ が 訪ね 上 
て きた 。 執事 の メイ シオ は 、 シ リア に 弟 な 
どい な いと 困惑 する が 、 シ リア は 笑顔 で マ 
ッ キ ー を 迎え 入れ る 。 そ うし て シリ ア と 共 
に 生活 を 送る 事 と な っ た マッ キー だ っ た が 、 
ある 晩 、 地 下 ピ ッ ト の マシ ン ル ー ム を 見 つ 
け 、 ハ ー ド スー ツ を 整備 する ナイ ジェ ル に 

会 う 。 そ の 腕 に 感激 し た マッ キー は 部 屋 
の 片隅 で 作業 を 見 守り 続け 、 初 め は 無視 し 
IiG い だ イル ジェル お も 四 つの は 彼 に メン ジテ 
ナン ス を 手伝わ せる 事 に する 。 


全て に 恵まれ た ナイ ト セ イ バ ー ズ の リー 
ダー、 シ リア 。 し か し 、 そ の 過去 だ け は 
謎 に 包ま れ て いた 。 そ ん な ある 日 、 一 人 
の 少年 が 彼女 を 訪ね て シル キー ドー ル へ 
マッ キー…… シ リア の 弟 


や っ て 来 た 。 


、 来 宮 を 告げ ける メイ シオ 


岬 挑み か か ろう と する K ス ー ツ の 装甲 を 、 シ リア は 腕 の ソー ド で た や すく 斬り 落と す / 


因 脱 天 に 一 人 K ス ー ツ を 倒し 、 リ ン ナ を 救う 


回 へ D ポ リス に 完全 に 包囲 され て し まう KK 回 「 早 く 帰 ろう 、 ね 」。 リ ン ナ を 救出 し た が … 
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FL tm 


こ 


陣 シ リア は マッ キー を 迎え 入れ る 
WP 上 


類 を 寄せ る メイ スン 


/ 


「 ピ ンク ね ぇ ー」。 


2 SO 
「 こ ら ぁ / ちょ っ と 待ち な さ 一 い /」 


の 仲間 達 と 練習 中 の プリ ス 較 命 令 一 つ で 喜 怒 哀楽 さえ も 変え る 秘書 ブー マ 


較 そ の 様子 に 、 呆 れ 顔 の ナイ ジェ ル 絢 ハ ー ド スー ツ の 調整 の 為 に 来 て いた プリ ス 達 紗 セ キリ ア 
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Look At Yourself 


大 西洋 の 深海 に 建設 され た 高圧 力 下 用 ブー マ 実 験 施設 か ら 、 一 体 の アー アマ が 消え た 。 
その ブー マ と は 地球 外 惑 星 で の 使用 を 目的 と し て 開発 され た 、 自 局 判 断 機能 の 無い リ 
モー トス レイ ヴ プ ブー マ 、 通 称 ^ モ ー ト “。 操縦 者 は 技術 者 ビル ・ フ ー ド バー グ で ある 。 
モー ト が 消え た の は ビル が 妻 の エレ ン と の 通信 で 、 彼 女 の 浮気 を 知っ た 直後 で あっ た 。 
それ か ら 一 ヶ月 後 、 消 えて いた モー ト が 突如 東京 へ 現れ る 。 大 西洋 か ら 稀 々 海 を 渡っ 
て 街 へ と 上 陸 し た モー ト は 、 エ レン の 待つ 家 へ と 向かっ て いた 。 そし て 長い 道 乗り の 
末 つ い に ノ ー ド バー グ 家 へ と 辿り 着く が 、 そ こ に は 浮気 相手 と 戯れ る エレ ン の 姿 が あ 
っ た 。 そこ へ 待ち か まえ て いた AD ポリ ス が モー ト を 包囲 。 し か し モー ト は AD ポリ 
ス の 包囲 を 突破 し 、 ハ イ ウ ェ イ で つい に マッ ド 化 を 始め る 。 レ オン と デイ リー は 、 ど 
こ か で 操縦 し て いる は ず の ビル を 探し 出 そ う と する が 、 実 験 施設 の 記録 映像 か ら 彼 は 
ー ヶ 月 前 に 事故 で 死亡 し て いる 事 が 判明 。 
モー ト は 死 の 直前 の ビル の 記憶 を 取り 込み 、 
自生 動 GU0 だ の 7 だ lc= 記 SR ドー 
ツ の メン テ ナ ン ス の 終わ っ て いな い リ ン ナ 
を 残し 、 プ リス と ネネ が 出撃 。 だ が プリ ス 
の ハー ドス ー ツ も まだ 不 完全 で 、 戦 闘 中 に 
右腕 が 動か な く な っ て し まう 。 マ ッ キ ー の 


機転 で ビン チ を 切り 抜け な ん と か モー ト 
を 破壊 する プリ ス 。 そ し て 、 レ オン 達 か ら 
夫 の 愛情 の 深 さ を 知ら され た エレ ン は 、 モ 


ー ト の 残骸 を 前 に 泣き 明 れ る の だ っ た 。 


了 細 一 ヶ月 前 、 ビ ル は 事故 死 し て いた …『 ハー ドス ー ン 整備 中 で 、 リ ン ナ は 出撃 不能 


「 4 。 時 / MV 1 
障 腕 の 再起 動 法 を プリ ス に 伝え る マッ キー 陣 プ リス は 右腕 に 違和感 を 感じ る の だ が … 回 消え た 青 ジ シリア に (伝え ( 馬 モ ー ト の 操 紅 才 (リフ レク ター)、 ビ ル 


g モ ー ト の 姿 に 、 夫 の 帰宅 を 知る エレ ン 


幼 ビ ル の 愛情 を 


陣 だ が 、 ビ ル は も う 帰 っ て は 来 な い … 陣 モ ー ト に 反撃 され 、 押 し つぶ され て し まう 還 メ ン テ ナ ンス の 終了 し た ハー ドス ー ツ を 着る ネネ 。 そ の 力 は 、 以 前 より も パワ ー ア ッ プ 
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IFLLLLI 四 ITIIRIm 


ス 


陣 ホ ッ ト レ ッ グ ス に 集まっ た 仲間 達 


陣 店 の 片隅 に 、 レ オン の 姿 を 見 つけ る プリ ス 


3】』 
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どく 
回 プリ ス に 彼氏 の いな い の は 、 女 好き だ か ら や 


Mb 


後 の プ リス に 、 よ う や く 連 絡 が つく 


火 


EPISODE。 1 
Fire Bll 


今夜 も また 、 大 勢 の ファ ン が 「 セ キリ ア ,」 の 演奏 を 、 そ し て ガリ 角 の 歌声 を 聴 $@ 為 
に 、 ラ イブ ハウ ス “ホッ トレ ッ グ ス ” に 集まっ て くる 。「 あ な た に 老 許 責 の @WN9 事 
は ? 」。」 イ ンタ ビュ アー の 質問 に プリ ス は 答え る 。「 あ た し が 今 こ こ に いで 、 生き て い 
る っ て いう 事 を 確認 する 事 」 だ と …… 

湾岸 道路 に 超 高速 度 で 疾走 する マッ ドブ ー マ が 現れ た 。 一般 車 を 蹴 散 らし な が ら 暴 
走 を 続け 、A D ポ リス の 車両 で は その スピ ー ド に 追い つく 事 す ら 出 来 な い 。 ラ イブ 中 
の プリ ス と 連絡 が 取れ ず 、 ネ ネ と リン ナ だ けが か 出撃 。 二 人 は マッ ドブ ー マ を 追い 上 げ 
て 、 動 き を 止め よう と 攻撃 する が 通じ ず 、 ブ ー マ は 疾走 を 続け る 。 その 頃 、 シ リア に 
ナイ ジェ ル の 制作 し て いた プリ ス 用 の 高 性 能 バ イク “モト スレ イブ" が 完成 し た と 通 
信 が 入る 。 遅れ て 到着 し た プリ ス が 、 こ の 新兵 器 で 発進 。 ス ピー ド を 上 げ て 真正 面 か 
ら マ ッ ド ブー マ と ぶつ か り 合 う が 、 一 撃 目 
は 失敗 。 反転 し て 追い すがり 、 澤 身 の 一 撃 
を 叩き 込ん だ 。 コ ア を 破壊 され た マッ ドブ 
ー マ は 、 防 護 壁 を 突き 破っ て 海 へ と 落下 す 
る の だ っ た 。 戦 い の 後 、 一 人 ホッ トレ ッ グ 
ス へ と 戻っ た プリ ス は 、 誰 も いな い ス テー 
ジ で 歌 を ロロ ず さ む 。 す る と そこ に 、 小 さ な 
拍手 が 客席 か ら 聞 こえ て きた 。 見 れ ば リン 
ナ 、 ネ ネ 、 マ ッ キ ー、 そ し て 壁際 に は レオ 
ン の 姿 が 。 プ リス は 薄く 微笑 むと 、 リ ズム 
を 取っ て 歌い 始め た 。 


軸 プ リス も 呼ん だ が 、 や は り 来 な か っ た 困 風 を 切っ て 走る プリ ス の バイ ク 


ネネ の 攻撃 / だ が 、 ブ ー マ に は 通じ な い 


細 | 芽 I 上 | 


科 


一 イ ラス トレ ーション : 百瀬 恵 : 遠藤 奈緒 の 育 景 : アト リエ むさ 


スレ ミア 写真 伺 
ーッ 用 ーー 
素顔 の ナイ セイ バー ス ① 


ナ ・ ヤ マ ザ 千 編 


ソル 


故郷 の 熊本 か ら 就 職 の た め に 上 京 し た リン ナ 。 入社 初 日 の トラ 
プル を 見 て も 分 か る よう に 彼女 の 人 生 は 波 潮 に 満ち て いる 。 本 
人 も ろく な 運勢 じゃ な いと 独白 し て いる が 、 明 る く 物 お じ し な 
い 性 格 の た め 、 お 宝 写真 も 健康 的 な も の が 多く 集まっ た 。 


っ へ 
EEIEIEEIIIEIEIIIIE つと へ シ 


超 お 下り リル ナ の 有 動 - 


人 プリ ス に 負け じ こ 身体 を 鍛え る リン ナ 。 学 生 時 代 を 思 
っ て 自主 トレ に 励む が 、 ブ ラン ク は 大 きか っ た 


條 “大 運動 会 "し て る 写真 。 リ ン ナ も コス モ 條 バー の 高 さ は 不明 だ が 、 見 事 に クリ アー す 
ビュ ー テ ィ ー を 目指 し て いた の だ ろう か " る 瞬間 の ベス トシ ョ ッ ト …… だ と 思う 


頭 じ 洒 。W 
| 
シ 


下 (Tr す で E 付 距 丁 痢 殖 へ で 中 


『 


ー 
ーー 


G の ひど n で 導 中 EE 


夷 半 沙 琴 。 注 山中 本 ③ 寺 愉 時 性 


條 達成 感 の 伝わっ て 来る 笑顔 。 リ ン ナ に と っ 條 砂 が ジ ヤ マ …… じゃ な くっ て 、 こ の 姿勢 で 條 陸上 で 鍛え た 足 に は 自信 が ある 。 お か げ で 
て 素晴らし い 時 代 だ っ た に 違い な い は 良い 記録 は 望め ませ ん ゾ 、 ウ ン 太く な っ て し まっ た の が 悩み の タネ 


ささ 
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My Nation Underground 


この 半年 の 間 に 、 外 区 の 地下 道 で 配線 工事 用 の ブー マ が 原因 不 H 
う 事 件 が 多発 し て いた 。 一 連 の 事件 に 興味 を 持っ た メイ スン は 、 き 

件 を 隠 毅 。 シ リア も それ に 気付 き 、 そ の 場所 に 何 か が ある 事 を 

トー テム ポー ル で は 、 ネ ネ と プリ ス が 知り 合い だ と 知っ た レオ ン が 、 ネネ か ら プ リス 

の 事 を 聞き 出 そ も うと し て いた 。 そ の 様子 に 、 面 白 が っ て 二 人 を 付き 合わ せよ うと 計画 

する ネネ 。 し か し 、 ピ ッ ト で マッ キー に コン ピュ ー タ の 使い 方 を 教え て いる 際 に 、 彼 

女 は その 事 を つい シリ ア に 漏らし て し まう 。 相 手 の レ オン が A D ポ リス で ある と 知り 、 

激怒 する シリ ア 。「 自 覚 が 無い な ら や め て も ら う ね わ 。 足 手 ま と いな だ け だ し 」。 シ リア 
の 言葉 に すっ か り ス ネ て し まっ た ネネ は 、 マ ッ ド プ ブーマ 出現 の 知ら せ に も 反応 せ ず 、 

一 人 部 屋 の 角 で うず くま る 。 心配 する リン ナ に 、 シ リア は 一 言 放っ て お け と 言い 放つ 。 
3 人 で 出動 し た も の の 、 自 分 の 力 を 見 せよ 

うと する ネネ は 、 連 携 を 無視 し て 勝手 に 攻 

撃 、 コ ア を 破壊 し よう と し て いた プリ ス の 

邪魔 を CN う 。 攻撃 を か わし た マッ ド 

プーマ が 、 ア ー ム を 伸ばし て ネネ を 捕らえ 

る 。 0 和 突如 マッ ドブ プ ブーマ の 足元 が 月 諸 

れ 、 地 中 か ら 見 た こと も な い 謎 の 巨大 生物 | 

が 姿 を 現し た 。 驚く 、 ナ イト セイ バー ズ と レ 

オン 達 を よそ に 、 怪 生物 は その 触手 で 捕 ら 

えた マッ ドブ プーマ を 、 巨 大 な 顎 で 食らい は 

じ め る の だ っ た 。 


シリ ア に 、 プ リス と レオ ン の 事 を 話し て し まう 


陣 「 放 っ て お き な さ い 」。 シ リア の 冷た い 一 言 


限 「 あ た し だ っ て /」。 怒り を ゲー ム に ぶつ ける シリ ア の 言葉 に ネネ は いじ け て し まう 


陣 マ ッ ド ブー マ の 背後 か ら 飛 び か か る プリ ス 


2 


回 「 嘘 お ち 、AD ポ リス の 人 7?」。 ネ ネ の 話 に 心配 する リン ナ 


リラ トコ 


落 ち 込ん で いる ネネ を 、 二 人 は 心配 する が … 還 これ は 事件 だ /」。 プ リス が レオ ン を 誘っ た と 聞き 、 興 味 津々 の ネネ 
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I 


陣 シ リア が 見 る 幻 。 幼 い 彼 女 が 見 上 げ る 先 に は 


陣 彼 女 に と っ て 大 き な 存 在 で ある 、 父 の 影 


陣 妃 か ら 目覚 め た シリ 


ア 。 振り 返る と そこ に … 


回 怪物 へ 向かっ て いく プリ ス と リン ナ 


細 二 人 の 危機 に シリ ア が 駆け つけ た / 


| 
いり 


陣 「 は い 、 チ ー ズ / 」。 む くれ る プリ ス を 笑わ せる ネネ 。 二 人 の 間 の わだかまり も 消え た 


Woke Up With A Mc 


巨大 生物 は 、 遅れ て 到着 し た AD ポリ ス の ラ 
て いっ た 。 翌日 、 怪 物 の 捜索 打ち 切り に 門 り 心 

ッ ク ・ ロ ー ー ラ ンド と 衝突 。 だ が 、 怪 物 が ブー マ 
い 。 納得 行か か な かい レオ ン は 、 デイ リー と 地下 に 潜り 、 独自 に 捜索 し よう と 計画 する 。 

シル キー ドー ル を 訪れ た プリ ス は 、 シ リア に ネネ を 前 線 か ら 外せ と 忠告 する 。 し か 
し 、 昨 日 の ネネ へ の 態度 を 反省 し て いた シリ ア は 、 プリ ス に 一 つの 賭け を 申し 出 た 。 
次 の 仕事 で ネネ が ドジ を 踏め ば 、 プ リス の 言う 通り ネネ を 外す 。 し か し 、 ネ ネ が プリ 
ス 以上 の 活躍 を 見 せれ ば 、 プ リス は シリ ア の 言う 事 を 一 つ 聞 か な けれ ば いけ な い 。 そ 
ん な 事 は 有り 得 な いと 、 賭 け こ の る プリ ス 。 地 下 へ と 下り た レオ ン と デイ リー は ば 怪物 
を 発見 する が 、 逆 に 反撃 を 受け て 間 一 髪 を プリ ス 達 に 助け られ た 。 し か し プリ ス と リ 
ン ナ の 攻撃 も 怪物 に は 通じ ず 、 捕 まっ て し 
まっ た 。 怪物 の 放つ ブ プーマ を 騙 ら せる 振動 
波 に 、 シ リア は その 正体 が 過去 の ブー マ 研 
究 課程 で 誕生 し た ミュ ー タ ント で ある 事 に 
気づき 、 ハ ー ド スー ツ で 駆け つけ る 。 し か 
し シリ ア も 、 不 意 を 突 か れ て 振動 波 に や ら 
れ て し まっ た 。 こ の 危機 一 発 の 事態 を 打開 
し た の は 、 怪 物 の 騙 点 を 探し 出し た ネネ の 
一 撃 で あっ た 。 後日 、 シ ルキ ー ド ー ル に は 
賭け に 負け て ドレ ス ア ッ プ し た プリ ス と 、 
その 様子 に 笑い を 堪え る 一 同 の 姿 が あっ た 。 


Ke U 


馬 突 如 現れ ブー マ を 食らう 巨大 生物 に 驚く KG。 ネ ネ の ニー ドル ガン も 跳ね 返 ぐ れる 


回 プリ ス と の 賭け を 思い 立つ シリ ア 困 サ ー チ ライ ト を 浴び 、 逃 げ 出す 怪物 


| 居 1 


固 巨 大 生物 の 捜索 に 乗り 出す メイ スン 


訪 了 他 下 へ と 下り た レオ ン と デイ リー 


BUBBLECU ル CR/S/S 


IFILIILLI 古 還 LTIIIm 


陣 庭 に 出 て 二 人 で 話す リン ナ と マサ キ 


し 還 


陣 レ オン 達 に 残業 を 頼ま れ 、 む っ と する ネネ 
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0 


幼 リ ン ナ に も 、 ネ ネ か ら 呼 び 出し が 。 し か 


ミア 位 BUBBLEGU ル CR/S/S 


し 熊本 に いる 彼女 は 


出動 する 事 が 出来 な い … 


EPISODE. 還 軒 議 
Sheer Heart Attack 


その 夜 、 残 業 中 だ っ た リン ナ は マッ ドブ プーマ で 出現 の 知 居 世 を 受け て 、 ス クー ター を 
走ら せる が 、 現 場 に 到着 し た 時 に は 既に プリ ス と ネネ が 尼 Z ド デー マ を 倒 た 後 で あ 
っ た 。 帰 っ て いく プリ ス 達 を 、 リ ン ナ は 雑踏 の 中 か ら な 思い ' で 見 送る の だ っ た 。 
翌日 、 プ リス に 会 い に ナ イジ ェ ル の バイ ク 工 房 へ と や っ て きた リン ナ は 、 プ リス に し 
ば らく 東京 を 離れ る と 告げ て 実家 の 熊本 へ と 帰郷 する 。 久 々 の 我が家 で は 父 と 母 、 そ 
し て 法事 に 集まっ た 親戚 の 人 々 が リン ナ を 出迎え た 。 夜 も ふけ 、 縁 側 で くつ ろ ぐ リン 
ナ に 、 母 は 帰る の を 一 日 伸ばし 、 お 見 合い を し て 欲し いと 切り 出す 。 こ の 事態 を 予想 
し て いた リン ナ は 、 母 の 顔 を 立て て 見 合い を 受け る 事 に し た 。 渋々 見 合い の 席 へ と お 
も むい た リン ナ だ が 、 相 手 の 男 性 マサ キ を 見 て 顔 を 赤らめ て し まう 。 庭 で 二 人 き り に 
な る リン ナ と マサ キ 。 東京 で 見 つけ た “やりたい 事 ”。 し か し 、 自 分 の 思い ば か り が 空 
回 り し て 、 自 分 の 居場所 が わか ら な いと 明文 wwWwe 
音 を 吐く リン ナ 。 そ ん な 彼女 に マサ キ は 言 と 
う 。「 居 場所 っ て 、 開 け て 待っ て て くれ る も 「, 詞 
の だ ろう か ? 」。 そ の 言葉 に リン ナ は 一 脚 ハ | 
っ と な る の だ っ た 。 

一 方 その 頃 、 東 京 で は ビル 程 も ある 巨大 
な 軍用 ブー マ が マッ ド 化 し て 市 街 に 現れ 、 
暴走 を 始め て いた 。 ネ ネ か ら 連 絡 を 受け る 
リン ナ だ っ た が 、 熊 本 に いる と いう 事実 と 、| 
ナイ ト セ イ バ ー ズ と し て の 自信 の 喪失 か ら 、 

た め ら い を 見 せる の だ っ た 。 


思い を 引き ずっ た まま 、 故 郷 へ と 向かう 四 


に 拓 


回 帰っ て 行く プリ ス 達 を 見 上 げ る リン ナ 。 そ の 胸中 に は 、 複 雑 な 思い が … 


ap 


MM 帰っ て こき た リン ナ を 暖か く 迎 える 親戚 一 同 困 ゲ ノム 製 の パー ツ に 、 眉 を ひそ め る プリ ス 


| 財 還 還 還 計 = / 


Made in Japan 


街 に 現れ た 巨大 ブ プーマ は 、 国 防 省 所 有 の 軍用 機体 記 あ っ た 。 下層 部 か ら の 圧力 に よ 
っ て AD ポリ ス は 手 が 出 せ ず 、 国 防 省 は 自ら の 手 で 始末 を 付け よう と 同型 プー マ を 出 
撃 さ せる が 、 そ の 攻撃 は ブー マ の マッ ド 化 を 促進 きせ る だ け だ つた 。 さち に 狂 暴 化し 、 
軍用 ブー マ に 襲い か か る 巨大 マッ ドブ プ ブーマ 。 ナ イト セイ バー ズ も リン ナ は いま た 実家 、 
ネネ は オペ レー ター と し て の 仕事 の 為 、 プ リス 一 人 か 出撃 する 事 に 。 し か し その 巨大 
さ に コア を 潰し て 倒す 事 が で き な い 。 プ ブー マ の 仕様 を 公開 し よう と し な い 国 防 省 の サ 
ー バ に 、 ネ ネ は コン ピュ ー タ ウィ ルス を 打ち 込ん で 情報 を 得る 事 に 成功 。 だ が 、 プ リ 
ス は ハー ドス ー ツ の バッ テリ ー メ タル が 切れ 、 絶 体 絶命 に 陥っ て し まう 。 そ こ に 駆け 
つけ た の は 、 迷 い を 振り 切り 東京 へ 戻っ た リン ナ // 換え の バッ テリ ー メ タル に よっ 
て 復活 し た プリ ス は 、 ネ ネ の 情報 か ら 巨 大 ブー マ の 装甲 を こじ 開け 、 内 部 に 隠れ た ブ 
ー マ の コア を 破壊 。 つ い に 巨 大 ブー マ を 倒 
し た 。 そ の 夜 シ ルキ ー ド ー ル に 集まっ て 、 

団 缶 の 時 間 を 、 過 ご す プ リス 達 。 シ リア に 
故郷 の 様子 を 聞か れ 、「 今 は に っ ち が 家 だ か 
ら 」 と 答え る リン ナ 。 そ し て 、 ネ ネ と マッ 
キー の 間 に は 微妙 な 心 の 変化 が 生ま れ て い 
た 。 マ ッ キ ー を 意識 し 始め た ネネ は コン ピ 
ュー タ で ステ ィング レイ 家 を 検索 。 し か し 
そこ で 見 つけ た 十 年 前 の 写真 に 、 少 女 時 代 
の シリ ア と 並ん で 写っ て いた の は 、 現 在 と 
まっ た く 変 わら な い マ ッ キ ー の 姿 だ っ た 。 


陣 レ オン の 援護 攻撃 が プリ ス を 救う 


陣 対 戦車 ライ フル を か まえ る レオ ン 陣 振 り 返 る マッ キー。 そ こ に は … 


還 「 の Po NIME ソイ スタ マリ プー ー の 言葉 に 大 きく 作 く 困 情 報 局 の 仕事 に 追わ れ 、 ネ ネ は 出動 で き な い 
訪 巨大 マッ ドブ ー マ に 一 人 戦い を 挑む プリ ス 。 し 
か し 、 そ の 巨体 に は 攻撃 が まっ た く 効 か ず 、 コ ア の 
場所 を 特定 する 事 さ え で き な い 。 


則 全身 の 武器 で 、 一 斉 攻 撃 を 始め る ブー マ Go 0 回 上 層 部 の 圧力 で 攻撃 で きず 、 替 立つ レオ ン 


IMWv 了 
「 来 た あぁっ /」。 思わ ず 声 を 上 げ る ネネ 陣 ネ ネ は 国防 省 の ガー ド を 破り 、 サ ー バ に 侵入 回 シリ ア に 代わ り 、 サ ポー ト す る マッ キー 団 軍 用 フー ー マ の 攻撃 で 、 マツ ド 化 かさ ら に 進行 


BUBBLEGUA CR/S/S に ) 


FILLI 町 Ei 


圏 ク ズ イ の 報告 に 衝撃 を 受け る シリ ア 


/ 
頃 思 わす ず 飛 び 退 く 二 人 


岡 気まずい 空気 が 流 む る 陣 ナ オック ル ボム で ブー マ の 装甲 を ブチ 破る と … 


和 せ NM 才 に 』 | 6 1 
「 ち ょ っ と 待っ て / これ っ て いつ の 写真 よ ?『」。 ネ ネ が ネッ トワ ー ク 上 で 見 つけ た 一 枚 の 写真 … 較 シ ョ ッ プ に 帰っ た マッ キー が 見 た も の は … 岡内 部 に は 、 通 常 サ イズ の ブー マ が 


年 下 ひ の マッ キー に 心 ひ か れ て ゆく ネネ 。 
ネネ の 中 に 、 普 通 の 女の子 の 思い が 広 が 
っ て ゆく ……。 だ が 、 彼 女 の 天才 的 な 一 
面 が 、 開 け て は な ら な い 扉 を 開い て し ま 
っ た 。 ぞ れ は 、 マ ッ キ ーー 誕生 の 秘密 / 


國 そ こ に は 少女 時 代 の シリ ア と 並ぶ 、 今 と 変わ ら ぬ マッ キー の 姿 が / 


ー = 3 抽 
を 

. 研 

4 

4 


「 あ の 子 、 ど うし て 年 下 な ん だ ろ …」 纏 戦 い 終 わっ て 。 皆 で 囲む 食卓 


ーー 


昌 


遼 ナ イジ ェ ル の 態度 に 、 不 信 な 表情 の マッ キー 賠 冷 た い 笑 み を 浮か べ る 秘書 ブー マ 


5 


國 地 下 ピ ビッ ト で マッ キー に コン ピュ ー タ の 使い 方 を 教え る ネネ 。 二 人 は いつ の 間 に か 接近 し て … 


BUBB/EGU ル 1 CR/S/S 


フレ ミア 写真 人 
= うー 
素顔 の ナイ ビ セ イ バー ス ら 


:(Y 


の 


は まき 滞 罰 MS こら っ は 0r ご ざ 対 
2 対 油 中 A((((A(( ボ と は へ 中 亜 突い 吐 自 避 団 


対 き 対 只 六 と よき 。 り 届 放 躍 ,/ 二 同 ,G 呈 
Or の い 引 細 洒 Qt 畑 い と へ Ok 誕 は けけ 送 対 S 画 過 A の 


隆 


「 叶 き 9 
9 。 居 ご 届 の 隊 座 人 な mmS ユー こと へき テー へ 


と 
ン 


ンー ee 四 


N 


4 、 


全 す ぐに 照れ て る の は 、 意 外 と 単純 な 証拠 。 條 他 の 女の子 の よう に 群れ な い 。 本 当 に 嫌い 自室 に 貼ら れ た バン ド 仲 間 と の 記念 写真 。 全 シ ルキ ー ド ー ル の 地下 ピッ ト に 入る た め と は 言え 、 思 
そん な と ころ に レオ ン が 惚れ た の だ ろう で は な く 、 不 得手 な の か も し れ な い 写真 も 意外 だ が 自ら 貼っ た 行為 も 意外 わ ず 手 に と っ て し まっ た ピン ク の ドレ ス …… 


@ の ST 中 へ て O/ 燃 避 
中 と U 喘 は ひど 


入 こ loud 湯本 ささ 


せ へ でき は 8 


條 心 の 中 の わだかまり を 吐き 出し た 後 、 お だ 條 すっ か り 女 性 らし く な っ た プリ ス の 微笑 み 。 條 胸 か 見 え そそ うに な り 思 わ ず 隠 す プ リス 。 レ 
や か な 表情 が プリ ス に 宿る それ は 、 愛 し 始め た レオ ン に 向け られ る オン に ピン チ を 救 わ れ 、 恥 ず すか し さも 倍増 


Sc 
do 


BUBBLEGU ル CR/S/S 


Atom Heart Mother 


7 年 前 の 大 地震 に よっ て 東京 の 地下 に 埋もれ 

な っ た 、 シ リア の 父 ス ティ ング レイ 博士 の ブー 
探す た め に 、 シ リア は 中 華 街 に 住む 裏 社会 の 大 5 訪れ る 。 
当時 の ブー マ 研 究 の 投資 者 の 一 人 で あり 、 シ リア の 事 は 幼い 頃 か ら 知っ て いる 存在 な 
の で ある 。 必要 な デー タ を 彼 か ら 入 手 し 、 シ ルキ ー ド ー ル へ と 戻っ て ナイ ジェ ル と 共 
に 捜索 の 準備 を 進め る シリ ア 。 その頃 、 マ ッ キ ー と シリ ア 、 そ し て ステ ィング レイ 家 
の 過去 に 疑問 を 抱い た ネネ は 、 AD ポリ ス の コン ピュ ー タ に よっ て 情報 を 検索 し 、 驚 
顎 の 事実 を 知っ て し まう 。 ス ティ ング レイ 博士 に は マッ キー と いう 息子 な ど 存在 し な 
い 事 。 そ し て 7 年 前 の 震 災 は 、 ウ ィ ズ ラボ で 起こ っ た 謎 の 事故 を 隠蔽 する た め 、 ゲ ノ 
ム が 人 工 地震 発生 装置 に よっ て 意図 的 に 引き 起こ し た も の で あっ た 事 を 。 

その 夜 、 シ リア は ナイ ト セ イ バ ー ズ に 召集 0 : 

を か ける 。 そ こ で ネネ は 、 プ リス 、 リ ン ナ 

と 共に ウィ ズラ ボ 捜 索 の 強力 を 頼ま れる が 、 
逆 に シリ ア を 問い つめ る 。 マ ッ キ ー の 正体 

は ? ウィ ズラ ボ の 秘密 は ? し か し シリ 
ア は た だ 謝る だ け で 、 答 えよ うと は し な い 。 

そん な シリ ア を 信用 で き な く な っ た ネネ は 、 
一 人 シル キー ドー ル を 飛び 出し て し まう 。 
残っ た プリ ス と リン ナ は シリ ア の 申し 出 を 
受け 入れ 、 二 人 で ウィ ズラ ボ の 捜索 を 開始 
する の だ っ た 。 


電 


細 シ リア を 信じ られ ず 出 て いっ て し まう ネネ 


回 ラボ の 候補 地 も 27 ヶ 所 まで 絞ら れ た 


回 マッ キー の 事 を 打ち 明け よう と する が … 同 路 地 裏 で 遊ぶ 子供 た ち に 声 を か ける 


を 心配 する 二 人 


M | 
す 「 あ ん た 綺麗 だ か ら 、 き っ と 会 える よ 」。 シ ャ ン の 居場所 を 聞い た シリ ア に 少年 が 言う 


陣 不 適 な 笑み を 浮か べ る メイ スン 震 炎 語 実 験 に 使用 され る リン ナ の ハー ドス ー ツ 回 華人 ネッ トワ ー ク の ドン 、 シ ャ ン 大 人 


4 用 較 BUBBLECUA CR/S/S 


MWLUEIHIT 還 BIH」LILIEIPITI. 」 ュ 」 


時 


半 


Nm 


HRP 


っ 


Sel me 


B 

| 
| 
1 


Pi WP 


潤二 


還 イ ラス トレ ーション : 佐藤 道雄 仕上 げ : 伊東 さき 子 特 殊 効果 : 福田 貴博 


ShoOck Treatment 


毎夜 ハー ドス ー ツ に 着替え 、 ウ ィ ズ ラボ の 捜 

日 目 の 夜 、 つ い に ラ ボ の 位置 が 判明 。 プ リス は > 

ちょ うど バッ テリ ー メ タル が 無く な っ て 渋々 断念 する 。 帰 ja 
04ecwey 準備 が 整い 次 第 仕事 を 手伝う 事 を 約束 させ る 。 し 
か し 、 翌 日 シャ ンー 大 人 か ら マ イク ロウ エイ ブ 砲 を 受け 取っ た シリ ア は 、 一 人 で 地下 に 
潜っ て し まっ た 。 同 時 に メイ スン の 指揮 する ゲノム の 武装 工作 部 隊 も 、 ラ ボ を 目指 し 
て 地下 へ と 港 入 。 シ リア の 行動 に 気づい た プリ ス 、 リ ン ナ 、 ネ ネ の 3 人 、 そ し て マッ 
キー も 後 を 追う 。 つ い に ウ ィ ズ ラボ へ と 潜入 し た シリ ア は 、 そ こ yorieettn 
た 巨大 な 本 状 の 物体 を 発見 。 マ イク ロウ エイ プ 砲 に よっ て 破 天 し よう と する が 、 そ 

に 工作 部 隊 を 引き 連れ た メイ スン が 現れ る 。 シ リア の 動 を 止め よう と する メイ スン 。 
だ が 、 シ リア は た め ら わ ず 引 き 金 を 引い た 。 

^ ス カイ フッ ク ” の 接地 時 に 発生 する 過 電 流 

に よっ て 巨大 な 電子 レン ジ と 化す "封印 *。 

し か し 、 シ リア の 攻撃 も 効果 無く 、 焼 きつ 。 

くし た は ず の " 封 EI” の 中 か ら 光 に 包ま れ 

た 一 人 の 少女 が 姿 を 現し た 。 そ れ と 同時 に 、 
ゲノム の ブー マ が マッ ド 化 、 遅 れ て 到着 し 

< プリス 達 の ハー ドス ー ツ も 変容 し 動か な 

/ / く な っ て し まう 。 メ イス ン が 連れ 去 ろ うと 
太 プリ ス を 連れ て 、 エ ステ へ と や っ て 来 た リ する 少女 に 、 シ リア は 苦し げに 中 く 。 

4 。 ン ナ 。 マ ッ サ ー ジ を 受け な が ら 、「 で も プリ ス 、 

回 後 は 一 人 で や ろう と 考え る シリ ア に … よく シリ ア の 言う 事 聞 いた わ ね 」 


呈 人 は 共に 行動 する 事 を 約束 させ る 


回 二 人 の 指揮 を 取る シリ ア 。 だ が 、 ウ ィ ズ ラボ の 所 在 は 依然 と し て つか め な い 内 元気 の 無い ネネ に 、 声 を か ける レオ ン 達 


陣 シ ャ ン の 部 下 か ら 、 包 み を 受け 取る シリ ア 回 「 バ ッ テ リ ー さ え 無 く な ん な きゃ 行っ て た で 」 
シン 


作 く 


陣 プ リス 達 に 告げ すず 、 地 下 へ と 潜っ て し まう 名 必死 に プリ ス を 止め よう と する シリ ア 回 毎夜 ウィ ズラ ボ を 探し 、 探 知 器 を 抱え て 地下 を 進む プリ ス 


陣 同 時 に 、 ゲ ノム も 地下 へ と 潜入 バ バッテリー 切れ で 、 プ リス は 探索 を 断 念 還 ラ ボ を 発見 。 プ リス は その まま 進 も うと する 困 リ ン ナ も 捜索 を 続け る の だ が … 


BUBBLECU ル CR/S/S 較 に ん) 


FIIILI 町 TIHI ロ IT 


較 そ し て 、“ 封 印 " の 中 か ら 一 人 の 少女 が 現れ る 圏 マ ッ キ ー の 異変 に 、 驚 く ネネ 達 


FY 員 


隠匿 され た 禁断 の 果実 が 時 ろう と し て い 
た 。 ぞ れ を 消去 する 事 は 、 シ リア 自身 の 
決 症 な の か や いずれ に し て も ぞ れ は 上 果 
た さざれ ず 、 果 実は 復活 を 背 げ た 。 幼き シ 
リア の 容 を し た 少女 = 素 体 と し て ……。 


w 


/ DA い 
ー 歩 早く シリ ア は 砲 の 引 寺 き 金 を 引い た 


賠 全 身 か ら 、 マ ッ キ ー と 同じ 光 を 放つ 少女 。 上 1 
その 姿 は 、 幼 い 頃 の シリ ア そ の も の だ っ た 困 "封印" の 中 に 存在 する 者 と 共鳴 する マッ キー 
BE ii 


き 
団 静 か に その 場 か ら 少女 を 連れ 去る メイ スン 囲 突然 マッ ド 化 する ゲノム の ブー マ 囲 革 き は ら っ た は ず の "封印 ′ か ら 、 光 が 溢れ る 
N 団 つ い に ウ ィ ズ ラボ へ と 潜入 し た シリ ア 。 ド ー ム 


の 中 央 に 置か れ た 巨大 な 蘭 状 の 鉛 の 塊 を 、 マ イク ロ 
ウェ イブ 砲 を 使っ て 破壊 し よう と する が … 


V 


較 行 動 不 能 こ お ちい る K 達 。 去 っ て いく 少女 に 手 を 伸ばし 、 苦 


し た 較 BUBBIECU ル CR/S/S 


回 7 年 前 。 果 走 し た ガラ テア は 
フェ ノ メ ノ ン に より ラボ を ブー マ 
化 。 ス ティ ング レイ 博士 を 殺害 し 


陳 突如 、 プ リス の 頭 に 流れ 込 


陣 そ れ が シリ ア の 記憶 で ある 事 に 気づく 


岡 その 映像 は 、 


纏 「 怖 いよ 、 


同時 に ネネ 達 に も 流れ る 


私 …」。 え る リン ナ 


K ら の 正体 を 知っ た レオ ン 


これ で 終わ りな ん て 、 あたし 嫌 だ か ら /」 


男 本 pg 


陣 バ イク て 浜辺 へ 。 次 第 に 打ち 解け こい く 二 人 


| _ 』 9 


Minute by Minute 
> 女 を 連れ 去る メイ スン 。 


謎 の 行動 不能 状態 と か っ た ナイ ト セ イ バ ー ズ を 尻目 に 。 少 
プリ ス 達 は ハー ドス ー ツ を 脱ぎ 捨て 地下 を 進む 。 し か し 様子 を 見 る た め 一 人 で 先 に 進 
ん だ プリ ス の 前 に レオ ン が 基 れ 、 つ い に プ リス 学 ド セイバーズ 時計 を 知ら れ 
て し まっ た 。 だ が レオ ン は は 今 は 職務 中 で は な いと 、 何 も せ ず に その 場 を 立ち 去る 。 地 
上 へ と 戻っ た シリ ア は 放心 状態 。 マ ッ キ ー は … 素 体 " と 呼ば れ た 少女 と の 接触 で 倒れ 、 
眠り 続け て いた 。 マ マッ キー の 元 を 訪れ た ネネ に 、 ウ ィ ズ ラボ の 研究 員 で あっ た ナイ ジ 
ェ ル が 過去 を 語り 始め る 。 素 体 ′ と は シリ ア の 脳 内 で 作ら れ た 複製 体 。 全 て の プ ブーマ 
の 原形 で あり 、 マ ッ キ ー も 同様 の 存在 で ある 事 を 。 7 年 前 、 素 体 " は ウィ ズラ ボ 内 で 
暴走 、 周 囲 の ブー マ を 次 々 と マッ ド 化 させ 、 つ い に は 産み の 親 で ある ステ ィング レイ 
博士 を 殺害 。 地 上 へ 出 よ うと する 素 体 を 封印 する 為 に 、 ゲ ノム は 地 妥 を 引き 起こ 陸 た だ 
の だ 。 そ の 頃 、 ホ ッ ト レ ッ グ ス で は 、 ハ ー 0 WW 
ドス ー ツ が ブー マ で あっ た 事 を 知っ た プリ 
ス が 、 リ ン ナ に 二度と ハー ドス ー ツ を 着 な 

いと 言い 放っ て いた 。 そ れ で も 、 リ ン ナ は 

この まま で 終わ り た く な いと 言い 残し 出 て 『 

\ く 。 二 人 の や り と り を 聞い て いた レオ ン 

を 誘い 、 バ イク で 海岸 へ と 向かう プリ ス 。 
話 を する うち に 、 少 し ずつ 打ち 解け て いく 
二 人 。 そ の 時 プリ ス の 脳裏 に 突然 謎 の 映像 

浮 び 上 が る 。 そ の 現象 は リン ナ 、 ネ ネ 、 

マッ キー に も 同様 に 起こ っ て いた !? 


馬 メ イス ン に 連れ 去ら れる 少女 三 素 体 


WW/ 


MI や を 
NNMA ヾ 


o 放心 状態 の シリ ア 


回 「 素 体 … 加重 か な く な っ て し まっ た ハー ド ズ スー 


回 バッ テリ ー メ タル を エ ジ ェ クト し 、 セ イフ ティ に よっ て ハー ドス ー ツ を 脱ぎ 捨て る プリ ス 


ウィ ズラ ボボ 事件 の 真相 を 語る ナイ ジェ ル 固 地 上 を 目指 し て 地下 を 進む K 


BUBBLEGU ル CR/S/S 


FL 町 TI ロロ Im 


SU「TenQder 


頭 の 中 に 流れ 込ん だ シリ ア の 記憶 に 、 プ リス 

は 皆 睡 し 、 胸 部 か ら 光 を 発し て 苦し む シ リア の 
名 付け られ た 素 体 が 、 シ リア の 肉体 に 干渉 し て いる の だ 。 よう や く 目 覚 8 こ シ リア は 、 
過去 に 存在 し た も う 一 つの ナイ ト セ イ バ ー ズ の 事 を 語り 始め た 。 プ リス 遅 以 前 に 、 シ 
リア と 共に マッ ドブ プー マ と 戦っ て いた メン バー は 、 ハ ー ド スー ツ と の 相 陸 が 合わ ず 全 
減 し て し まっ た と いう 。 ハ ー ド スー ツ を 着る に は 、 モ デル と な っ た シリ ア と 波長 の 合 
う 女 性 で な けれ ば な ら ず 、 そ うし て プリ ス 達 は 選ば れ た の だ 。 だ が 、 気 持ち の 収まら 
UTC ae 
し い ハ ー ド スー ツ を 制作 し よう と する シリ ア だ っ た が 、 ス ー ツ が ブー マ と 知っ た リン 
ナ と ネネ も 、 以 前 の よう に 手放し で 吉 さ 事 は で きず に いた 

翌日 、A D ポ リス 本 部 ビル ・ 通 称 バ トー 

テム ポー ル ′ で は 、AD ポ リス が ノー マル 

ポリ ス に 吸収 され る 話 が 持ち 上 が り 、 組 合 。 ピ (の 

員 は スト ライ キ に 突入 。 ネ ネ は 情報 局 に 一 

人 残り 、 ナ イト セイ バー ズ を 続け る べき か 
悩ん で いた 。 そ の 時 、 人 影 の 消え た 署 内 に 、『 a 
突如 警報 が 島 り 響く 。 地下 に 保管 され て い て M 
た 大 量 の マッ ドブ プー マ が 束 り 、 暴 走 を 始め で の 4 
た の だ 。 隔壁 が 下り 、 脱 出 不 能 と な っ た ト 

ー テ ム ポ ー ル に 、 ネ ネ と ニッ ク を 含め た 四 
人 の 人 間 が 取り 残さ れ て し まっ た / TP 


陣 フ ェ ノ メ ノ ン を 放出 する ガラ テア 放 ハ ー ド スー ツ が 適応 せ ず 、 次 々 と 倒れ て いく 


EK の "それ は 、 和 が 7 き に な れ そ うっ て 時 っ た じ ゃ な いと 日 っ て 


陣 圭 び ガ ラテ ア と の 共 k 鳴 に 昔 し む シ リア 攻 二 度 と や ら な いと 、 出 て いっ て し まう プリ ス 一 ガラ テア の 力 に 共鳴 し 、 苦 し む シ リア 。 そ の 胸 か ら は 、 ガ ラテ ア と 同じ 緑色 の 光 が … 


看 トー テム ポー ル 内 に 突然 鳴り 響く 警報 回 シリ ア 自 ら が 率い る 、 旧 KG 達 回 目覚 め た シ リア に 、 胸 を 換 で 下ろ す ネネ 


幼 ネ ネ を 助け よう に も ハー ドス ー ツ は 無い 陣 寺 内 に 取り 残さ れ て と し まう 、 ネ ネ 達 囚人 較 そ れ ぞ れ 、 戦 闘 の エキ スパ ー ト で あっ た が … 四 か つて の 、 も うー つの に K ら 8 の 事 を 語る シリ ア 


ビア 4 還 BUBBLECU ル CR/S/S 


運 // 


再び 集まる KG 達 


陣 「 レ オン 、 手 を 貸し て /」 あ ふれ か える マッ ドブ ー マ の 群れ また 群れ 


陣 胃 い 来る ブー マ に マシ ン ガ ン 乱 射 で 応戦 する ネネ 。 そ 


の 勢い で ニッ ク 達 の 元 へ 向かお うと する が … 


EPISODE. 較 


Moving Waves 


ガラ テア が 放出 する 、 ブ ー マ を 覚醒 させ る 力 『 昌 = フ メ ノン '』 に より 、 ッ ドブ ー 
マ の 巣窟 と 化し た トー テム ポー ル 。 そ の セキ ュ リ 却 イ シス テム は 。、 ピル が 占拠 され た 
場合 、 完 全 に 外部 と の 接触 を 断 する よう に 作ら れ て いた 。 そ の 為 、 外 界 と の 連絡 も 
取れ ず 、 襲 い 来 る マッ ドブ ー マ を 憲 制 し つつ 退路 を 探す ニッ ク と 総務 部 長 ヤ ノ 、 情 報 
局部 長 ハ ル マ の 3 人 。 ネ ネ は 一 人 オペ レー ショ ン ル ー ム に 戻り 、 情 報 を 収集 し つつ 彼 
ら の 誘導 を 行う 。 し か し 、 次 か ら 次 へ と 湧き 出す よう に 現れ る ブー マ の 群れ に 、 ニ ッ 
ク 達 は 次 第 に 追い つめ られ て いく 。 そ し て 、 つ い に マ ッ ド プー マ 達 は トー テム ポー ル 
自体 と 融合 を 始め 、 ビ ル そ の も の が マッ ド 化 を 始め た 。 ネ ネ は セキ ュ リ ティ を 破 ろ う 
と する が 失敗 。 情報 局 の コン ピュ ー タ まで も ブー マ に 乗っ と られ 、 慌 て て 逃げ 出す 。 
ニッ ク 達 と 合流 し よう と ブー マ の 章 く ビル 内 を 走り 回 る ネネ だ が 、 廊 下 の ド 真ん中 で 
隔壁 が 降り 、 閉 じ こ め ら れ て し まう 。 そ の 
頃 、 トーテム ポー ル の 外 で は 、 知 ら せ を 聞 
いた プリ ス 達 が だ シル キー ドー ル へ と 集まっ 
て いた 。 し か し 、 ネ ネ を 助け に 行こ うに も 
ハー ドス ー ツ は 無い 。 そ こ で 、 プ リス は モ 
トス レイ ブ を ハー ドス ー ツ 無し で 乗れ る よ 
う 改 造 し 、 そ れ で 表 出 に 向かう 事 に する 。 
トー テム ポー ル 前 に は 、 異 変 に 気づい た レ 
オン 達 A D ポ リス が 集結 し て いた 。 そ こ に 
モト スレ イプ で 駆け 付け た プリ ス は 、 レ オ 
ン に 協力 を 頼む の だ っ た 。 


内 内 部 に 取り 残さ れ た ニッ ク 、 ヤ ノ 、 ハ ル マ の 三 人 は 、 な ん と か 脱出 を 試み る の だ が … 


回 銃 を 乱射 し て ブー マ を 蹴 散 ら す ニッ ク 回 事件 を 知ら ず 、 食 事 中 の レオ ン と デイ リー 


っ い 昌 / 


g ネ ネ の いる 情報 局 に も ブー マ の 侵攻 か が … 店 そこ へ 、 ニ ッ ク の 娘 マ リア か ら の 通信 が 入る 


BUBBLEGU ル 1 CR/S/S 関 に た 


IFIILLI 過 眉 ITIImIm 


人 、 


陣 タ ワー で は 、 会 長 が 最後 の 瞬間 を 迎え て いた 


編 そ の 顔 に 、 生 命 維持 装置 の 液体 が 飛び 散る 


4 人 症 BUBBIEGUW CR/S/S 


隔 冷却 装置 を 暴走 さ せ け 、 タ ワー を 冷凍 化し た 


回 プリ ス 達 を 先 に 逃がす 為 に 残る レオ ン 


太 出 口 を 探し て 、 モ トス レイ ブ を 走ら せる 


We Built TIhis City 


下水 道 と 屋上 の 両面 か ら ト ー テ ム ポ ー ル へ と 侵入 を 試み る AD ポリ ス 達 。 単独 モト 
スレ イプ ブ で 突入 し よう と する プリ ス に 、 レ オン は は 道 案 内 が 必要 だ と 一 緒 に モト スレ イ 
プ に また が る 。 一 方 ニッ ク 達 は 整備 棟 で K スー ツ を 入手 し 、 隔 壁 に 閉じ ご め ら れ て い 
た ネネ を 救出 。 し か し マッ ドブ プー マ の 侵攻 は 止ま る 事 を 知ら ず 、 ネ ネ 達 は つい に マッ 
ドブ プー マ の 群れ に 囲ま れ て し まう 。 そ こ に 駆け 付け る プリ ス と レオ ン 。 モ トス レイ プ 
の 機銃 で 群がる プー マ を 一 掃 し 四 人 を 救う 。 喜 び 、 プ リス に 飛び 付く ネネ 。 そ の 様子 
に 思わ ず プ リス の 顔 が ほこ ろ ぶ 。 レ オン は プ ブーマ を 食い 止め る 為 に ニッ ク 達 と 残り 、 
プリ ス と ネネ を 先 に 行か せる 。 出 口 を 目指 し 、 浴 れ 返 る プー マ の まっ た だ 中 モト スレ 
イプ ブ で 疾走 する プリ ス と ネネ 。 し か し ブー マ の 攻撃 を 受け て 転倒 し て し まい 、 倒 れ た 
モト スレ イプ を 置い て 行か な けれ ば な ら な く な る 。 追 っ て きた レオ ン 達 と 合流 、 退 路 
を 探し て 電子 中 枢 ブ ロッ ク を 上 へ と 進む 一 

行 。 し か し プー マ 達 も 電子 中 枢 と 融合 する 

た め 、 背 後に 迫り つつ あっ た 。 そ し て つい 

に トー テム ポー ル は 完全 に ブー マ と 融合 。 

これ に 対し ニッ ク 達 は 冷却 装置 を 暴走 させ 

て ビル の 冷凍 化 を 企 て 、 こ れ を 成功 させ る 。 

プー マ は 活動 を 停止 し た 。 そ の 頃 、 ゲ ノム 

タワ ー で は よう や く メ イス ン の 反逆 に 気 づ 

いた クイ ン シ ー が 彼 を 失脚 させ よう と 画策 

し て いた 。 し か し 時 すでに 遅く 、 彼 は メイ : 

スン の 秘書 ブー マ に より 殺害 され て し まう 。 . 、 


Tl 


NN WM / 
記 ネ ネ 達 の 元 へ 、 近 づい て くる エン ジン 音 


困 「 ブ リス /」。 抱き つく ネネ を 受け 止め る 


Are You ExXDerienced 


ガラ テア の フェ ノ メ ノ ン は 、 東 京 の 地下 深く を 起 る エネ ルギー 供給 路 ドラ コン ラ 
イン ” を 伝っ て 街中 に 広がり 、 東 京 中 の ブー マ を マッ ド 化 させ 始め た 。 ネネ と デイ リ 
ー の 力 を 借り て T V 電 波 を ジャ ッ ク し 、 ブ ー マ の 正体 と ゲノム の 所 業 を 告発 する レオ 
ン 。 し か し 、 す で に 人 々 が 退去 し 無人 と 化し た メガ ロ シ テ ィ に 、 そ の 言葉 に 耳 を 傾け 
る 者 は いな いか に 見 えた 。 だ が 、 東 京 に 残っ た AD ポリ ス フ ロ ンタ ー 達 は 希望 を 捨て 
ず に レオ ン 達 の 元 へ と 集合 、 ドラ ゴン ライ ン を 断ち 切る た め に 環 八 トン ネル か ら 地 下 
貯水 湖 へ と 降り よう と する 。 そ の 頃 、 地 下 整 備 工房 で は 、 新 し い ハ ー ド スー ツ の 制作 


ま が 進め られ て いた 。 二度と ハー ドス ー ツ は 着 な いと 言っ た も の の 、 気 に な っ て 店 を 訪 
カン 坂 れる プリ ス 。 そ こ へ 、 新 ハー ドス ー ツ に 身 を 包ん だ リン ナ が 現れ る 。 全 て の 面 で パワ 
1 | 4 の Id ロ ーー 5 人 ) 8 
上 の AOL ー ア ッ プ し た スー ツ に 大 喜び の リン ナ は 、 プ リス に も 意地 を 張る の を や め て 着 て みろ 
| ンス と 薦め る 。 そ の 時 、 レ オン 達 と 一 緒 に 行動 


し て いた ネネ か ら 、 マ ッ キ ー に 通信 が 入る 。 
トン ネル 内 に 残っ て いた 車 が 融合 し 、 巨 大 
な マッ ドブ プ ブーマ と な っ て 現れ た の だ 。 AD 
ポリ ス の 装備 で は まっ た く 歯 が 立た な い 。 

レオ ン と デイ リー は AD パト カー で マッ 

ブーマ に 特攻 を か け 、 決 死 の 攻撃 に より 
部 ご と コア を 吹き 飛ば す 事 に 成功 。 完 全 に 
活動 を 停止 し た か に 見 えた が …… が 、 マ ッ 
ドブ プ ブーマ は 一 瞬 に し て 再生 を 果たし 、 そ の 
活動 は 止ま を ら な か っ た 。 


陣 へ AD ロ パ トカ ー で 突っ 込む し オン と デイ リー 
に Ne アッ いい 


一 ブー マ の 従 多 す る 東京 に 、 レ オン の 声 が 准 く 


f 


陣 コ ア を 潰す 為 、 ギ キリ ギリ まで 引き 付け … 


の 


(の) 


則 「 今 だ /」。 デ イリ ー の 合図 で 一 斉 砲 撃 / 新 ハー ドス ー ツ に 身 を 包ん だ リン ナ の 勇次 


鐘 NN ド 
メイ スン は ガラ テア の 創る 新 世 界 を 夢 起 し 回 電波 ジャ ッ ク し て 真実 を 世間 に 訴え る ネネ 達 


へ 本 シル キー ドー ル 内 。 ブ リス の 見 上 げ る 先 に は 


。 いい 、 
幼 コ ア ご と 吹き 飛ば され た は ず の 首 が 、 一 瞬 に し て 再生 。 史 呼 を 上 げ る 巨大 ブー マ 回 自ら は “観察 者 " と な る 事 を 望ん で いた 


陣 「 な ん で !? コア が 無く な っ た の に /」 陣 体 の ライ ン が 忠 わ な 事 を プリ ス に 指摘 され る E へ D ポ リス の 仲間 を 出迎え る レオ ン 達 


陣 ワ ー ム に ソー ド の 鋭い 切 先 を 叩き 込み 


し か し 、 ワ ー ム の 暴走 は 簡単 に は 止ま ら な い 


纏 靖 まっ た ネネ を 助け よう と する リン ナ だ が … 


9 - 


較 傷 の 痛み を こら え ハ ー ド スー ツ を 着る プリ ス 


シ リア が 気づく と 、 リ ン ナ と ネネ が … 


に す 由 較 BUBBIEGU ル | CR/S/S 


PP 


陣 助 け こ くれ た レオ ン に 人 迫 ら れる が … 


ツ を 初 体験 


= 


N 


陣 イ ン ナ ー メ タル に 「 気 持ち 悪い よ ぉ ー」 


隊 ナ イジ ェ ル に シリ ア を 託す マッ キー 


One Of Ihese Night 


ドラ ゴン ライ ン と の 接続 に より 、 つ い に コ ア 無 し で も 活動 で きる まで に 進化 し で し 
まっ た 巨大 ブ プーマ が ネネ 達 に 迫り くる 。 し か 、。 そ の 危機 た 新しい ハー ドス ー ツ に 身 
を 包ん だ リン ナ が 到着 し 、 そ の ケタ 外れ な パワ ー に よっ て 有 瞬時 に ブー マ を 破壊 し た 。 
その 姿 を 見 た ネネ は 、 自 分 も ハー ドス ー ツ を 着る 事 を 決意 する 。 新 ハー ドス ー ツ の 完 
成 を 待つ た め 、 ナ イジ ェ ル の 工房 に 集まる ナイ ト セ イ バ ー ズ 。 そ こ で 、 プ リス は シリ 
ア と ナイ ジェ ル が 変え よう も な く 深 い 関 係 で ある 事 を 知り 、 一 人 バイ ク で 街 に 出 て し 
まう 。 ト レー ラー ハウ ス に 戻っ た プリ ス に 、 プ ブー マ 化 し た オモ チャ の 人 形 達 が 毅 い か 
か る 。 生身 の 上 、 数 の 多 さ に 苦戦 する 彼女 を 、 救 っ た の は レオ ン だ っ た 。 

一 方 、 ゲ ノム タワ ー で は 急速 に 成長 、 学 習 を 終え た ガラ テア が 、 メ イス ン の 体内 に 
存在 する 人 工 臓器 に 干渉 し マッド 化 さ せ て し まっ た 。 そ し て 、 観 察 者 と し て 神 に な 
る 事 を 望ん だ メイ スン を 、 メ ガロ シテ ィ を 
一 望 で きる タワ ー の 側壁 と 融合 させ て し ま (の 
っ た の だ 。 さ ら に 、 地 下 に 没 し た ドラ ゴン | う 診 5 
ライ ン を 地上 に 引き 上 げ ブ プー マ 化 させ は じ 
め る ガラ テア 。 そ れ を 止め る た め 、 リ ン ナ 、 
ネネ 、 シ リア の 三 人 は 新型 ハー ドス ー ツ で 
出撃 。 し か し 、 地 下 埋蔵 物 と 融合 し 、 巨 大 
な ワー ム と 化し た ドラ ゴン ライ ン 相 手 に 三 
人 は 苦戦 する 。 遅れ て シル キー ドー ル に 到 
着 し た プリ ス は 、 仲 間 を 助け る 為 に 進ん で 
ハー ドス ー ツ を 着る の だ っ た 。 


ne Of 
theS 


邊 It 


証 双 けつ けた リン ナ 、 ブ ー マ に 先制 の 一 撃 / 


人 古 


回 新 ハ ー ド スー ツ の カカ を 見 せ 付 けた リン ナ 


』 


困 「 や っ ぱり 、 私 も / 」。 決心 す る ネネ 
回 「 神 様 に な り た い の ね P」。 メ イス ン に 問う 


婦 速 度 で 成長 し て ゆく ガラ テア 


一 イ ラス トレ ーション : 百瀬 恵美 子 / 仕 上 げ : 大 西 峰 代 


IlUglHlT 


gl[LILIEIRIWI IL 


ISTEROUS 


DANGEI 


陣 シ リア に 人 迫る 触手 。 だ が 、 そ の 時 / 


S 
陣 残 され た 男 達 は 、 た だ 待つ だ け … 


着地 と 同時 に 、 マ ッ ド ブー マ を 粉砕 

陣 プ リス と ニー つ と な っ た モト スレ イブ は 、 そ の 
強力 な パワ ー に よっ て 、 群 が る マッ ドブ ー マ を 
一 瞬 の うち に 革 ざ 払っ た / 


Close 「o 「he Edge 


リン ナ と ネネ を 捕らえ 、 ハ ー ド スー ツ を 融合 し よう 有 デ お る ワニ 交 語 三 人 を 助け ま 
と する シリ ア の 攻撃 も 通用 せ ず 、 一 瞬 の 不意 を 突 か れ 足 元 を ず すぐ ⑯ わ れ た 彼女 に も 、7 | 
ー ム の 触手 が 迫る 。 そ こ へ 新しい ハー ドス ー ツ に 身 を 包み 、 新型 モス レイ プ に 乗っ 
た プリ ス が 駆け つけ た / 協力 し て ワー ム を 倒 そ うと する プリ ス と シリ ア だ っ た が 、 
シリ ア も ワー ム に 捕まっ て し まう 。 さ ら に 、 現 れ 出 た マッ ドブ プーマ の 群れ に 囲ま れ て 
し まう プリ ス 。 だ が 新型 モト スレ イプ の 新しい 力 、 パ ワー ドス ー ツ 形態 に 変形 させ 、 
その 強力 な パワ ー で 襲い か か る ブー マ を 一 掃 す る 。 その間 に も 、 ワ ー ム に 飲み 込ま れ 
て いく シリ ア 達 。 そ の 時 、 プ リス の 脳 に シリ ア の 声 が 響い た 。 新 型 ハ ー ド スー ツ と 彼 
女 た ち の 間 に 何ら か の 力 が 働き 、 精 神 的 な 感応 現象 が 起き て いる 。 こ れ を 利用 し て 、 
ワー ム の ロジ ッ ク を シリ ア 達 の 意識 で 支配 し よう と いう の だ 。 シ リア 、 リ ン ナ 、 ネ ネ 
の 三 人 の 意志 に より 動き を 止め る ワー ム 。 生 
その 機 を 逃さ ず 、 プ リス は モト スレ イプ で 
ワー ム の 口 か ら 内 部 に 進入 。 ワ ー ム は プリ 
ス の 攻撃 に 大 爆発 を 起こ す 。 無 事 帰還 し て 、 
シル キー ドー ル で 一 時 の 休息 を 楽し む ナ イ 
ト セ イ バ ー ズ 遅 。 し か し 、 休 む 間 も な て 突 
如 と し て 店 内 に 警報 が 鳴り 響い た 。 地 下 基 AN 
地 へ と 集まる 一 同 。 プー マ の 姿 は どこ に も 8 王 人 
な いか に 思わ れ た が 、 や が て 巨大 水 漬 の 中 4 
に 浮 び 上 が る 黒い 影 。 マ ッ ド ブーマ 達 は 、 詳 
屋上 プー ル か ら 侵 入 を 始め た の だ 。 


回 その 言葉 に 答え る 代わ り に 、 レ オン の ハー ト を 撃ち 抜く ジェ スチ ャ ー の プリ ス 


BUBPBLEGUA CR/S/S 関 に と 


IFIUULI 思 (TI 


| 較 リリ い 
′ 目 昌和 7 隊 


) 過 1 
較 鳴 り 響 く 警 報 に 、 全 員 が 地下 ピッ ト へ 集まる 


障 ブ ー マ の 大 軍 が シル キー ドー ル に 向かう 陣 繰 り 出 す パ ンチ は 、 マ ッ ド ブー マ の 頭 を 一 撃 で 粉々 に 破壊 する / 


遇 
. 


間 科 ア 
賠 「 も う 、 こ の 中 に 入っ て る /」。 叫ぶ ネネ 。 だ が マッ ドブ ー マ の 姿 は 見 え ず 、 一 同 に 緊張 が 走る 


再び 集い 戦う ナイ ト セ イ バ ー ズ の 4 人 。 
し か し 、 ガ ラテ ア の 魔手 が 新た な 侵略 を 
開始 。 シ ルキ ー ド ー ル の 地下 ピッ ト に 忍 
び 寄 る マッ ドブ ー マ ヤマ の 群 。 そ し て ざら な 
る 侵略 が 、 見 えな い 所 で 始ま っ て いた 。 


細 レ オン の 告白 に 、 嬉 し そう な プリ ス 陣 ブ リス の 一 撃 に 、 大 爆発 を 起こ す ワ ー ム 


} 


団 シ リア の 背後 。 水 槽 に 浮か び 上 が る 、 黒 い 影 図 「 プ リス は や 」。 仲 間 達 の 見 守る 中 … 


旧 」 > 
な 、 き 


較 ブ ー マ は 屋上 プー ル か ら 侵 入 し て いた の だ / 細 実 体 化 さ せ た フ ェ ノ メ ノ ン に 働き か け 、 東 京 の ブー マ 化 を 進行 させ よう と する ガラ テア 較 燃 え 盛 る 火 の 中 か ら 、 生 還 す る プリ ス 


BUBBLEGUA ル 1 CR/S/S 


スレ ミア 号 詞 衣 
ーー 
素顔 の ナイ レセ イ バー スズ ③ 


ジリ ア ・ ス ディ ング レイ 編 


生生 
人 イ 彼 装 に 求 を 神 な い 
人 二 っ 0 人 
女 バ の きり 続 め 琵 っ 
香 志 お 訟 本 し の か た 鐘 
の イ 宝 <〈 徐 る 裏 ま 事 母 
色 の 写 な 々 “ 切 ま が の 
気 特 真 り に そら 成 原 愛 
も 写 は つ ハ の れ 長 因 情 
要 つ 1| 了 肉 な し で に 
チ 時 や あ ド 体 が た 「 満 
ェ 折 は る ス は ら シ 不 た 
ッ 見 り | 成 も リ 安 さ 
ク せ そそ ツ 熱 さ ア 定 れ 
だ る の ん を 取ら “な て 


ーー リン っ >: っ 、\ UPP に 


シリ ア の 過去 一 


不 母親 を 亡くし た 悲し み に 追 い 打 ち を か ける 條 生ま れ た 頃 は 幸せ だ っ た と 想像 され る シリ 條 “ウィ ズラ ポ を 国 親 と 訪れ た シ リア 。 し 條 少女 時 代 の シリ ア の 記 飽 写真 。 こ の 時 隣 に 写っ て いる 
よう に 、 父 親 は 娘 を 実験 体 に 選ん で し まう ア だ が 、 こ の 頃 か ら 泣 く 事 が 多く な っ て ゆく か し 、 こ の 時 既に 夫婦 関係 は 最悪 だ っ た 独り の 少年 の 姿 が 、 後 に ネネ を 驚 選 させ る 事 に …… 


Ui!9H て さき ざ 浴 は す 各 時 8 便 
中 の 員 S 需 ST1 へ | に の 


剛 中 凍 , 


條 悲劇 の 始ま り 。 実験 体 と し て 、 ナ ノ メ カ ニニ 條 メイ スン に 慰め られ る シリ ア 。 “ウィ ズラ 條 母親 に よっ て 父親 か ら 引 き 離 され る シリ ア 。 
ズム を 視床 下部 に イン プラ ント され る シリ ア ボ " を 訪れ て も 父親 に 会 えな い 日 々 が 続い た この 時 の トラ ウマ が 彼女 を ファ ザコ ン に し た 


将 0 は 可 rr 半 の 中 治 fi 吸 昌 シ 
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6 
Cant Buy A 「hril 

マッ ドブ プー マ が 水 沖の ガラ ス を 破る の 
着替え る シリ ア 達 。 そ し て つい に ガラ 
大 量 の 水 が 室 内 に 流れ 込む 。 ナ イ は! 
出 に 成功 。 し か し 、 外 に 出 た 彼女 ら が 見 た も の は 、 すっ か り 様相 の 変わ っ て し まっ た 
東京 の 姿 で あっ た 。 機械 は 全て ブー マ と 融合 し 、 巨 大 生物 が 街 を 簡 個 する 。 シ リア が 
咳 く 。「 ま る で 、 別 の 生態 系 を 持っ た みた い …」。 そ の 時 、 地 響き と 共に ビル を 突き 破 
っ て ブー マ 化 し た ドラ ゴン ライ ン が 隆起 し 、 シ ルキ ー ド ー ル は 完全 に 崩壊 し て し まっ 
た 。 一 方 その 頃 、 ゲ ノム タワ ー と 一 体 化し た メイ スン は 、 変 わり 果て た 東京 を 見 下ろ 
し 感動 に 固 えて いた 。 幼 い 頃 の 手術 に よっ て 、 普 通 の 子供 と し て 生活 で き な か っ た 彼 
の 、 歪 ん だ 精神 が 望ん だ 新しい 世界 。 それ が 現実 の も の と な た 今 も 、 彼 は 幼い 頃 と 
変わ ら ぬ 傍観 者 で あっ た 。 東 京 中 に 溢れ る ご 
プーマ の 群れ 。 休 め る 場所 を 探し て モバ イ 
ル ピ ッ ト で 街 を 走る シリ ア 達 は 、 機 械 の 存 
在 し な い 自然 公園 へ と 移動 する 。 そ こ に は 
逃げ 遅れ た 人 々 が 避難 、 生 活 し て いた 。 彼 
ら と 共に 夜 を 明か す 事 に な り 、 六 き 火 を 囲 
み 一 時 の くつ ろ ぎ を 得る 一 同 。 し か し 姿 の 
見 えな いい マッキー を 探し て モバ イル ピッ ト 
に 戻っ た ネネ が そこ に 見 た の は 、 ガ ラテ ア 
に 精神 を 乗っ 取ら れ 、 虚 ろ な 目 で コン ピュ 
ー タ に 向かう マッ キー の 次 だ っ た ……-。 


明 る く 振 る 舞う 人 々 に シリ ア も 笑み が 零れ る 


陣 コ ン ビ ニ へ “狩り " に や っ て きた レオ ン 達 EE そ こ で は 、 逃 げ 遅 れ た 人 々 が 生活 し て いた 


訂 が 
】 』 


uh 1 し 
頃 疫 き 火 を 囲み の 、 さ さや か な が ら も 開か れる 宴 


陣 マ シン 語 で 何 か に 語り 続け る ガラ テア 


H 突 は 酒 知 だ っ た リン ナ 。 完全 に 悪 酔い 状態 田 公 園 に は 五 十 人 程 の 人 間 が 非難 し て いた 回 一 晩 で 、 す っ か り 様 相 の 変わ っ て し まっ た 東京 の 街並み 剛 ハ ー ド スー ツ に 着替え る 四 人 


4 人 


邊 52 生 


幼 モ バイ ルビ ピッ ト へ と 戻っ た ネネ が 見 た も の は 、 ガ ラテ ア に 操 ら れ た マッ キー の 次 だ っ た !? その 姿 が 病 弱 な 少年 時 代 の メイ スン と 重なる 較 カ ナツ ヅ チ の ネネ を か ば う 男 らし い マ ッ キ ー 


ト ア 人 敵 BUBBLECU ル CR/S/S 


Hydra 


「 マ ッ キ ー// 」。 深 夜 の 公園 に ネネ の 
ス 達 は 、 マッキー を 包ん だ 光 に 弾 か ね 

Me 0 ッ キ ー の 次 を ド 

ー を 助け 出す が 、 既に 記憶 の 大 半 を 奪わ れ た マッ キー は 、 人 形 の よう に た だ 有 眠り 

3 の に ジウ プア や 仙 あ アム み ワ ー へ と 
向かう ナイ ト セ イ バ ー ズ の 4 人 。 し か し タワ ー を 目前 に し て プー マ 化 し た ナノ メカ ニ 
カル が ガラ テア に 操 ら れ て 壁 を 作り 、 ナ イト セイ バー ズ の 侵入 を 拒む 。 そ の 時 モバ イ 
ル ピ ッ ト で 目覚 め た マッ キー が 、 最 後 の 力 を 使っ て ガラ テア の コン トロ ー ル を 一 時 的 
に 混乱 させ た 。 破 壊さ れる ナノ メカ ニカ ル 。 し か し 、 そ れ に より マッ キー は 全て の 記 
憶 を 失っ て し まう 。 し か し 悲し む 間 も な く 4 人 は タワ ー 内 部 へ と 急ぐ 。 途 中 、 変 わり 
果て た 姿 の メイ スン を 見 つけ る が 、 彼 は す 

で に 話す 事 さ え で き な く な っ て いた 。 タ ワ 
ー 内 部 へ と 侵入 し た 一 行 を 待っ て いた の は 
重力 の 無い 超 伝 導 空 間 。 そ し て つい に 4 人 
の 前 に ガラ テア が 姿 を 現し た 。 実態 化し た 
フェ ノ メ ノ ン が ナイ ト セ イ バ ー ズ を 襲う 。 
それ を 交わ し つつ 、 ガ ラテ ア と 対 圭 し た シ 
リア の ソー ド が 、 そ の 身体 を 斬り 裂 い た 。 
し か し 何事 も な か っ た よう に 傷 を 再生 し た 
ガラ テア は 、 ゲ ノム タワ ー と の 融合 を 始め 
る の だ っ た 。 


陣 ナ ノ メ カ ニカ ル ブ ー マ に 捕まっ て し まう 3 人 


男 目 指す は ガラ テア の 潜む ゲノム タワ ー 


陣 残 っ た ネネ に 、 マ ッ キ ー が 呼び か ける 加 シ リア 達 の 動き を 察知 し 、 迎 え 撃つ ガラ テア 
(PT 


aly 


戻す |!」 思 ネ ネ の 叫び を 聞い て 、 プ リス 達 が 駆け つけ た 


陣 マ ッ キ ー は 自分 が 人 間 と し て 生き て きた 情報 、 不 
規則 な ロジ ッ ク を ガラ テア へ て と 流 し 込み 、 混 乱 さ せ 
て K ら の 活路 を 見 い 出 そう と し て いた 回 フリ ス る び 上 の 、 不意 打ち の キス 還 マ ッ キ ー ロ か ら は 、 ガ ラテ ア の 声 が …… / 


マッ キー の 記憶 が 、 そ し て 心 が 、 ネ ネ 運 
の 思い 出 と 共に ガラ テア に よっ て 奪わ れ 
よう と し て いた 。 だ が 、 最期 の 力 を 振り 


絞っ つて マッ キー は 戦う 、 仲 間 の た め に ナ 
イト セイ バー ズ の 一 員 と し て ……/ | 


細 ブ ー マ 化 し た ナノ メカ ニカ ル が 行く手 を 阻む 
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陣 最 後に 残さ れ た 力 を 使う マッ キー 


隊 ガ ラテ ア を 切り 有 裂 いた 切 先 か ら 、 ハ ー ド スー ツ が 侵食 され て いく 國 待 ち 構え て いた ガラ テア が 攻撃 し て くる 陣 流 れ 込 む マ ッ キ ー の 記憶 に 戸惑う ガ 


岡 ニー ドル ガン で シリ ア の ソー ド を 折る ネネ Me 明 一 瞬 の 除 を 突き 、 ナ ノ メ カ ニカ ル を 粉砕 


省 1 
紅 フ ェ ノ メ ノ ン を 一 掃 す る 為 、 プ リス は ダク ト を 引き 剣 か し 、 そ こ へ ネネ が エネ ルギー を 流し 込む 細 力 を 使い 果たし て し まっ た マッ キー 


こ ガ ラテ ア こ と 対 時 する シリ ア 岡 吹き 出す 六 が フェ ノ メ ノ ン を 焼き 尽く す ! 岡 し か し 、K 達 に 悲し ん で いる 暇 は 無い 


國 ゲ ノム タワ ー こ と 融合 を 始め る ガラ テア 「 こ ん な と ころ に いる 必要 だ っ て な い の 」 


績 巨 大 化し た ガラ テア は 、 宇 宙 へ と 昇り 始め た 細 マ ッ キ ー の 声 で 話し か けら れ 混 乱す る シリ ア 較 先 へ と 進む プリ ス た ち は 、 ブ ー マ 化 し 、 タ ワー と 一 体 化し て いる メイ スン を 見 つけ る 


ト に)./ 開 BUBBI ECU CR/S/S 


その 暴走 ぶり を ご 紹介 し よう 。 


ヴー 山 山 山 軸 基 


一 ば 人 9N び 帳 りー の 


ぬ 和 AAUU ざ 8 レー 山 0J 付 て は ざさ 人 対 ど と は T 央 還 


は 一 JJ(TOTJrOT 移さ SO し ビー アー ジ パ JCE で 汗 」 全 


へ ーー es 
ーー ノン 


= ユ 


( ヾ 呈 音 )「 す どど 計 ③ ーー8 和 ユ 
パン 雇 せき (Tr 放り ン と は (て と 


ガーー 
ー 志 


いつ も 元気 な 今時 (2040 年 ) の 少女 で 、 周 囲 が 手 を 焼く お 
転 婆 ぶり を 発揮 。 た だ 、 頭 が 良 す ずる た めか 、 恋 の 噂 も 立 
た な い 始 末 。 少 女らしい 面 も 多々 ある が 、 こ こ で は や は り 


つこ 
素顔 の ナイ セイ バース ④ 
ネネ ・ ロ マ ノ ー ヴ ァ 


プ 朋 議 


品 お 玉 写 答 


WO シ 
aarTONUIGN 。 基 其 


の 


AOWUIQ で と 租 (TRS 細 
. 対 幅 せ さき ざ 串 人 Tr 人 OH 策 生生 に 本 


選別 装 ri ご 


生 、。 goesn1 L 


條 同じ く ト ー テ ム ポ ー ル に て 。 普段 可愛 條 トー テム ポー ル が ブー マ に わ れ た 時 
い だ け に 、 崩 れ た 時 の ギャ ッ プ が すご い の ショ ッ ト 。 区 き 顔 は 半端 じゃ な い 


Vi 測 (T「 光 叶 で ご は 8」 旭 で て 計 画 RoO! 守 
と 時 は 本 S「)。③ 中 8 志 で で 可 (Tr 洒 由 ら エル 


條 叢 き の 表情 第 3 弾 。 ス カイ フッ ク の 力 修 プ リス に バカ に され 、 焦 る ネネ 。 頭 は 
ー ゴ が 使え な い 事 に 区 く ネネ 良く て も 運動 神経 は に ぶ い か も 
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Light My Fire 


ゲノム タワ ー と 融合 し 巨大 な 宇宙 船 
標 は 、 ゲノム コー ポレ ーション の 推 人 
ハム プロ ジェ クト ” の 要 と な る ~ ミ 


は 、 大 気 気 毅 外 の ピュ ア な 大 陽光 を 集め て ゲノム タワ ー に 送 ! 、 地 下 の ド ラゴン ライ ン 
| っ n。 ンー ツマ ペッ ンー デン クウ ク 

下 に 送り 込み 、 地 球 全土 を ブー マ 化 し よう と し て いる の だ 。 N S A は ガラ テア を 破壊 
し よう と シャ トル ミサ イル を 打ち 込む が 失敗 。 世 界 各国 は 自国 が 東京 の よう に な る の 
を 恐れ て 混乱 を 始め る 。 ガ ラテ ア の 狙い が ショ ウ ハ ム で ある 事 が 知れ れ ば 、 フ ェ ノ メ 
ノン の 受け 皿 と な る 東京 を 核 攻 撃 し よう と する の は 、 火 を 見 る より も 明らか だ っ た 

彼ら に それ を 知ら れる 前 に 、 ガ ラテ ア の 企 て を 阻止 し な けれ ば な ら な い 。 最後 の : 

を 決意 し た プリ ス 、 ネ ネ 、 リ ン ナ の 三 人 は 、 

スカ イフ ッ ク を 使っ て 宇宙 へ 上 が ろう と す 

る 。 し か し 、 ス カイ フッ ク に 乗り 込む 為 に 

必要 と され た コンテナ” も 、 “スラ イダ 

ー パ レッ ト ” も 、 プ ラッ ト ホ ー ム に 到着 す 

る より 早く フェ ノ メ ノ ン の 影響 で 海 の 藻 居 

と な っ て いた 。 仕方 な が く 、 モ トス レイ プ ブ を 

駆っ て フッ ク に 直接 乗り 込 も うと する 三 人 。 っ た 

昔 酷 な 運転 で モト スレ イプ を 犠牲 に し な が @『・ 

ら ど うに か 飛び 乗り 、 ナ イト セイ バー ズ は 

つい に 宇宙 へ と 飛び 出し た の だ っ た 。 


陣 三 人 を 乗せ て 疾走 する モト スレ イブ 陣 メ イ ン オ に 抱か れ カ ー ゴ に 運ば れる マッ キー 


陣 精 一 杯 の 言葉 で 、 プ リス 達 を 送り 出す レオ ン 較 こ の まま で は 、 他 国 に 東京 は 核 攻 撃 さ れる / 


ア を 、 た だ 見 送る 事 し か で き な い KK 


di 


陣痛 後に 迫る 、 スカ イフ ッ ク gM 共 に 戦え な いと 悔し が か る レオ ン に … 四 ガ ラ 


回 戻っ た シリ 
ア は 、 ハ ー ド 
ー ー ツ も 着 替 

” 。 え ず に 、 ず っ 
回 マ ッ キ ー の 側 に 残る シリ ア と マッ キー の 関 
側 に つい て い 
る … 


岡 「 星 が いっ ぱい だ 。 奇麗 だ な 、 こ ん な に 沢山 …」。 窓 の 外 に 広がる 宇宙 を 眺め 、 一 人 咳 く プ リス 田 思 わす ず 吹 き 出 し た 結果 が この 姿 回 「 終 わり に な ん て し な い /」 
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弄 イ ラス トレ ーション : 山田 正樹 ノ 仕 上 げ : 日 比 和恵 子 


文 オ ー プ ニン グ 同 様 フ ルビ ロ G に よる エン ディ ング 。 須藤 あき ら の 『Waiting for 
YOU』 が 流れ る 映像 は 、 本 編 の 不気味 に し て 華 衣 な 余韻 と 見 事 に 溶け 合っ て 作品 を 穏 
や か に 締め くく る 。 演出 ・ 絵 コン テ ・ 作画 監督 を 担当 し た の は 中 沢 一 登 。 
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うう つん 、 そ ん な こと な い 。 

あたし は あ だ し 。 い つも 通り だ よ 。 

ほ ー ら 元気 、 元 気 。 笑顔 に こ に こ 。 

ーー つて あたし の 顔 、 ひ きつ つて る が も し ん な い ……。 
え や あの 子 ガ 入 つ て きだ か ら ブ ル 一 入 つ て る つて 
や つば ぱり そう 、 な の が ガ が なぁ あ 。 

ハバード スー ツ 着 て 、 ア ノシ ョ ン に 出 て いく の つて 
あたし に は 向い て な いつ て こと 

そり や ゃ や あの 子 は 運動 神経 、 メ チ ヤ フチ ヤ 凄 いけ ど さ 。 
あたし だ つて 一 一 、 や れ て だ じゃ ん 。 


シリ ア の アフ ショ ン を ピッ ト で サポ ー ト し て だ 最初 みた く 
後ろ の 安全 な おとこ に いた 方 が あめ た し に は 向い て る 。 

だ けど 、 だ か ら あ た し は そう じゃ な いあ た し に な り だ い 。 
そう 思っ だ 。 そ う 決 意 し た ん じゃ な い / 

プリ ス に 嫌み 言わ れ た つて 、 あ た し だ っ て や れる っ つて 。 
ちゃ ん と 頑張 つて 、 み ん な に 見 せ て あげ な くち ゃ / 
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尽 二 肖 W% つ " NKK 記 G ド ー 誰 で へ 本 
AP ppG 交 っ 豆 G 革 公 で 秋 三 8 やく 
豆 忠 王 表記 で せ 性 唱 Ih ジ キー ビレ つ 5 
へ さこ ト @ 世 民団 札 も らく G 電 辻 jp 藤 是 ぐつ 
マツ 問 K 賜 螺 悦 記 WW つつ 刀 島田 忠 宮 
も 0 ぐり せ お 公 で 役 直 つ し っ" 

4 し RS 区 ン っ で で お し せき うつ” 次 
っ ざり か て リロ 6 で SS で O? NIIX 也 旧 
飲 tet で ぐさ ハ ユーK せ さっ 公 jp つ で さ 
っ "しゃ 記 3 リリ G ヘ ユーK 鈴 芯 醒 淫 
喜 剛 紙 つ 唱 昭 ひ O じ っ" 


ん 人 問 BUBBIEGU ル CR/S/S 


スタ リフ コ メト 


TTFHIITE EEPIITTITTEEFTT 


キャ ラク ター デザ イン ・ 総 作画 監 上 


① こ の 作品 の 監督 で ある 林 さ ん に 誘わ 


季 @。 
@ キ ャ ラク ター デザ イン 、 総 作画 中 叔 
作画 監 上 


第 ] 語 の 総 作 監 作業 、 オー プ ニ ン グ 
作 監 作業 、 最 終 話 作 監 作業 

④ リ ン ナ と ネネ 。 リ ン ナ は 前 作 と は 全く 趣 を 異 こ し た キャ ラ で 、 
デザ イン する に あたっ て 一 番 思 い 入れ が ある か ら 。 ネ ネ は 描い 
て いて 楽し か っ た で す 。 で も 、 4 人 と も 好き で す よ 。 メ カ は ニ 
ュー ハー ドス ー ツ 。 荒牧 さん 入魂 の デザ イン だ っ た か ら 。 

⑤ 私 の 中 で は 4 人 は まだ 暴れ た が っ て いる の で 、 ま た 別 な 形 で ブ 
ラウ ン 管 に 登場 させ た いで すね 。 私 と し て は 、 4 人 の キャ ラ を 
気に入っ て くだ され ば 、 と て も 幸い で す 。 

⑥1971 年 8 月 13 日 

⑦ 鹿 児島 県 鹿児島 市 

⑧「『 精 霊 使い エレ メン タラ ー』 で 原画 、『 バ ブル ガム クラ イシ 


ス TOKYO6040」 で 作画 監督 デビ ュー。 
⑧『 バ ブル ガム クラ イシ ス TOKYO040」 と 次 回 作 。 
⑩『 笛 邪 巨 星 ダ ン ガ イオ ー』(TV 予 定 ) キャ ラク ター デザ イン 、 
『 あ あっ 女神 さま っ / 」( 劇 場 版 ) 原画 、「 ソ ルビ アン カ 」(OV 
A) 原画 


じ っ さ ぃ ぃ 信 き さり 
と は 間 拉 に 
ーー 


Sg 


WS 
て ざる 


rr 3 吉 補 


さ 
テ 際 


テ 9cFEE で 
ー い GO7 江 


ゝ よ x 半 江 
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TV シリ ー ズ 『「 バ ブル ガム クラ イシ ス 。」』 の 大 
きき な 魅力 の 一 つと な っ て いる の が 秀麗 な 作画 。 
実力 派 の スタ ッ フ 4 名 が 作画 の 監督 ・ 監 修 に 
携わっ て いる 。 こ こ で は スタ ッ フ を 代表 し て 
その 4 名 に 、 コ メン ト を いた だ いた 。 


① 林 さん に EL で 呼び 出さ れ て 。 

ぢ ⑤@ レ イア ウト を 中 心 に 演出 上 や セル ワ 
ー ク 等 の 構成 チェ ッ ク 

③ と に か く 移 動 と メカ を 含め た キャ ラ 
が 多く て 、 設 定 を 探し 出す だ け で も 
時 間 が か か っ た 。 

③④ ネネ と プシ ュ ケ 劇 中 ノリ ツッコ ミ を し た か ら 。 

キャ ラク ター を 愛し て や っ て くだ さい 。 

⑥1960 年 10 月 18 日 

⑦ 愛 知 県 

⑧『 レ ンズ マン 』」 で 原画 、『 グ リー ン レ ジェ ンド 乱 」 で 絵 コ ン テ 、 
演出 

⑧「『 大 運動 会 」。VOI.3 (OVA) 絵 コ ン テ 、 演 出 

⑩ オ リ ジ ナ ル 企 画 、 作 成 予定 (内 容 マル 秘 ) 


※ 注 ニ = ニ プ シ ュ ケ と は 、ep.24 に 登場 し た 、 ス カイ フッ ク の 作業 用 ブー マ の 名 前 


BUBPBLEGU ル | CR/S/S 


の 


ノ 


① こ の 仕事 を され る に 至っ た 経緯 ⑥ 生 年 月 日 

⑤ ご 自身 が 担当 され た 仕事 内 容 ⑦ 出 身 地 

③ 印 象 に 残っ て いる 作業 内 容 、 も し く は 作 中 の シー ン デビ ュー 作 

⑨④③ お 気に入り の キャ ラク ター 忌 メ カ と その 理由 代表作 (自選 ) 

⑤『 バ ブル 』 の ファ ン に 一 言 メ ッ セ ー ジ を ⑩ 現 行 作品 も し く は 新作 


①97 年 B 月 頃 、 林 監督 より メー ル が 
きた の が きっ か け で すず す 。 

⑤⑧ メ カニ ッ ク の 設定 デザ イン 、 一 部 美 
術 設定 

③3 DOG で 作成 し た ゲノム タワ ー 
(デザ イン 画 は な く 、 い き な り CG で 作っ た ら 、 林 さん の OK 
が 出 て し まっ た ) 

②③④ ハー ドス ー ツ (や は りこ れ が な いと バブ ル ガ ム が 成り 立た な い 
か ら ) 

⑤⑥ 初 め て 『 バ ブル 』」 が リリ ー ス され た の が "87 年 だ っ た の で 、 も 
う 18 年 以上 も 『 バ ブル 」 と 付き 合っ て いる こと に な り ま す 。 こ ご 
うな っ た ら 未 永く (6040 年 まで ) 作り 続け こみ た いも ん だ 。 

⑥1960 年 10 月 日 

⑦ 福 岡 県 

『 機 甲 創世 紀 モ スピ ー ダ 」』」 で メカ デザ イン 

⑧「『 メ ガ ゾ ー ン 3」 メ カ デ ザ イン 、『MADOX-01]」 メ カ デ ザ イ 
ン 、 監 督 な ど …… Sue) 

⑩ お 話 で きる 作品 は まだ あり ませ ん 。 


①A 1 プロ デュ ー サ ー の 渡辺 さん か 
ら 仕事 の 依頼 を いた だ いて 。 

@ 総 作画 監督 

③P3 話 、 ゲ ノム タワ ー 内 で の ガラ テア 
と シリ ア の 対話 シー ン 。 

メイ シオ た だ 、 な ん と な く 。 

⑤ 全 スタ ッ フ の 熱意 が 伝わっ て くる 作品 で す 。 ス タッ フー 人 一 人 
の 想い を 感じ 取っ て 頂け れ ば 幸い で す 。 

⑥1965 年 4 月 15 日 

⑦ 香 川 県 

『 レ イズ ナー』 原 画 、『 ス レイ ヤー ズ 」 (劇場 版 ) 作画 監督 補佐 

⑨「『 バ ブル ガム クラ イシ ス TOKYO8040』 

⑩『 ト ラブ ル チ ョ コレ ー ト , 総 作画 監督 


74K42 を 9 


BUBPBLEGUA( CR/S/S 


( ほ ) キャ ッ シ ャ ー マ シ ン 


(し ) アン プレ ラ 


ーー ンク 


し 


ピーン ンス 


ー 
ジラ 、 
に 


シリ ア こ と 同じ 姿 を し て いる 。 ラ ボ 内 で は ドッ 
ベル ゲン ガー と 呼ば れ て お り 、 復 活 後 、 メ イ 
スン に より ガラ テア と 名 づけ られ る 。 

人 @ 外 区 ( 寺 ) 

農 炎 後 、 再 開発 され ず に スラ ム と 化し た 地区 。 
し か し 、 そ こ に 住む 人 々 の 手 に より 、 い ち 速 
く 復 興 を 果たし た の も この 一 帯 で ある 。 

條 大 深部 地下 

東京 地下 深部 。 震 災 以 前 に 企業 や 政府 が こ ぞ 
っ て 危険 な 施設 を 建設 し た 。 ウ ィ ズ ラボ も こ 
こ に 埋まっ て いる 。 

@ 直 伝導 

ある 種 の 物質 の 温度 を 下げ て 行く と 、 あ る 温 


@ バ イオ スケ ー ブ 社 

ブー マ 開 発 に 最初 に 着手 し た 企業 。 ゲノム に 
買収 され 、 ブ ー マ 販 売 の 権利 を 奪わ れ た 。 
@ バ ッ テ リ ー メ タル 

ハー ドス ー ツ の 活動 用 エネ ルギー。 減少 する 


常用 BUBBLEGCUIME WOKRD 


バブ ル ワ ー ル ド 用 語 辞 典 


セキ リア が 演奏 する ライ ブ ハ ウ ス 。 壁 か ら 
大 な 脚 の オブ ジェ が 幾つ も 突き 出し た 店 内 
“テー ブル の 下 " が モチ ー フ に な っ て いる 。 
@ マ イク ロウ ェ イ ブ 砲 ( そ ) 

マイ クロ 波 を 撃ち 出す 兵器 。 マ イク ロ 波 は 水 


と ハー ドス ー ツ は 次 第 に 重く な り 、 完 全 に 無 
く な っ た 瞬間 に 凛 装 者 を 開放 し て し まう 。 

@ バ ベル の 塔 
約 聖書 に 登場 する 巨大 な 塔 。 人 々 は 天 ま で 
届く 塔 を 作ろ うと し た が 神 の 怒り に 人 触れ 、 そ 
れ ま で 同一 で あっ た 言語 を バラ バラ に され る 。 
意志 の 貴 通 が 不能 と な っ た 人 ん 々 は 建設 を 中 上 
し 、 世 界 各地 へ と 別れ て いっ た 。 転じ て " 実 


度 以下 で 電気 抵抗 が 突然 0 に な る 現象 。 超 伝 
導 物質 で コイ ル を 作る と 、 抵 抗 が 発生 し な い 
た め 大 電流 を 流し 続け て 、 強 力 な 破 場 を 得る 
事 が 出来 る 。 ま た 、 超 伝導 物質 の 上 に 磁石 を 
置く と 、 反 発 力 を 受け て 宙 に 浮上 が る 。 
劉 東 京 大 地震 

西暦 033 年 に 突如 と こし て 関東 で 起こ っ た 大 地 
岩 。 こ れ に より 、 首 都 は 完全 月 壊し た 。 だ が 、 
その 真相 は 、 暴 走 し た 素 体 の 封印 の 為 、 ゲ ノ 
ム が 地震 発生 装置 で 人 工 的 に 引き 起こ し た も 
の で あっ た 。 

@ び トー テム ポー ル 

AD ポリ ス 本 部 ビル の 通称 。 ネ イ テ ィ ブ ア メ 
リカ ン の 神体 に 形状 が 似 て いる 為 、 こ の 名 で 
呼ば れる 。 

@ ド ッ ベ ペル ゲン ガー 

・ ウ ィ ズ ラボ に お ける 素 体 " の 名 称 。 
P・ ド イツ 語 で 「 二 重 に 歩く 者 」 の 意 。 突 然 
現れ る も うっ 一 人 の 自分 で 、 こ の ドッ ベル ゲン 
ガー を 見 た 者 は 死期 が 近い と 言わ れ て いる 。 
@ ド ラゴン ライ ン (④③) 

ショ ウ ハ ム プロ ジェ クト の 一 環 。 東京 の 地下 
を 走る エネ ルギー 供給 ライ ン で 、 ア ン ブ レ ラ 
で 集め た 太陽 エネ ルギー を 東京 中 に 流す 役割 。 
人 @ ナ イト セイ バー ズ 


現 性 の 無い 架空 的 計画 " の 意味 と も され る 。 
@⑱ パ ラサ イト ボム 
コン ピュ ー タ ウィ ルス 。 以 前 AD ポリ ス に 送 


分 に 作用 し 、 水 分 子 を 分 極 さ せ て 十 一 極 を 持 


つ 電 気 双 極子 を 作り 、 そ れ を 高周波 数 で 振動 、 


可 転 さ せる 事 に よっ て 分 子 間 に 摩 擦 共 を 起こ 
させ る 。 こ の 原理 を 利用 し た の が 電子 レン ジ 
で あり 、 シ リア は これ に よっ て ガラ テア を 封 
印 さ と 焼き つく そう と し た 。 
マガ ジン マシ ン ( つ ) 

紙 の よう に 薄い 液晶 パネ ル で 作ら れ た 本 を 、 
スリ ッ ト に 差し 込む だ け で 、 新 し い デ ー タ に 
書き 換え る 事 が 出来 る 。 

@ マ ッ ド ブー マ 


られ て きた も の を 、 ネ ネ が 保存 し て お き 、 芋 
防 省 の サー バ 侵 入 時 に 使用 し た 。 

@ じ 4 実験 

遺伝 子 組 み 替え 実験 の 危険 度 レ ベル 。P | か 
ら P 4 まで あり 、 そ の 最高 レベ ル に あたる 。 
@ ヒ ュー ガイ ド 株 式 会 社 
ゲノム の 下請 け で 、 ブ ー マ パ ー ツ の 製造 販売 
を し て いる 。 リ ン ナ は その 東京 支社 に 勤め る 。 
人 @ フ ファイアー ウォー ル 

ネッ トワ ー ク 侵入 者 妨害 用 プロ テク ト 。 

天 プ アァ アイ アー ビー (な ) 

AD ポリ ス の 攻撃 用 ヘリ 。 各 チ ー ム は “ブラ 


ボー タン ゴ " "サル サ ソ ー ス " 等 の コー ド ネ 
ー ム で 呼ば れ て いる 。 
@V ソ ロビ 


高圧 力 化 用 ブー マ 実 験 施設 。 大 西洋 海底 に 建 
設 さ れ た 、 惑 星 開 発 用 の リモ ー ト スレ イブ ブ 
ー マ "モー ト “ の 実験 場 。 


@ ブ ー マ 
VOOdOO Organic _ Metal Exten- 
tiOn He8SOurce の 略 。 ス ティ ング レ 


イ 博 士 の 開発 し た 、 生 態 的 機能 を 持つ アン ド 


「 メ ガロ シテ ィ の 間 の 仕置 人 」 こ 呼ば れる 女 
性 集団 。 高 性 能 強 化 服 「 人 ハー ドス ー ツ 」 に 身 


ロイ ド 。 博士 の 娘 シ リア の 脳 内 に イン プラ ン 
ト さ れ た アン チ シ ー ド = 素 体 を 元 と し て 量 


を 包み 、 暴 走 す る マッ ドブ ー マ を 人 破壊 する 為 、 
ブー マ 破 壊 テ ロリ スト と 、AD ポ リス に 呼ば 
れ で いる 。 リー ダー の ジリ ア ・ ス テイ シグ レ 


イ を 筆頭 に 、 プ リス ・ ア サギ リ 、 リ ン ナ ・ ヤ 
マ ザ キ 、 ネ ネ ・ ロ マ ノ ー ヴ ァ の 4 人 の メン バ 


ー か ら 成 る 。 

@ ナ ノ メ カ ニズム (と ) 
超 微小 機械 。 ナ ノ は 、 
信 ネ オ テ ニ ー 

幼 形 成熟 。 

@ ノ ー マ ル ポ ボリス 
ブー マ 犯 罪 以外 の 事件 を 担当 する 、 い わ ゆ る 
普通 の 警察 。 

ハー ドス ー ツ ソ 

ナイ ト セ イ バ ー ズ の 高 性 能 強 化 服 。 そ の 素材 
は ブー マ そ の も の で ある が 、 コ ア に は 何 も 書 
き 込 まれ て いな い 為 、 自 我 を 持つ こと は な い 。 


1 0 億 分 の | の 単位 。 


され た 亜人 。 そ の 製造 ・ 販 売 は ゲノム が 独占 
し て お り 、 目 的 に 合わ せ 量 、 種 類 共 に 数 多く 
の ブー マガ が 開発 され 、 人 に 代 っ て 労働 を 担 
て いる 。 し か し 、 マ ッ ド ブー マ 事 件 も 多発 
て お り 、 社 会 問題 と な りつ つ あ る 。 

但 フ ェ ノ メ ノ ン (に ) 

ガラ テア が 放出 する ブー マ を 覚醒 させ る 力 。 
本 来 は 緑色 の 光 と し て 視覚 され る が 、 ガ ラテ 
ア は これ を 実態 化 。 生 物 の 様 に 変化 させ た 。 
@ ブ ロト タイ プ 

原形 、 基 本 形 、 試 作 体 。 
@ ブ ロボット ( い ) 

プロ ー ブ ロ ボ ッ ト の 略 。AD ポ リス の 小型 遠 
隔 偵察 機 。 

人 @ フ ロン ター 

AD ポリ ス の マッ ドブ ー マ 処 理 実行 部 隊員 。 
信 ホ ッ ト レ ッ グ ス (お ) 


り 


て 


( さ ) コア チッ プ 


ブー マ が 突如 狂 暴 化 し 、 変 容 し た 状態 。 本 悪 
で 攻撃 的 な 姿 に 変貌 し て 人 を 襲う 。 更 に は 
様々 な 機械 を 取り 込み 、 自 ら の 身体 と 融合 し 
て 強力 化す る 。 マ ッ ド 化 の 原因 は 、 い まだ 解 
明 さ れ て いな い 。 

@MUS1CA ( え ) 

セキ リア が 使っ て いる バン ド の 練習 場 。 

@ メ ガロ シテ ィ ( け ) 

岩 火 後 の 東京 。 特 に 復興 時 、 
れ た 中 心地 区 を 指す 。 

@ メ トロ エキ スプ レス ( す ) 
地下 を 通る チュ ー ブ 内 を 、 リ ニア モー ター に 
よっ て 進む 高速 列車 。 東京 一 博多 間 を | 時 間 


計画 的 に 整備 さ 


中 旧 


( い ) プロ ボッ ト 


シル キー ドー ルレ ムロ / 即 
決 iE 往 3 の 


( う ) シル キー ドー ル 


で 走行 。 リ ン ナ が 帰郷 に 利用 し た 。 
@ モ ー ト 

リモ ー ト スレ イブ 型 ブ ー マ 。 辺境 惑星 開発 等 
の 使用 を 目的 と し て 制作 され た 。 自己 判 断 応 
力 を 持た ず 、 リ フレ クタ ー を 必要 と する 

@ モ バイ ルビ ピッ ト ( ひ ) 

ナイ ト セ イ バ ー ズ の トレ ー ラ ー 型 移動 基地 。 
@ モ トス レイ ブ ( ち ) 

ナイ ジェ ル が 開発 し た 、 プ リス 用 の ハー ドス 
ー ツ 速度 支援 バイ ク 。 速度 に 合わ せ 、 形 態 が 
変化 する 。 後 に 新人 ハー ドス ー ツ の 登場 に 伴い 
機体 も 強化 、 パ ワー ドス ー ツ 形態 へ の 変形 も 
可能 と な る 。 

@ リ フレ クタ ー 

モー ト の 遠隔 操縦 者 。 

@ リ ン ナ の スク ー タ ー ( せ ) 

プリ ス を 追跡 する 為 に 
@ レ シー バー パ バレット 
スカ イフ ッ ク の カー ゴ を 運ぶ 台車 。 
登 レ ゾン デー トル 

存在 理由 。 
@HED HOT SNACK (て ) 

話 で ネネ が 食べ て いる スナ ッ ク 菓 子 。 辛 い 。 
僅 ロ ジッ ク 

論理 。 
@ ワ ー ム 

東京 地下 に 広がる ドラ ゴン ライ ン を 、 ガ ラテ 
ア が フェ エク メ ノ シ で ブー マ 公 じ た も の 。 


古 品 。 


る 紀 


かゆ が 2 


闘 8 ホッ レッ グ ス だ 中 央 季 湊 定 症 /5 


プチ | 


(お ) ホッ トレ ッ グ ス 


( け ) メガ ロ シ テ ィ 


BUBBLECU ル 1 CR/S/S 


( く ) 携帯 NAVI 


(ね ) カー ゴ (の ) スラ イダ ー パ レッ ト 


(は ) スカ イフ ッ ク 


(と ) ナノ メカ ニズム 


(な ) ファ イヤ ー・ 


決 定 千 


( ち ) モト スレ イブ 


(た ) ウィ ズラ ボ 


@ ア ー カ イブ 

公文 書 保管 所 。 

アー キタ イプ 

原形 。 

@ ア クシ ョ ン レ コー ダー 

ナイ ト セ イ バ ー ズ の 戦闘 記録 。 シ ミュ レー シ 
ョ ンマ シン を 使い 、 戦 闘 の 疑似 体験 を する 事 
が 可能 。 シ ステ ム は ネネ 制作 に よる も の で 、 
^NBNX” と いう プラ ンド 名 。 

@ ア ル ゴ リ ズム 

問題 に 対す る 解答 の 計算 手順 。 

@ ア ンチ シー ド 

シー ド を シリ ア の 脳 に イン プラ ント し 、 人 間 
の クオ ォ リ ア を 模 條 し て 誕生 し た 全て の ブー マ 
の 原形 。 シ ー ド は シリ ア の 母親 の 情報 を 元 と 
し て いる 為 、 娘 で ある シリ ア 以 外 で は 成功 し 
な か っ た 。 素 体 = ガ ラテ ア 。 

@ ア ン ブ レ ラ (し ) 

ショ ウ ハ ム プロ ジェ クト の 要 と な る 、 大 気 圏 
外 に 建設 され た 巨大 な 符 。 こ れ に より ピュ ア 
な 太陽 エネ ルギー を 収集 する 。 
イン ター プリ ター 

| ・ 通 訳 、 通 訳者 。 

5・ プ ログ ラム の 内 容 を 、 そ の 都度 機械 語 に 
翻訳 し な が ら 実 行 し て いく 言語 方 式 。 
イン ナー スー ツ ( あ ) 

ナイ ト セ イ バ ー ズ が 、 ハ ー ド スー 一 
る 前 に 着 る 薄手 の アン ダー ウェ ア 
@ イ ン ナ ー メ タル 

新しい ハー ドス ー ツ 着用 時 に 使わ れる 粘液 体 。 


ツ を 着装 す 


( ひ ) モバ イル ピッ ト 


( ふ ) ドラ ゴン ライ ン 
1970 年 代 後半 に ニュ ー ヨ ー ク で 結成 され た 私 
設 自警 団 。 繁華 街 や 地下 鉄 な どの 治安 維持 の 
為 、 ボ ラン ティ ア で パト ロー ル を 行う 。 そ の 
規模 は 世界 的 に 拡大 し 、 日 本 で も 活動 。 
@ ガ ラテ ア 

1 ・ メ イス ン が 名 づけ た 「『 素 体 」 の 名 前 。 
・ ギ リシア 神話 に 登場 する 女性 像 。 自 ら の 
作っ た 彫像 に 心 を 奪わ れ た キプロス モ ピ グマ 
リオ ン は 、 女 神 ア フロ ディ テ に 懇願 し て を 
与え て も らい 、 自 分 の 妻 と し た 。 

@ キ ャ ッ シ ャ ー マ シ ン ( ほ ) 

商品 の 識別 か ら 支 払い まで 、 セ ン サ ー を 潜 ら 
す だ け の 全 上 自動 。 使 用 する カー ド は 、 電 
バス 、 地 下 鉄 、 買 い 物 等 全 こ が 一 枚 で ま か な 
える 1D 兼 クレ ジッ トカ ー ド 。 

人 @ 巨 大 生物 ( こ ) 

ウィ ズラ ボ 以 前 の ブー マ 研 究 施設 に お いて 、 
コア の バイ オ 生 成実 験 過程 で 誕生 し た ミュ ー 
タン ト 。 触手 か ら 発する 振動 波 ご で ブー マ を 憧 
ら せ 捕 食す る 。 カ ン ブ リ ア 期 に 生息 し て いた 
古生物 が ベー ス に され て いる 。 

@ ク オリ ア 

質 。 性 質 。 

@ ク ロー ン 

遺伝 子 組成 が 同一 な 個体 群 、 単 一 個体 か ら 
性 的 に 繁殖 され た 群 属 や 子孫 、 複 製 生 物 。 
@ に 5 

外 区 に ある 、 ナ イジ ェ ル の バイ ク 工 房 。 
@⑥ に スー ツ ( ぬ ) 

AD ポリ ス の 戦闘 用 機動 強化 服 。 正 式 名 称 ・ 


装着 者 の 思念 に 反応 し て 、 ハ ー ド スー ツ こ と 
体 化 する 。 

@ イ ンプ ラン ト 

移植 。 体 内 に 異物 を 埋め 込む 事 。 

@ へ リポ リス 

アド ヴァ ンス ト ポ リ ス 。 警察 機構 に 新設 さ 
拉 SU 
口 の 特務 警察 で あっ た が 、 マ ッ ド ブー マ 事 件 
の 増加 に 伴い マッ ドブ ー マ 対 策 専門 の 部 署 と 
され る 。 レ オン 日 く 「 ブ ー マ 事 故 の 収拾 屋 」。 
@N ら GA 

アメ リカ 国家 安全 保障 局 。 

@ ウ ィ ズ ラボ (た ) 

ブー マ 研 究 施設 。 所 長 の ステ ィング レイ 博士 
の 元 、 ブ ー マ の 実験 、 開 発 が 行わ れ て いた 。 
ナイ ジェ ル 、 メ イス ン も 当時 の 所 員 で ある 。 
eU33 年 、 完 成 し た 素 体 の 暴走 に より 壊滅 。 ゲ 
ノム の 起こ し た 地震 に よっ て 地下 へ と 埋没 し 、 
地殻 流動 に より 、 そ の 所 在 は 不明 と な っ た 。 
ウェ ン ブ リ ー ス タ ジ ア ム 

ロン ドン に ある サッ カー 場 。 コ ン サ ー ト 会 場 
と し て も 使用 され 、 ロ ッ ク の 聖地 と され る 。 
プリ ス は ここ で 歌う の が 夢 。 

@ カ ー ゴ (ね ) 

ショ ウ ハ ム プロ ジェ クト 用 の 機材 を 積み 込み 、 
スカ イフ ッ ク に よっ て 宇宙 へ こと 運ば れる 。 
ガー ディ アン エン ジェ ル 


K デ 11 対 ナー マ 用 ワー ドス えー 
人 @ 携 帯 NAV| ( く ) 
携帯 ナビ ゲー ショ ン シ ス テム 。 音声 の みな ら 
ず 、 映 像 も 送受 信 で きる 。 ナ イト セイ バー ズ 
達 の 連絡 用 に も 使用 。 
1 

1 ・ ゲ ノム コー ポレ ーション の 略称 。 
e ・ 生 物 の 染色 体 の 基本 と な る 一 組 。 も し く 
は 、 そ の 染色 体 に 含ま れる 遺伝 子 全体 。 
人 グ ノム コー ポレ ーション 
ブー マ の 製造 販売 か ら 、 エ ネル ギー 開発 計画 


(へ ) シャ トル ミサ イル 


と する と 土塊 に 戻っ て し まう 。 中 世 ヨ ー ロ ッ 
パ で は 『 無 か ら 有 を 、 人 が 人 を 造る 」 と いう 
ー つ の 錬金術 的 思想 に まで 高め られ た 。 
@ サ ー バ 

特定 の サー ビス を 行う ラコ ンピュータ 。 

人 @ け サプライ ヤー パレ ッ ト 

スカ イフ ッ ク の カー ゴ を 運ぶ 台車 。 

人 @ シ ー ド 

ブー マ の 種子 。 ミ 0 の NN 
た 松 果 体 を トレ ー ス し て 組み 立て られ た 、 

ノ メ カ ニズム 。 

人 @ シ ャ トル ミサ イル (へ ) 

大 気 圏外 の 目標 を 攻撃 可能 な 核 ミ サイ ル 。 ガ 
ラテ ア 攻撃 の 為 、NGA が 使用 。 

参 シ ョ ウル ハム プロ ジェ ウト 

ゲノム の 推 奨 する エネ ルギー プロ ジェ クト 。 
大 気 園 外 に 建造 し た アン ブレ ラ に ピュ ア な 太 
陽 エ ネル ギー を 集め 、 そ れ を 地上 に 送り 込み 、 
ドラ ゴン ライ ン に よっ て 東京 中 に 供給 し よう 
と いう 壮大 な 計画 。 
る シル キー ドー ル ( う ) 

シリ ア の 経営 する ブティック 。 地下 に は ナイ 
ト セ イ バ ー ズ の ピッ ト が あり 、 店 内 の 更衣 室 
の 奥 に 隠さ れ た エレ ベー ター で 出入 り 出 来る 。 
店 内 の 水槽 は 屋上 の プー ル に 繋が っ て いる 。 
@ シ ナブ ス 伝 達 


電気 的 興奮 が ニュ ー ロ ン ( 神 経 細胞 ) か ら ニ 
ュー ロン に 伝達 され る 部 位 を シナ プス こと 言 い 、 


その 興奮 伝達 が シナ プス 伝達 で ある 。 
信博 報 局 管理 ヒン ター 

AD ポリ ス 内 の 、 ネ ネ の 勤め る 部 署 。 東京 中 
の ブー マ 関 連 事件 の 情報 は 瞬時 に し て 全て ご こ 
こ に 集め られ 、 フ ロン ター へ と 連絡 され る 。 
人 @ 人 工 地 震 発生 シス テム 

元々 は ゲノム の 軍事 部 門 が 兵器 使用 目的 で 開 
発し て いた が 、 素 体 の 暴走 を 止め る 為 こ れ を 
使用 。 そ れ に より 、 震 災 が 引き 起こ され た 。 
@ ス カイ フッ ク (は ) 

ショ ウ ハ ム プロ ジェ クト 建設 の 為 に 使わ れる 、 
機材 運搬 用 の 装置 。 大 気 圏 欠 に 浮か ぶ 中 心 部 
か ら 対 極 に 伸び た 2 本 の 長い ポー ル が 、 二 日 


まで 扱う 巨大 企業 。 

ゲノム タワ ー (か ) 

ゲノム コー ポレ ーション 本 部 ビル 。 東京 湾 の 
中 央 に そびえ 建つ 巨大 な 塔 。 
コア チッ プ (で) 
ブー マ の 中 桜 。 素 体 の コア の 複製 か ら 、 自 我 
を 抜い た も の 。 ブ ー マ 暴 走 の 要因 も この コア 
の 異常 化 に ある の だ が 、 そ の 全容 は ステ ィ ン 
グレ イ 博 士 の み が 知 り 、 博 士 亡き 今 、 大 半 が 
ブラ ッ ク ボ ックス と 化し て いる 。 そ の 為 、 未 
だ マッ ド 化 の 原因 は 解明 され て いな い 。 

@ コ ゴー レム 

ユダ ヤ の 伝承 等 に 登場 する 、 魔 術 で 動く 土 像 。 
額 に へ ブラ イ 語 “gmeth (真理 )” と 彫っ 
て 呪文 を か ける と 術 者 の 意 の まま に 動く よう 
に な る が 、 頭 文字 を 削っ て 「meth ( 死 )」 


( そ ) マイ クロ ウェ イブ 砲 


( せ ) リン ナ の スク ー タ ー 


一 周 の 間隔 で 回 転 し 、 先 端 部 が 地表 (房総 
沖 プ ラッ ト ホ ー ム ) へ と 近づい た 時 に コン テ 
ナ を 接続 、 半 回 し て 宇宙 空間 に 到着 する こと 機 
材 を 置い こと 、 ま た 地表 に 戻る と いう シス テム 。 
@ ス ライ ダー パレット (の ) 


スカ イフ ッ ク の カー ゴ を 運ぶ 台車 。 

@ ス クラ ン ブ ル 

電波 信号 を 複雑 に 乱 し て 暗号 化す る 事 。 
@ セ キリ ア 


プリ ス の 所 属す る ロッ ク バ ンド 。 ボ ー カ ル テ 
プリ ス 、 ギ ター= テ マク ソン 、 ベ ー ス ニテ フォ ッ 
クス 、 ド ラム ニテ ジ ェ イ ド の 4 人 編成 。 

人 @ 素 体 

ウィ ズラ ボ で 開発 され た 、 全 て の ブー マ の 原 
形 こ と な る 存在 。 フ ェ ノ メ ノ ン を 発し 、 ブ ー マ 
を マッ ド 化 させ る 力 を 持つ 。 実験 体 と な っ た 


( す ) メト ロ エ キ スプ レス 


= に 
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信 こ の 時 点 で は どこ に で も 
いる 普通 の 少女 こい う 感 じ 


最終 形態 


1 ほぼ 同 二 人 物 な 
の だ か ら 当 た り 前 
だ が 、 シ リア の 幼 
少 時 代 と そっ くり 
な ガラ テル 。 こ の 
幼 さ が ど 


と か 悲し 


ジリ ア ど うめ 有三 
つの 顔 を し な が ら 、 
雰囲気 の 違う ガラ 
テア 。 ま さ し く 、 
女神 "と いっ た 
イメ ー ジ で は ある 


/ 
sy 9 | 


1 っ 83 話 か ら 登場 し た 女神 像 。 
荘厳 さと どこ か 異質 な 共 囲 気 『 
の 両方 を 感じ させ る ング トリック 4 


5 
AA 、 
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斉藤 新 明 、 福 井 拓郎 、 守 田 芸 成 、 
中 屋 了 、 中 川 義久 、 藤 本 明子 、 
渡辺 美佐 、 福 永 紗 人 、 浅 井 智 栄 、 
酒井 博美 、 部 谷 訓子 、 田 中 聡 、 


滝 吾朗 


秋吉 育子 、 浦 田 武治 、 野 口 陽子 、 


丸 加 奈子 、 沖 田 篤志 、 原 和泉 、 
小野 涼 司 、 神 原 大 仁 、 津 野田 和 
江 、 浅 井 智 栄 、 新 井 貴 弘 、 椎 名 
剛 弘 、 鈴 木 孝 典 、 原 修一 、 金 
明 大 、 吉 田 照美 、 藤 野 弥生 、 小 
山 知子 、 中 村 祥 子 、 斉 藤 新 明 、 


吉田 浩美 、 稲 岡 壮 樹 、 平 林 隆 史 、 
福井 拓郎 、 及 川 啓 、 片 山 義夫 、 
土井 智晴 、 細 田 直人 、 近 藤 唯 人 、 
清水 春香 、 酒 井 和男 、 沼 憲子 、 


子 、 梅 林 由加里 、 綱 野 佳子 、 秋 


葉 奈美 恵 、 高 井 彩子 、 黒 崎 彰 浩 、 
坂田 理 、 浅 野 陽二 、 高 橋 剛 、 


工藤 真弓 、 石 渡 浩 、 小 田 弘 子 


広岡 歳 仁 、 数 藤 健司 、 今 岡 大 、 
渡部 寿 也 、 中 村 和 人 久 、 山 本 公 浩 、 


奥村 幸恵 、 飯 田 友和 、 佐 藤 朗 子 
康 文 舘 、 部 眞 英 、 池 谷 俊之 
工藤 真司 、 石 渡 浩 、 ス タ ジ オ 
ライ ン 、 す た じ お ガッ シュ 、 中 
村 プ ロダ クシ ョ ン 、 ウ ォ ン バッ 
ト 、 ス タ ジ オ マー ク 、 ス タ ジ オ 
アル ファ 、 マ ー サ 、 京 江 動 画 、 
スタ ジオ シー タ 、 ス タ ジ オ ミュ 
ウ 、HANA PHO、 東 京 ア ニ 
メー ショ ン セ ンタ ー、 
PRHODUCTIN 1.6、 
LEE PHO、 童 夢 、FAI イ ン 
ター ナシ ョ ナル 、 上 海南 通 斬 伯 
麦 動画 公司 、 星 山 企画 、 イ マジ 
ン 、 ブ ー メ ラン 、 エ ム ア イ 、 進 
藤 プ ロダ クシ ョ ン 、 博 英 、 ホ 
ワイ トラ イン 、 和 プロ 、 オ ー 
ツー、KANON 

渋谷 圭子 、 関 美恵 子 、 金 丸 ゆ う 
子 、 斉 藤 麻 記 、 鴻 野 明 子 、 新 井 
正春 、 杉 森 司 、 北 村 浩 二 、 島 
方 亜矢 子 、 ま す だ よ し まさ 、 松 
岡 珠江 、 今 川 和 行 、 千 葉 賢二 、 
浜野 茜 、 佐 藤 丈 志 

真 家 一 義 、 関 美恵 子 、 本 郷 二郎 、 
安達 恵子 、 阿 部 紀子 、 江 口 哲 治 、 
関口 智子 、 木 村 栄 美子 、 遠 藤 菜 
緒 美 、 松 岡 珠江 、 佐 藤 直子 、 山 
森 靖 子 、 音 藤 麻 記 、 浜 畑 輝 美 、 

木下 亜 津 子 、 高 木 章 代 、 杉 浦 仙 
ー、 競 昌 則 、 北 村 浩 二 、 佐 藤 
丈 志 、 新 井 正 春 、 杉 森 司 、 北 
村 浩 二 、 島 方 亜矢 子 、 ま す だ よ 
し まさ 、 箕 輪 綾美 、 大 内 綾 、 


今川 和 行 、 山 森 靖子 、 浜 畑 輝美 、 


熊澤 稚 佳子 

本 郷 二郎 、 競 昌 則 、 大 下 亜 津 
子 、 和 杉浦 仙一 、 高 木 章 代 、 阿 部 
幸子 、 伊 東 さき 子 、 伊 藤 照 美 、 
大 西 峰 代 、 箕 輸 綾 美 、 日 比 久 恵 
子 、 大 内 綾 、 鈴 木 祐香 、 鴻 野 
明子 、 鈴 木 衣里 、 田 口 恵 理子 、 
山田 ひろ み 、 小 川 さ ゆり 、 小 原 


真由 美 、 鬼 塚 美 季子 、 緒 方 佳代 、 
菊地 淳子 、 的 場 良子 、 長 沢 辰 美 、 


江 野 村 み き 子 、 秋 元 ヒ ロ 子 、 金 
久保 高 央 、 羽 根 石 幸 核 、 平 尾 あ 
い 子 、 鈴 木 純代 、 浜 野 茜 、 熊 
澤 稚 佳子 、 片 桐 聡美 、 佐 々 木 夏 
江 、 阿 部 紀子 、 内 山 鉛 栄 子 、 瀬 
古 由 布 子 、 諸 富 孝 子 、 谷 路 し ず 
江 、 中 沢 敦 、 阿 部 千恵 子 、 庄 村 
みつ 代 、 江 川 正雄 、 渡 辺 貴 士 、 
北村 浩二 、 佐 藤 丈 志 、 ま す だ よ 
し まさ 、 あ きも と ひろ こ 、 千 葉 
賢二 、 梅 本 栄 里 、 ス タ ジ オ オー 
エム 、 ス タダ ジオ ロリ す た じ お 
ガッ シュ 、 京 江 動 画 、 ス タ ジ オ 
ミュ ウ 、HANA PHO、 ス タ 
ジオ ポッ ケ 、 ラ イト フッ ト 。 ム 
ーー の し 選 選 同和 イッ 
ター ナシ ョ ナル 、 上 海南 通 斬 伯 
麦 動画 公司 、 星 山 企画 、 ピ ー コ 
ウッ ク 、 宮 央 アニ メー ジョ ンス タ 
ジオ 。 マーサ 、 民 送 カラ ー 


セッター。 T ロ プロ ダク ショ ン 、 


博 英 、WOO in、 ス タ ジ オ ア 
ルフ ァ 、KANON 
スタ ジオ ミュ ウ 


前 川 孝 、 福 田 貴博 、 新 井 正春 、 


小森 靖彦 、 木 原 悦郎 、 千 場 豊 、 
長谷 川 敏 生 、 中 島 正 之 、 マ リッ 
クス 

丸山 由紀 子 

アト リエ ム サ 

大 久保 修一 、 加 藤 正樹 、 大 川 真 
由美 、 篠 崎 英 子 、 小 倉 隆博 、 貴 
志 泰 臣 

狭 プロ ダク ショ ン 


本山 正紀 、 小谷 隆之 、 清 水 隆夫 、 


山口 忍 、 鍵山 晶子 、 津島 めぐ 
み 、 西 村上 康浩 、 服 部 一 宏 、 永 井 
洋子 、 小 杉 光 芳 、 前 美智 子 、 高 
橋 明 希 、 北 村 公平 、 金 島 邦 夫 


藤井 か お り 、 徳 田 俊之 、 中 田 し 
ず 子 、 糸 満 昭 、 梶 原 芳郎 、 石 
原信 明 、 清 水彩 、 高 橋 智 子 、 
南沢 貞子 、 清 水 健 也 

ほ わ いと まっ ぷ 
長谷 川 正史 、 野 澤 洋 、 遠 藤 さ 
ちえ 

矢島 洋一 、 若 松栄 司 、 下 野 哲人 、 
甲斐 政 俊 、 佐 南 友 理 、 清 水 計 


影 監督 藤田 正明 、 佐 藤 均 、 関 戸 宏樹 、 
遠藤 泰久 
影 虫 プ ロダ クシ ョ ン 
諫 川 弘 、 鈴 木 秀 男 、 山 口 利 明 、 
伊藤 あい 子 
A10 撮 影 課 


安原 俊之 、 谷 垣 宏 、 山 内 正太 、 
阿部 安彦 、 山 本 猛 、 太 田 和 享 
トラ ンス アー ツ 

遠藤 泰久 、 橘 高 敬司 、 酒 井 邦彦 、 
竹内 尚 、 奥 井 厚 子 、 津 村 浩 彦 、 


だ いけ ん いち 
1MG 
t. ヴ ィ オ ラ 
珈 期 礁 
あど り ぶ 
ベス イー ペン 
編 集 松村 正宏 、 伊 藤 裕 (JAY 
FILM) 
現 像 IMAGT1OA 
タイ トル マキ ・ プ ロ 
音 楽 昨 永 巧 一 
音楽 プロ デュ ー サ ー 野崎 圭一 
音楽 制作 ビク ター エン タテ イン メン ト 
音楽 協力 テレ ビ 東 京 ミ ュー ジッ ク 
効 果 佐々 木 純一 
録 音 川崎 公 敬 
録音 スタ ジオ タバ ッ ク 
音響 制作 アー ツ プ ロ 寺尾 桂子 
オー プ ニ ン グ テー マ  『y' knOW』 
作詩 須藤 あさ ら 
作曲 GAGE KOIZUMI 
編曲 是 永 巧 一 


歌 ア プリ ス ・G・ ア サギ リ 

オー プ ニ ン グ アニ メー ショ ン 

演出 ・ 絵 コン テ ・ 原 画 菅沼 栄治 

作画 監 山田 正樹 

原画 高岡 淳一 、 金 子 秀 一 、 松 本 文男 、 
伊東 伸 高 、 吉 田 英 俊 、 村 木 靖 、 
冨田 与 四 一 、 坂 野 龍 宏 

ギ ツ デ イシ ング デー マ 『Waiting fOr YOU』 

作詞 須藤 あき ら 

作曲 須藤 あさ きら 

編曲 / 昨 永 巧 一 

歌 ノ 須藤 あさ きら 

エン ディ ング アニ メー ショ ン 

絵 コ ン テ ・ 演 出 ・ 作 画 中 沢 一 登 


デジ タル ワー クス あお き 武 、 設 楽 希 、 デ ィ ジ メ 
ンー 

設定 協力 高 食 武史 、 山 崎 健 志 、 真 崎 隆 春 、 
吉田 幸一 郎 、 八 谷 賢一 

タイ トル ロゴ 神宮 司 訓 之 

制作 進行 安楽 春 一 、 小 野 涼 司 、 浅 田 貴 浩 、 


小山 備 也 、 岩 城 三 成 、 天 笠 秀 人 、 
都 野 雄 大 、 長 路 由紀 子 、 菊 池 一 
真 、 山 口 雑 士 、 柴 田 知 典 、 桶 原 
英 起 、 石 灘 賢 、 岩 田 義彦 、 吉 
田 敏 裕 、 吉 田 敏 容子 、 山 本 真一 、 
川合 英司 、 山 崎 則 資 、 菊 池 一 真 、 
佐々 木 一 也 、 遠 藤 広隆 、 新 津 祐紀 


文 芸 気賀 沢 昌 志 
設定 制作 知 訪 明 仁 
制作 デス ク 上 川畑 修一 
担当 協力 野澤 勝彦 、 関 裕幸 、 川 上 聡 
番組 担当 小林 教子 (テレ ビ 東 京 ) 
番 宣 担当 伊藤 淳 了 (テレ ビ 東京 ) 
プロ デュ ー サ ー 小松 茂 明 
井上 博明 
隈 部 昌一 
アニ メー ショ ン 制 作 協 力 童夢 
AP ロロ 
FRHONT LINE 
ラ ヲイ ジータ 
序 、 し 、: 
ドラ ンス アー ツ 
スタ ジオ ガゼル 
アニ メ ・ ア ー ル 
MOOK 
アニ メー ショ ン 制 作 A1O 
製 作 日 本 ビク ター 


BUBBLEGU ル 1 CR/S/S 


脚 本 小 中 千 昭 
村井 さだ ゆき 
プロ ダク ショ ン デ ザイ ン 荒牧 伸 志 
キャ ラク ター デザ イン 山田 正樹 
総 作画 監督 山田 正樹 
高岡 淳一 
ビジ ュ ア ルディ レ ウ クウ ター 
レイ アウ ト 監 修 外山 九 市 
美術 監督 池田 繁 美 
色彩 設計 大 槻 浩司 
音 楽 是 永 巧 一 
音響 監督 本 田 保則 
ハー ドス ー ツ 原案 園田 健一 


| 八 プ フル ガム フラ イシ ス TOKYO2040」 TV 放映 リス ト 


テレ ビ 東 京 に て 、1998 年 10 月 7 日 より 1899 年 3 月 81 日 まで 、 毎 週 水曜 日 55 : 15 一 5 : 45 (] 話 5 : 395 一 、 話 95 : 45 一 、11 


ナチ イジ エル 。 ニッ ク 


メイ ジオ 

に = 店 上 

ケイ ン 、 ビル 、 他 
メイ スン 

ダイ アシ ー 


クタ ズ イ 、 ジ ェ イ ド 、 他 


フォ ッ ク タス 、 他 


マク ソン 、 ダ ニ エ ル 、 他 
ステ ィング レイ 博士 


| 稀 
雪 思 五 月 
夏樹 リオ 
小西 寛子 
染 田 清 之 
上 田 祐司 
山口 健 
麻 智 久 
増田 ゆき 
安井 邦彦 
中 田 譲治 
中 村 正 
室 園 丈 裕 
石川 和 之 
鈴木 辺 磨 
有 本 傘 隆 


秘書 


に に aa 

エレ シン 

リ シ ルナ の 球 
マサ キ 

シャ ヤン 先 生 
マイ ルズ 

ガラ テア (少女 ) 
ヤノ 

に る りあ 

モト スレ イブ 


ブー マ ( 索 号 )、 他 
秘書 ブー マ (弐号 )、 他 


第 | 話 一 第 c4 話 放映 (18 月 30 日 と 翌年 の ] 月 16 日 は 特番 の た め 休 止 ) (NET 局 : WTV、TVN、BBO) 


渡辺 美佐 
石井 七 央 子 (直子 ) 
山田 美穂 

宮田 始 典 

氷上 恭子 

喜田 あゆ み 

石川 英郎 
鈴木 昭 生 

宇垣 秀 成 

堀江 由衣 

亀井 三郎 
前 田 こ の み 
銀河 万 丈 
安達 まり 

清水 敏 孝 

刀 村 健次 


話 B : 15 一 、19 話 5 : 5 一 ) 


話 数 サブ タイ トル 脚 本 終 コ ン テ 演 出 作画 監督 制作 担当 放映 日 

ep.1 Can't Buy A Thril 小 中 千昭 林 宏樹 西山 明 樹 彦 青野 厚司 童夢 98 年 10 月 7 日 
ep.2 Fragile 小 中 千 昭 林 宏樹 中 山岳 洋 中 山岳 洋 APPP "8 年 10 月 14 日 
ep.3 Keep Me Hanging On 小 中 千 昭 林 宏樹 八 谷 賢一 青野 厚司 童夢 "98 年 10 月 1 日 
ep.4 Machine Head 小 中 千 昭 。 小林 孝志 久志 秀 彰 誠 計 守 幸 AIO 8 年 10 月 Z8 日 
eD.5 Rough And Ready 小 中 千 昭 井 礁 清高 八 和 谷 賢一 加 野 晃 童夢 "9B 年 11 月 4 日 
ep.6 GetltOn 小 中 千 昭 別所 誠 伊達 勇 合 山 沢 実 フロ ント ライ ン 98 年 11 月 11 日 
ep.7 Look at Yourself 小 中 千 昭 外山 九 市 三 泥 無 成 佐藤 道 奴 APP ロ "98B 年 1] 月 18 日 
ep.8 Fire Bal 小 中 千 昭 林 宏樹 柳瀬 雄 之 柳瀬 雄 之 AIO "dB 年 11 月 25 日 
ep.9 My Nation Underground 村井 ご さだ ゆき 細田 雅弘 棚橋 一 徳 南 伸一 郎 ライ フワ ー ク 98 年 1 月 日 
ep.1O WokeUpWithAMonster 村井 さだ ゆき 小林 孝志 和栗 井 重 紀 小山 和弘 九 魔 98 年 19 月 9 日 
ep-11 SheerHeart Attack 小 中 千 昭 。 岡野 僚 男 鈴木 功 代 只 芝 冶 BIG 98 年 1 月 16 日 
ep.12 Made in Japan 小 中 千 昭 黒田 や す ひ ろ 小田 雅 布施 木 一 喜 トラ ンス アー ツ "dB 年 1 月 3 日 
ep.13 Atom Heart Mother 村井 さだ ゆき 時 由 敏 骨 由 敏 大 下 久 馬 ムー タダ 99 年 | 月 13 日 
ep.14 Shock Treatment 村井 さだ ゆき 吉田 英俊 吉田 英俊 佐藤 道 雄 AIO "99 年 ] 月 g0 日 
ep.15 Minute by Minute 小 中 千 昭 岡野 倖 男 鈴木 薫 松山 光治 BIG "99 年 ] 月 g7 日 
ep.16 ISurrender 小 中 千 昭 外山 九 市 棚橋 一 徳 南 伸一 朗 ライ フワ ー ク 98 年 8 月 3 日 
ep.17 Moving Waves 村井 さだ ゆき 黒田 や す ひ ろ 細田 雅弘 小山 和弘 九 魔 99 年 月 10 日 
ep.18 WeBuilt This City 村井 さだ ゆき 骨 蝶 敏 蝶 曰 敏 関口 雅 洗 あー タ 98 年 8 月 17 日 
ep.19 Are You Experienced? 小 中 千昭 紀生 究 一 伊達 勇 登 山 沢 実 の 四 少 h ラ イッ "99 年 ? 月 4 日 
ep.20 One Of These Night 小 中 千昭 し の だ よし の し の だ よ し の 宮藤 仁義 ガゼル 99 年 3 月 3 日 
ep.21 Close To The Edge 村井 さだ ゆき 吉田 徹 吉田 徹 佐々 木 一 浩 W ア ー ル 99 年 3 月 10 日 
ep.22 Physical Graffiti 村井 さだ ゆき 中 川 聡 中 川 聡 Keny 松 平 B1G "99 年 3 月 17 日 
ep.23  Hydra 小 中 千 昭 渕上 真 渕上 真 関口 雅 洗 ホー ツ グ 98 年 3 月 Z4 日 
ep.24 Light My Fire 小 中 千 昭 外山 九 市 伊達 勇 登 山 沢 実 フロ ント ライ ン !99 年 3 月 31 日 
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FLIGHT 


還 イ ラス トレ ーション : ・ 日 比 智 恵子 / 育 景 : アト リエ むさ 


「 ど うし て 私 を そん な 目 で 見 る の "P」 


「 肝 前 >ldFQ 。 と 騰 
HO は SS 日 8 店 」 


1 
ユ 


(テー 半 ー ト ! 


ら 当 黄 誤 ささ 


"人間 に 近 す ぎ た が 導 の 不 完 王 . 


ー せ こく の ひさ O 財 ささ 骨 IO 
ri 員 ヘ メー 0 は 届 ③ で HMI は 


「 た だ の 人 間 の 模造 品 な ご を 
求め て いな か っ た ステ ィング レイ 博士 は 、 
いか な 存在 と し て 私 を 創造 し た の か 」 


ゲノム タワ ー を 取り 込み 巨大 な 女神 像 

今 、 宇 宙 へ 向かっ て 上 昇 し つつ あっ た 。 

微 必 な ナノ メカ ニカ ル の コア と し 開 才 

ィング レイ 博士 の 娘 ・ シ リア の 脳 内 視 味 下部 に イン プラ ント され 欄 で 人 間 を 学び 
模 條 し て 生命 を 宿 し 自我 を 得 て 素 体 と な る 彼女 。 や が て 彼女 を 基 に 亜人 第 1 号 で ある 
マッ キー ー が 生み 出さ れ た 。 し か し 、 彼 は 自我 を 持っ て 生ま れ た が た め に 失敗 作 と され 、 
その 後 量産 され る 複製 の コア か ら は 自我 が 抜か れる 事 に な る 。 自 我 を 抜か れ た 彼女 の 
複製 は ブー マ と 呼ば れ 、 人 に 仕え 、 人 に 忌み 嫌 わ れ 、 
一方 、 彼 女 は 機械 を 変質 させ る 現象 (フェ ノ メ ノ ン ) を 引き 起こ す 事 が 明らか に な り 、 
地 中 深 く 眠 り に つく 。 だ が 、 ーー や RA 

メイ スン に ガラ テア と 命名 され た 。 

成 圭 し た 彼女 は 人 が ブー マ を 受け 入れ な い 
事実 を 憂 い 、 神 と な っ て 世界 を 造り 変え る 
事 を 思い 立っ た の で ある 

その ガラ テア を 追っ て スカ イフ ッ ク の フ 

ッ ク 部 分 に 飛び 乗っ た プ 
ショ ウ ハ ム 計画 の 拠点 、。 革 。 中 

宙 空 間 に 建設 され た 巨大 な 傘 ・ ア ンプ レ N、、 べ の 
ラ に よう や (到着 し た 。 が 
和 ラ 学 隊 、 SN 
彼女 の 野望 を 阻止 する た め 、K S に は 走る 。 


せら れ 、 


※ 3 人 の KS は 、 


同時 に 愛さ れ な が ら 働き 続け た 。 


プリス 、 リ シナ 、 ネ 


その 時 既に ガ 


いぶ 


「 お 3 父 さ ま 。 ゴイ ング レイ 博士 。 
イン ター プリ ター。 個 は 総体 へ 進化 


採取 され た アン チ シ ー ド を コア に し て 形成 され て ゆく 
Me 。 
表皮 の な い 頭 部 が 、 人 工 眼球 を ギョ ロ つ か せ て いる 。 

そし て 、 そ れ を 冷た い 瞳 で 見 つめ る シリ ア 


「 私 は 、 人 が 人 を 見 下す 代わ り の 存在 。 
その 憎しみ を 全て 背負 わ さ れ る の が 、 
私 の レゾ ン ・ デ ー ト ル , 


生化 


浸 
に 


中 人 


圧 史 時 中 語 。 の WT 吾 対 掘 0 は 


ー メ ユ ら 須 藻 刀 本 書 で 


テー ご [て HSr'l 


准 / 下 


粒 MMSSIHUMI 和 は の 少 人 Aru 吾 
NN こと 対 惑 夫 お 演 藻 


に 』 引 記 】 


al 


し て ゆく 人 の 中 に 、 秩 上 


ニー の まま 進化 を 遂げ 、 衰 退 
な い 者 が 生ま れ た の も 、 た また ま ー 
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の か も し れ な い 」 


を 秩序 と 
y 定 され て いた 


っ は 
す 
りき 


/ ms ie: | 
私 の 自我 こと いう も の は まだ 生ま れ て 
いな か っ た 。 生 まれ て いた の は 私 と いう 自我 で 
は な く 、 存 在 だ け 。 人 が 他 者 を 視覚 に よっ て 誰 
知 す る ク ォ リ ア は 、 い か な る 精 級 な 機械 で あっ 
て も 、 引 き 起 こす 事 は 不可 能 だ っ た 」 


ステ ィング レイ 博士 に よ 
っ て シリ ア の 脳 に 埋め 込 
まれ 、 彼 女 そ の も の を 学 
び 、 吸 収 し た ナノ メカ ニ 
ズム (アン チ シ ー ド ) が 
再び 採取 され る 
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ち を 、 


ャ 』 


地 志 りや や マン 
11 


まれ た 者 7 


ー マ と 名 付け 


子 仕 


ら 生 


- げ 
つづ つめ 


を ぐさ 


E 
ブロ 


】。 * 

ジ 芝 ” 訪 し 39 覆 喉 ハ ー ト レ 
加 上 人 SRNHMHT さ 
KNー ド 色 玉 也 坦 N9? 誤 


む 得 りお 尺 く TTG 詳 窒 
根 いる NO 志 貴 ボード 


み 
部 弄 、 忌 
NG , 可 お 
WSE 
坊 ご KK 
WE つつ を 
| 
限 五 ” 玉 NU , 
りつ ねむ N6 1 
n 。 つろ 巴 
さ | 
Eu | 
ue9 | 
く 躍 上 
へ 


び 目 覚め 


。 < 旨 「IR 一 て 」 
ーー 下 量 AKI ト 3G 指 明 じ N 
へ 必 公 艇 隈 つう ^ ハー ドル レセ 
HHK て て 人 か 硝 直人 
Ph<CSEsPE こ (JI 


る っ て 


ト -」 
市 


) 


で も な い の に さ 。 酸 素 っ て あと どの ぐ 


「 こ ん な 所 まで 来 て 、 ご うい うつ も りや? あ 
や っ て 帰 ん の さ … 


胃 /「 記 人 浜 つ 民 Ne 骸 せ くさ GUG OS 公 
納 民 持 0 玉 NO 過 GD? NN で MD 江 交 小 つ 届 召 
黄 絡 つこ GC- 

み 

で い KAW 避 や 3 他人 和 05Rji ま の 2 
ピ い +6 〇 藤 け で 9 り S1 や KN9」 つ 到 つ ト JJ リ や を を りつ へ ハ ” 1 て G 下 罰 全 NG 


FL 町 TIHI ロ Im 


ー 


。 も うこ こ は 、 


で 」 


「 静 か 過ぎ る 
全て ガラ テア の 一 部 に な っ て い 


る の か *・ 


o 


GC 路 い 萌 り 夫 由 
@ 各 細心 刺 ] ドド †6 
人 る さ ら 細 。 や PD イー ドル り っ 0MH 握 上 唱 入 りつ 員 二 TO 
を まき 6 SMH で お ロー さり 皿 つ 骨 削 つ 名 
NN お VC 也 台 らき 6 つ ? 諾 や 盛り 求 ロ SD つ 仏 つ 咽 D 
すま た お て 堤 む Ne お 8… 
ンー ン n っ 所 
「 斉 克 つつ 46 人 0 つじ っ NG や " NE 「RINRN」 
避 避 要 村 N6 刀 SB ト JG 刀 上 唱 直 6 で 刀 G 尽 “ ご つ 。 rhJNJ 遇 折笠 6 科 一 へ 」 
べ R,Q 半 (QR 刀 4H じ G 柚 壌 6 認 皿 侯 4S 〇 ^ 藤 6 
店 164HUG 革 136G ロ ーー? 紀 
所 くせ ハー トド 想 ^ 『 
区 SN9 箇 りつ いり 也 む く で さこ G 友 守 」 委 
Sg 
ン お お 
い a 5 
ご W | 
「 護 思 へ KI ト 全て RUN へ 」 ロ 


「 疲 量 公 牙 つ 尽 証 NO0」 

「 門 量 公 と: 4⑯G 箇 了 や NN で CC 
り p っ 0 8 っ ” 弧 相 つら 仏 じ 
っ N9GCF」 

「 作 6 スハ ヘ ・ ヘ ロー ミ 
ペー ロロ 形 っ し "か に 届く 蛋 
時 Ne で ? ハウ U 失 刀 つ や 
門 母 的 中 HH 私 joN9」 


「 ロ ンジ や て.」 
inS」 
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「 あ た し は … あ た し は …」 


「 ふ SS 一 士 に 」 


き 
や 
あ 
あ 
あ 
あ 
つ 
/ 


少 た ビ の 瞬 錯 

ほ すす 
に コ 

出 の リ で プ る 

会 中 ア いり リリ 

う で 調 だ スン シン 
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密 \ 

リ 装 に つ 肢 
ス を 署 いて を 
は 施 だ ジ 呈 
幼 さ 2 リ っ 
いれ ヂ だ 


「 シ リア や … シ リア な の "の 」 


OT 答 9」 


「 補 ぐし 困 計 本 」 
ざ 


夷 9HS 中 ,S さ で 


ドー| 
ヶ 対 9† 


で 計 紀 


シリ ア の 面影 を 持つ 少女 に 問い か ける プ 


時 


リス 。 し か し 少女 は その 質問 に 答え ず 、 
無 表 情 な まま 奇妙 な 事 を 語り か ける 


FTA+ よ ぐ 
ひ う 


プリ ス が 少女 の 正体 に 気付 いた 瞬間 、 剛 
光 が き ら め き 、 現 実 が 舞い 戻る も 。 そ こ に 
は 居 え きっ た リン ナ の 姿 が … 


リン ナ が 正気 を 取り 戻す の を 待っ て い 


た よう に 、 二 人 の 前 に 出現 する 二 つ の 
白い 影 ! その 頃 ネ ネ は 、 操 作 不能 の 
傘 を 相手 に 苦闘 を 続け こい た 。 だ が 、 
ガラ テア に よっ て 物理 的 に 支配 され た 
傘 が 微動 だ に する は ず も な か っ た 。 そ 
の 事 に 気付 いた ネネ の 育 後に も 、 彼 女 
自身 の 姿 を し た 白い 影 が 現れ る / 


Walking On the Moc 


太陽 光 が ア ンプ レラ を 照ら すま で 残さ ね 
ム に 向かっ た ネネ は 、 そ こ で 直接 コン 
えよ うと する 。 一 方 、 プ リス と リン ナ は 、 エ ネ ・ 

メ ノ ン の 影響 で 変質 を 始め る スー ソ を 押し 止め る た め 、 精神 力 に よる 戦い を 色 い られ 
る 。 セ ンタ ー 内 に 突入 し た 二 人 が 見 た も の は 、 ガ ラテ ア に 支配 され ブー マ の 巣 と 化し 
た シス テム の 核 だ っ た 。 必 死に ネネ が 傘 の 向き を 変え よう と 操作 し て も 、 傘 は ブー マ 
化し た 触手 に 操 ら れ て いる 。 そ こ に 突如 出現 する 3 つの 白い 影 。 ガ ラテ ア が 生み 出し 
た ニセ の K S だ / 自身 の 影 と 戦い を 繰り 広げ る 三 人 。 苦戦 する リン ナ を 喘 笑 す る よ 
うに 「 つ ま ら な い 生 き 物 」 と 言い 切る ガラ テア 。 こ の 言葉 が 怒り を 原動力 と する リン 
ナ に 炎 を 付け た 。 形 夫 は 一 共に 逆 暫 。 白い K S は 次 々 と 本 物 の K S 連 に よっ て れ ち 人 
され る 。 し か し この 間 に 大 陽光 は アン プレ 

ラ に 注ぎ 、 一 発 目 の フェ ノ メ ノ ン の ビー ム 
が 地球 に 送り 込ま れ て し まっ た 。 第 2 波 を 
阻止 する べく 、 再 度 行動 を 開始 し よう する 
ネネ と リン ナ に 、 プ リス は 自分 一 人 で 行く 


と 言い だ す 。 だ が リン ナ も ネネ も 、 そ ん な 


言葉 を 受け 入れ る ハズ が な い 。 結局 三 人 で 
シス テム の 核 を 破壊 し 、 自 爆 さ せる 事 に 成 | 
功 す る 。 が 、 そ の 爆発 に リン ナ と ネネ が か 巻 ! 
き 込 まれ 、 宇 宙 空 間 に 飛ば され し まっ た グ 


アン ブレ ラ の メイ ン ・ コ ント ロー ル ・ ル ー ム に や っ て 来 
た ネネ 。 セ ン サ ー が 来訪 者 を 察知 し て 室内 に 照明 が 点灯 、 
シス テム が 正常 に 作動 し て いる 事 に 安 増 する 。 そ こ で ネ 
ネ は 、 コ ン ソ ー ル を ハー ドス ー ツ か ら 繰 り 出 し た ワイ ヤ 
ー で 連結 し 、 ダ イレ クト に 傘 を 操作 する こと に 。 さ す が 
の ネネ も この 作業 に は 抵抗 を 感じ る よう だ 


「 ざ WEO は ( い 
ー%MKCNI 


NN に 基 5S| 


ヽ ー 
ー 


「 プ リス / これ は !?」 
「 フ ェ ノ メ ノ ン が 漏れ 出し て る 」 


エネ ルギー・ セ ンタ ー に た ご どり 着い た プリ ス と リン 
ナ は 、 そ こ か ら 漏 れ だ し て いる フェ ノ メ ノ ン に 気付 
く 。 こ こ で は 気 を 許す と ハー ドス ー ツ が 瞬時 に マッ 
ド 化し て し まう と 、 気合 を 入れ る プリ ス 達 


「9rU!9HO で 民 ア 


ざる | 定 陣 環 生 ビー アー 
呈 。 計 時 困 . 装 計 」 


中 すさ ヶ 時 ゆ 導 (t 


市 多 
現 U 


ンク ァ 4 意識 を し っ か り 持 つん 
だ 。 自 分 は ブー マ に 絶対 に 取り 込ま 
れ な いっ て /」 


「: っ 年 さ 4 ざ 時 」 


私 全 で 
と で ま 
つ 人 う 
よ 

る いく ヾ 
も 

「 今 の は ガラ テア の 声 / 」 呈 人 

「 や っ ぱり そう か 。 も う シ ョ ウ ハ 八 ム ・ 

シス テム 全体 が ブー マ 化 、 ガ ラテ ア 

に な っ ちまっ て る っ て 事 か 」 
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FL 町 TIHIIm| 


『 し ょ う が ね ー な 」 

「 な っ 、 何 が !?」 

「 こ うな っ た ら 、 エ ネル ギー・ セ ンタ ー 
を ぶっ 漬 す し か な い だ ろ 」 

「 ダ メ だ よ / さっ 寺 判 っ た で し ょ / 
あそこ に は フェ ノ メ ノ ン が 充満 し て て 、 
今度 入っ た ら ハ ー ド スー ツ は 
完全 に お か し く な る っ て ば /」 


先 に 降り な . 


「 正 義 の 味 万 。 


だ か らし ょ う が な いよ ね 、 
確か に 。 じ ゃ 先行 くわ 、 あ 
た し 」 


「 ネ ネ 、 


の ハル 
ヽ ー 
どー 


肌 
で | 壊 
感 ド 。 
じ ス 
れ の 
お 変 
の 容 
の を 
守 込 
ン ネ 58 
ン で 央 
O ネ し | 
ーー 生 
汗 2 
ア ゝ ヽ たり 
に ) ま 
lk / も 
きき 


「 た ぶん ね 。 だ か ら 、 
あたし 独り で 行く 」 


「 3 人 揃っ て 行っ た っ 
て ね 、 足 手 ま と いな 
ん だ っ そ と 。 臣 っ き 


ーー 


走れ /」 


SAVIIO OL/ ENINSNSING| 
寺 基 信人 で TU! 
で 面 対 肝 報 ビ ー( て お 皿 澤 ro 


で 民 人 一 


十 ざ こせ は で り び 商 


2 


叶 物 S ヽ メメ SHNI ご は ご 
。 入 の wl 呈 rT さ へ Qi 笛 


対立 叫 


「 う ん 。 あ た し た 
ち 、 や れる だ け 
や っ た よ …」 


アン ブレ ラ を 自爆 させ る 
事 に は 成功 する が 、 そ の 
爆発 に 吹き 飛ば され て し 
まう リン ナ と ネネ / 


fi 腔 寺 は ささ (1 。 は りり 族 避 


「SO' 字 と の 明 ロ ー ロ と さ 十 
ce 一 0 消 Or 民 叶 漏 小 へ は 英 外 」 


「 だ か ら 何 よ …」 

「 こ ん な つま ら な い 生 き 物 が 、 
どう し て 私 を 消滅 させ よう 、 
な ん て 考え られ た の で 」 

「 つ ま ら な い 生 き 物 …」 
あたし 一 あたし っ て …」 


「 神 が 決め た 事 
な ん だ も ん 」 


じ ら ん だ 
借 目 大 滞 と ( 
ん 分 も ns モン ) 
ほぼ 「 残 念 で し た 。 あ た し 、 占い と 
2 詩 |* ニー 
た 秋 か 信じ な いよ うに し て ん の 」 
る い 凍 
ル が だ ゃ や 「 つ ま らい な い 生き 物 」 と いう ガラ テア の 言 
な っ な 葉 が リン ナ を 奮起 させ る 。 持 ち 前 の 負け ん 気 
に が 爆発 し て 、 自 身 の 白い 影 を 打ち 破る リン ナ 
間 
村 
ん 
じ た 
ゃ が 
な 神 
較 い だ 
9 
メ て 


の 
ン 


「 何 言っ て ん だ ! 
そん な 事 、 誰 が 許す か よ ! 」 


自ら 姿 を 消す プリ ス の 白い 影 。 そ し て つい に 、 
地球 に 向け て 発射 され る フェ ノ メ ノ ン の ビー 
ム 。 呆然 と する リン ナ と ネネ だ が … 


「 ど うし た らい いん だ 


ガラ テア の 奴 、 
フェ ノ メ ノ ン の ビー ム を 地球 
に 向け て 撃 と うと し て る /」 


「 そ ん な 事 よ か 、 早 く な ん と か し な いと /」 


(ナレ ーション ププ リス ・ ア サギ リ ) 


天使 の 細 は 、 い ま 折 れ た 

喝 つ いた 心 と を 療 し 、 い つ し か また 空 へ と 戻っ て いく 
で も 今 は 、 た だ こう し て いた い 

大 好き な 唄 を 口ずさみ 、 時 の 流れ に 身 を 任せ る 。 


ビン 
こ に O 


その 根 い に 寄り 添い な が ら 
『 バ ブル ガム クラ イシ ス 」 最終 回 。 


TV シ リー ズ の 「『 バ ブル ガム クラ イシ ス 』 は 、 テ レビ 東京 の 深夜 (毎週 水曜 日 
5 時 15 分 一 5 時 45 分 ) 枠 で 半年 間 TV 放 映 さ れ た 。 企 画 そ の も の は 放映 の 、3 
年 前 か ら 動い て お り 、 初 期 段階 か ら 全 56 話 を 放映 予定 と し て 作業 が 進め られ た 。 
鐵 度 か 企画 は 頓挫 し か けた が 、 プ リス 風 に 言う な ら 、 そ れ を 気合 で 乗り 切っ 
た " スタッ フ は よう や く 放 映 枠 (放映 日 程 を 含む ) を 確保 。 し か し 、 番 組 の 途中 
で 年 末年 始 を 向かえ る 事 も あり 、 特 番 が 2 回 入る 事 が 後 か ら 決 定 する 。 丁 度 、 第 
] 話 の アフ レコ の 頃 の 話 で ある 。 そ れ は 全て が 予定 通り に 動き 出し た 後に 発生 し 
た 不測 の 事態 だ っ た 。 か くし て 本 誌 イ ンタ ビュ ー で 林 宏 樹 監督 や 小 中 千 昭 氏 が 語 
っ て いる よう に 、TTV 放 映 は ラス ト 話 を 残し 、g4 話 を も っ て 幕 を 閉じ た 。 5・ 
6 話 の 収録 され た ビデ オ テ ー プ 8&LD 第 13 巻 は 、2000U 年 に 発売 され る 。 


らら Bee YOU NBxt… 


(この つづ き は ビデ オ で ご 覧 くだ さい /) 
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一昔 段 は バイ ク を 愛し 、 


ライ ブ ハ ウ ス を 。 


熱 手 させ る ロッ ク ク イ ー ン 。 大震災 で 両 
親 を 亡くし 、 す さん だ 生活 を し て いた が 、 
内 に 秘め た 激しい 闘志 が シリ ア の 目 に と 
まり メン バー と な る 。AD ポ リス を 憎ん 
で いる が レオ ン に は 心 を 開く よう に な る 。 


軒 人 AD ポリ ス に 勤務 

する 女性 警官 。 ミ ー 

ハー な 性 格 だ が 、 天 才 的 
ハッ カー で 、 シ リア の コ 
ンピュータ に 侵入 し た 腕 
を 認め られ メン バー と な る 。 


攻撃 力 は 低い が 、 敵 の デー タ 


分 析 な ど に 才能 を 発揮 する 。 
@ 4 人 の 活躍 を 描い た 「 〇 D/ は O / セイ バー ズ 」( 神 塚 と き お 著 ) は 電撃 コミ ッ ク か ら 発 売 中 。 


ラル ゴ ( メ イス ン ) 


田 ブ ー マ に よる 新 世 界 創 千 
を 企む スー パー ブー マ 。 ビ 
ー ム 衛星 と 同調 する 機能 を 
持つ 。 そ の 頭脳 に は 、 メ イ 
スン の 意志 が 生き て いる 。 


田 レ オン の パー トナ ー で 、 
事件 現場 の 指揮 を 行う 。 ホ 
モ の 気 が あ る が 、 時 々 その 
* 女 の 勘 " で 事件 の ヒン ト 
を つか むこ と も ある 。 


R/SJS 


レオ ン ・ マ クニ コル 


囲 人 ポリ ス の 指揮 官 と し 
て 活躍 。 ブ ー マ 事 件 で は い 
つも ナイ ト セ イ バ ー ズ に 先 
を 越 さ れ て 面白 く な い 。 プ 
リス の 大 ファ ン で ある 。 


ee 


較 父 で ある ステ ィング レイ 捕 士 か ら 、 ブ ー マ ・ テ デ ク 
ノロ ジー を 脱 内 に イン プッ ト さ れ た 。 普 段 は ラン ジ 
ェ リ ー シ ョ ッ プ の オー ナー だ が 、 ゲ ノム の 野望 を 砕 
く た め 、 ナ イト セイ バー ズ の リー ダン と し と 幸 み 。 


ハイ テク 甲 調 、 ハ ー ド スー ツ を まとっ た 女 必殺 仕置 人 


4 人 の 崎 士 た ち は 、 


証 世 界 的 な ダン サー を 目指 し て 
いた が 、 ま だ フイ ッ ド ネス クラ 
ブ 勤 務 の 身 。 だ が 天才 的 な 反射 
神経 を 買わ れ メ ン バ ー と な る 。 


楽天 的 、 開 放 的 な 性 格 で 、 ド ジ 


な 一 面 も ある が 、 克 抜け の 優し 
さ を 持 っ た 女性 で ある 。 


レー ヴィ ン 博 士 

田 ナ イト セイ バー ズ の メカ 
の 開発 を 手掛け る 天 す エン 
ジニ ア 。 第 4 話 で ギブ スン 
の 求め に 応じ て グリ フォ ン 
の 違法 改造 に 手 を 貸し た 。 


マッ キー ステ ィング レイ 

還 シ リア の 弟 で 、 メ カ い じ 
り と ノ ソ キ が 好き な 少年 だ 
が 、 ナ イト セイ バー ズ の サ 
ポー ト や メイ ン テ ナ ンス も 
こなす 。 ネ ネ に 憧れ て いる 。 
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ブラ イア ン ・J・ メ イス ン 


弄 ク イン シー の 秘書 。 ス テ 
ィング レイ 博士 を 殺害 し 、 
ブー マ 技 術 を 手 に 入れ た 。 
様々 な 悪事 で 世界 支配 を 推 
進 す る が シリ ア に 阻ま れる 。 


今夜 も 巨悪 に 立ち 向かう の だ / 


クイ ン シ ー 双 


画 超 集合 企業 体 ゲ ノム の 設 
立 者 だ が 、 そ の 経歴 は 不明 。 
あら ゆる 国 の 経済 、 政 府 機 
関 に 影響 力 を 持ち 、 世 界 支 
配 を 在 ん で いる 。 
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Ilustrated by Ken-ichi SONODA 
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圏 ホ で く ーー ロ マー ンー リュ 600 判 里 層 男 所 
SQ 必 さ TG 携 時 公 ハ コト やせ 唱 写 お で で 
S” 村 ホエー や ヤ ャ ミーK ロ tt6 限 凡 じ 剖 
論 で Ne ト マー や ャ ミーK” 是 選 は せ を 
eK を Q し SO 刀 人 に へ さか て G 利 玖 
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” 画 STAFF 
キャ ラク ター 


DICEST STORY-Z 


較べ 上 上 由 か TTANGー 弓 少 さ 6 青 
班 じ 痢 ント ペ ユ RG 隊 宮 し " 〇 2m 怒 ) 
よ ふ へ さく G 上 民 トー トド 台 引 G 邸 中 公 IE で で 
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ロ で し 融 器 で じ つ we で * 杭 寺 6 個 宙 
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電 宰 い 必 こく へ 公選 導く 私 N つ レ 
っ 5 さて Rp 選 も CO ン 府 民 トー 
* 下 唱 ペー ホーGRDh ト ドル へ 往 二 6 陽 穴 
人 HPIG 公 下部 や 6 画 選 崩 つ 手 雨 
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中 日 昌 LEG り IM ご ロ i ヨ 


還 」 バック 0 枚 
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CRISIS miPUBBLEGUM CRIBIS 
TOKYO ら 040 が 
品 革 -60838 」 IDL-30B1 
3.D45 円 (税込 ) | 品番 : 1 

発 索 元 : ビク ター エン タオ イン メン ト 作詩 ・ 須藤 あき ら ン 


TOKYO ら 040 

ー オリジナル サウ ンド トラ ッ ク ] 
司 番 : VICL-60836 
.045 円 (税込 ) | 

発売 ビ ピク ター 吉 23 Ke 
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| コレ クシ ョ ン AS SEKIRIA ロレ クタ ー ズ ビ | 上 巨 1989 
品番 : VICL-60937 品 間 : VICL-B0e38 

3.045 円 (税込 ) | 3.D45 円 (税込 ) 
寺 ワイ 2 発売 元 : ビク ター エン タチ イン メン ト 
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歌 須藤 あき ら 
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